
　　　　倉敷市所蔵守屋家文書

文書番号 標題 年代 数量 内容 備考
1-1 〔雛形（小作証書）〕 明治 1纏め ＳＩＬティッシュで括る
1-2 明治十九歳丙戌一月吉日　田畑預米取立帳　弐番 明治19年1月吉日 1冊 （裏書）「大福入　守屋甚三郎」
1-3 明治三十八歳乙巳一月吉日　田畑預米取立帳 明治38年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」
1-4 大正四歳乙卯一月吉日　田畑預米取立帳 大正4年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」

1-5
自大正十年　至大正十四年　酒津　子位庄　富久　軽部小
作米取立帳 大正10～14年 1冊

（裏書）「守屋」　「親睦会案内書」ほか挟み
込み文書あり　破損のためＳＩＬティッシュで
包む

1-6
自大正十五年　至昭和五年　第一号　酒津　子位庄　富久
中島　有井と井上　小作米取立帳 大正15～昭和5年 1冊

（裏書）「守屋」　（朱書）「大正十五年ハ昭和
元年也」

1-7
自昭和六年　至昭和十年　第三号　八代　久代　岡田　小
作米取立帳 昭和6～10年 1冊 （裏書）「守屋」

1-8
自昭和拾六年　至昭和弐拾年　第三号　八代　久代　岡田
小作米取立帳 昭和16～20年 1冊 （裏書）「守屋」

1-9 明治三十八年九月朔日　出納簿　三 明治38年9月1日 1冊 （裏書）「守屋文治」
1-10 明治四十二歳二月一日　出納簿　四 明治42年2月1日 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり
1-11 昭和二十五年三月二十一日　出納簿　十 昭和25年3月21日 1冊 挟み込み文書あり
1-12 昭和三十年十一月一日　出納簿　十一 昭和30年11月1日 1冊 挟み込み文書あり
1-13 昭和二十三年五月二十八日　日誌　三　守屋 昭和23年5月28日 1冊
1-14 昭和二十五年一月八日　日誌　四　守屋 昭和25年1月8日 1冊 挟み込み文書あり
1-15 昭和二十六年五月二日　日誌　五　守屋 昭和26年5月2日 1冊
1-16 昭和三十ねん一月一日　日誌　守屋 昭和30年1月1日 1冊
1-17 〔封筒のみ〕 未詳 1枚
1-18 〔諸書類〕 （昭和20年代ヵ） 1括り 農地改革関係ほか

2-1 〔諸書類〕 1括り
2-1-1～18紐一括り　紐が切れたためＳＩＬ
ティッシュで括る

2-1-1 株式会社岡山県農工銀行定款 明治30年9月29日 1冊

2-1-2
明治参拾参年上半期　第拾八期営業報告書　株式会社倉
敷銀行 明治33年 1冊

2-1-3
明治参拾参年下半期　第拾九期営業報告書　株式会社倉
敷銀行 明治33年 1冊

2-1-4 明治参拾参年上半期営業報告　倉敷紡績株式会社 明治33年 1冊
2-1-5 明治参拾参年下半期営業報告　倉敷紡績株式会社 明治33年 1冊
2-1-6 株式会社岡山県農工銀行第五期営業報告 （明治33年1月1日～6月30日） 1枚
2-1-7 株式会社岡山県農工銀行第六期営業報告書 （明治33年7月1日～12月31日） 3枚 ＳＩＬティッシュで括る
2-1-8 株式会社岡山県農工銀行第八期営業報告書 （明治34年7月1日～12月31日） 1枚

2-1-9 〔守屋甚三郎宛倉敷紡績株式会社書状〕 明治35年12月25日 1通 株主総会の案内

（封筒上書）「酒津村　守屋甚三郎」　（封筒
裏書）「岡山県都窪郡倉敷町　倉敷紡績株
式会社」

2-1-10
（第弐拾六回）　明治三十三年度上半期営業報告　山陽鉄
道株式会社 未詳 1冊

2-1-11
（明治三十四年九月三十日現在）　株主人名録　山陽鉄道
株式会社 明治34年9月30日 1冊

2-1-12
（第三十回）　明治三十五年上半期営業報告　山陽鉄道株
式会社 明治35年 1冊

2-1-13
（明治三十五年九月三十日現在）　株主人名録　山陽鉄道
株式会社 明治35年9月30日 1冊

2-1-14 〔諸書類〕 　 1包 2-14-1～2一包

2-1-14-1
（第二十九回）　明治三十四年下半期営業報告　山陽鉄道
株式会社 明治34年 1冊
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2-1-14-2
（明治三十五年三月三十一日現在）　株主人名録　山陽鉄
道株式会社 明治33年1月3日 1冊

2-1-15 〔諸書類〕 　 1包 2-15-1～2一包

2-1-15-1
（第弐拾八回）　明治三十四年上半期営業報告　山陽鉄道
株式会社 明治34年 1冊

2-1-15-2
（明治三十四年九月三十日現在）　株主人名録　山陽鉄道
株式会社 明治34年9月30日 1冊

2-1-16 〔諸書類〕 　 1包 2-16-1～3一包
2-1-16-1 明治卅四年四月印刷　山陽鉄道株式会社定款 明治34年4月 1冊

2-1-16-2
（明治三十四年三月三十一日現在）　株主人名録　山陽鉄
道株式会社 明治34年3月31日 2冊

2-1-16-3
（第弐拾七回）　明治三十三年下半期営業報告　山陽鉄道
株式会社 明治33年 1冊

2-1-17 〔守屋甚三郎宛山陽鉄道株式会社書状〕 明治35年1月22日 1通 株式払込について

（封筒上書）「備中都窪郡中洲村大字酒津
守屋甚三郎様」　（封筒裏書）「神戸市兵庫
山陽鉄道株式会社」　封筒破損　ＳＩＬティッ
シュで包む

2-1-18 〔配当金受取方心得〕 明治35年10月23日 1枚
2-2 〔株式関係諸書類〕 （昭和27～36年ヵ） 1括り ハガキあり 紐が切れているためＳＩＬティッシュで括る

2-3 〔株式関係ハガキ〕 （昭和25～28年） 1括り

岡山電気軌道・山一証券・中国
銀行・倉敷紡績・川崎重工業ほ
か

2-4 〔守屋文治・嘉子・重成研宛ハガキ〕 （昭和28・29年） 1括り 年賀状 紐が切れているためＳＩＬティッシュで括る
2-5 〔守屋文治・御一同・重成研宛ハガキ〕 （昭和30年） 1括り 年賀状ほか

2-6 田地売渡証書 明治19年5月31日 1枚
窪屋郡子位庄村白髪弥市郎→
同郡酒津村守屋甚三郎

2-7 〔売渡下道郡箭田村建物絵図〕 明治19年7月4日 1枚

窪屋郡酒津村梶谷八藤太・原田
広四郎→窪屋郡酒津村守屋甚
三郎

2-8 小作証文之事 明治23年ヵ 1枚
差出人なし→守屋文治・守屋甚
三郎

2-9 地所売渡証書 明治19年3月 1綴
備前国児島郡川張村佐藤彦九
郎→窪屋郡酒津村守屋文治

2-10 永代売渡田地証文之事 明治10年4月12日 1枚
子位庄村藤原寿三郎→酒津村
守屋〇太郎 下書ヵ

2-11 安政三丙辰十二月　売渡証文壱通　田之上弥三郎 安政3年12月 1包
田之上弥三郎→酒津村岡野屋
甚兵衛 虫損

2-12 差入申一札之事 明治6年5月 1枚
子位庄村与三郎→岡の屋甚三
郎 虫損

2-13 覚 卯正月19日 1枚 寿介外2名→甚兵衛
2-14 覚 午11月2日ヵ 1枚 宗平→甚兵衛 虫損

2-15 地所登記済証下渡願 明治元年3月1日 1枚
備前国窪屋郡酒津村守屋甚三
郎→倉敷登記所

2-16 地券御書換願 明治20年1月24日 1枚
中村庄次郎・守屋文治→窪屋郡
長森田佐平

2-17 定約証之事 明治19年3月5日 1枚
児島郡川張村佐藤彦九郎・佐藤
嘉五郎→同郡酒津村守屋文治

2-18 地所売渡之証 明治19年3月1日 1綴

備中国賀陽郡庭瀬村高畠多七
郎→備中国窪屋郡酒津村守屋
甚三郎
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2-19 地所売渡し証 明治26年1月31日 1綴

浅口郡西之浦村平松伊平→窪
屋郡中洲村大字酒津守屋甚三
郎

2-20 明治十八年　一金弐拾円也　西子位庄村　中村元次郎入 未詳 1袋

永代地所売渡証券ほか　窪屋
郡子位庄村中村元治朗→酒津
村守屋文治 ＳＩＬティッシュで包む

2-21 以書付申上候 卯9月 1枚 小作米滞一件　熊蔵→村役人
2-22 証 酉8月30日 1枚 板谷弥〇→岡野屋
2-23 覚 8月4日 1枚 小山→藤〇
2-24 通 明治20年2月12日 1枚 守屋弥太郎→親父
2-25 覚 丙辰11月29日 1枚 梶谷弥平次→岡野屋甚兵衛
2-26 〔守屋大兄宛白神松太郎書状〕 1月17日 1枚 登記について
2-27 記 未詳 1枚 金銭書上

2-28 借用申銀子之事 弘化3年12月 1枚
酒津村弥次右衛門→同村甚兵
衛

2-29 地所永代売渡証券 明治30年1月23日 1綴
安〇村生藤伝吉→酒津村守屋
文治

2-30 永代山林売渡証券 明治19年12月13日 1枚
都窪郡酒津村守谷関吉→同郡
同村守屋甚三郎

2-31 地所永代売渡証券 明治19年11月29日 1綴
笹沖村田口貫一→酒津村守屋
甚三郎 虫損

2-32
備中国窪屋郡笹沖村字枛崎四百三拾弐番郡村宅地　八
畝廿七歩　建設アル九拾九番邸建物 未詳 1枚

同国同郡同村小川忠一郎→備
中国窪屋郡酒津村守屋甚三郎

2-33 差入申一札之事 明治22年12月29日 1枚
建物並宅地売買　○○郡大市
村小咲藤三→守屋甚三郎

2-34 〔空封筒〕 未詳 1枚 破損

2-35 地所売渡し証券 明治24年2月4日 1綴
窪屋郡中洲村梶谷健雄→同国
同郡同村守屋甚三郎

2-36 地所売渡証 明治29年11月24日 1綴

岡山県窪屋郡中洲村守屋虎太
郎→岡山県窪屋郡中洲村守屋
村

2-37 地所売渡証 明治22年3月4日 1綴
窪屋郡笹沖村留（ヵ）井菊三郎
→同郡酒津村守屋甚三郎

2-38 地所売渡証 明治19年3月11日 1綴
児島郡川張村佐藤嘉五郎→窪
屋郡酒津村守屋文治

2-39 〔証書類〕 　 1包

2-39-1～2一包　（包紙上書）「本村　平山
定次郎　金〇受納証壱通」　ＳＩＬティッシュ
で包む

2-39-1 〔領収書〕 明治18年9月5日 1枚 守屋甚三郎→第七部戸長役場

2-39-2 永代地所売渡し証券 明治18年 1枚
窪屋郡御津村平松定次郎→同
郡同村守屋甚三郎

2-40 〔証書類〕 　 1包
2-40-1～2一包　（包紙上書）「田地証文
壱通」

2-40-1 記 明治10年4月15日 1枚

窪屋郡字庄村柴田若次郎→同
郡同村守屋甚三郎酒津村守屋
甚三郎

2-40-2 永代売渡田地証文之事 明治10年4月15日 1枚
窪屋郡子位庄村柴田若次郎→
酒津村守屋虎太郎

2-41 〔証書類〕 1括り 2-41-1～3紐一括り

2-41-1 売渡申田地之事 文政9年12月 1枚
子位庄村嘉三郎→酒津村久米
吉
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2-41-2 売渡申畑之事 嘉永4年12月 1包 酒津村久米吉→同村甚
（包紙上書）「嘉永四年亥十二月　売渡証文
壱通　庄久米吉」

2-41-3 売渡申畑之事 嘉永2年12月 1包 大内村浅之助→酒津村久米吉
（包紙上書）「嘉永壱年酉年　大内村　浅之
助入」

2-42 〔証書類〕 　 1包

2-42-1～2一包　（包紙上書）「安政三年丙
辰十二月　売渡証文壱通　田之上村庄左
ヱ門」

2-42-1 口上 未詳 1枚 面積ほか書上

2-42-2 売渡申田畑之事 安政3年12月 1枚
田之上元右衛門・親類倉敷彦助
→酒津村甚兵衛

2-43 〔諸書類〕 　 1括り 2-43-1～3紐一括り
2-43-1 〔受取証〕 未詳 1枚

2-43-2 取次所定約書 明治10年11月12日 1綴

岡山県下備中国大拾五大区小
十五区酒津駅取次担当人守屋
甚三郎→内国通運会社頭取吉
村甚兵衛 通運会社証書の写

2-43-3 取次所定約書 明治10年11月12日 1枚

岡山県下備中国窪屋郡第拾五
大区拾五小区酒津駅取次担当
人守屋甚三郎→内国通運会社
頭取吉村甚兵衛

2-44 〔諸書類〕 　 1包
2-44-1～5一包　包紙上書あり　ＳＩＬティッ
シュで包む

2-44-1 〔下書〕 明治 1綴
2-44-2 〔面積・地価ほか書上〕 未詳 1枚
2-44-3 〔領収書〕 明治5年1月23日 1枚 守屋文治→窪屋郡倉敷登記所 　

2-44-4 地所売渡証書 明治21年1月23日 1綴
窪屋郡酒津村三宅璋平→窪屋
郡酒津村守屋文治

2-44-5 地所登記済証下付願 明治21年1月23日 1綴
窪屋郡酒津村守屋文治→倉敷
登記所

2-45 〔袋のみ〕 　 1枚 （袋上書）「永代流地　証文入」　虫損
2-46 昭和十年度　中島小作米取立帳　酒津地主　守屋 昭和10年度 1冊

2-47 〔売渡証文〕 　 1包
2-47-1～34一包　（包紙上書）「売渡証文」
ＳＩＬティッシュで括る

2-47-1 証 明治24年7月15日 1枚
岡山市小橋町守屋弥太郎→本
家ヵ

2-47-2 〔守屋甚三郎宛大福屋達次郎書状〕 3月10日 1通 酒造御用につき借金願
2-47-3 〔守屋甚三郎宛大福屋達次郎書状〕 10月6日 1通 借金猶予願
2-47-4 〔守屋甚三郎宛〇藤達次郎書状〕 11月3日 1通 借金返済について

2-47-5 〔受取証〕 明治24年9月27日 1枚
箭田村妹尾喜次郎→酒津守屋
甚三郎

2-47-6 地所売渡証券 明治18年1月 1枚
酒津村石井請七郎→同村守屋
甚三郎

2-47-7 地所売渡証券 明治27年1月30日 1包
窪屋郡中洲村板谷与四郎→窪
屋郡中洲村守屋甚三郎 包紙上書あり　ＳＩＬティッシュで包む

2-47-8 地所売渡証 明治25年6月28日 1枚
窪屋郡葦高村生水礼蔵→同郡
中洲村守屋甚三郎 ＳＩＬティッシュで包む

2-47-9 〔諸書類〕 　 1包
2-47-9-1～2一包　包紙上書あり　ＳＩＬ
ティッシュで包む

2-47-9-1 〔地所○○手形之証〕 明治17年3月9日 2枚 守屋甚三郎→友森音五郎

2-47-9-2 畑地永代売渡証券 明治17年3月4日 1綴
都窪郡子位庄村友森音五郎→
酒津村守屋甚三郎
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2-47-10 守屋ト〇田高吉算用四月五日 明治19年4月17日 1枚
下道郡箭田村妹尾専太郎→本
郡酒津村守屋甚三郎

2-47-11 永代地所売渡証券 明治24年7月25日 1綴
窪屋郡葦高村生水千代吉→同
郡中洲村守屋甚三郎

2-47-12 地所売渡証 明治22年4月15日 1枚
窪屋郡笹沖村筒井仲三→守屋
甚三郎

2-47-13 〔下書〕 3月13日 1枚

2-47-14 地所売渡証 明治19年4月20日 1枚

備中国賀陽郡庭瀬村高畠留七
郎→同国窪屋郡酒津村守屋甚
三郎

2-47-15 返済証書ヵ 明治24年6月6日 1枚

備中国窪屋郡中洲村守屋甚三
郎→同国同郡同村児嶋米四
郎ヵ

2-47-16 建物所有権之登記済之証下付願 明治32年5月26日 1纏め
窪屋郡中洲村守屋甚三郎→玉
島区裁判所倉敷出張所 図面あり

2-47-17 建物永代売渡証文之事 明治19年7月4日 1綴

窪屋郡酒津村梶谷八藤太・原田
広四郎→窪屋郡酒津村守屋甚
三郎

2-47-18
明治十九年六月九日売渡　岡山県備中国窪屋郡富久村
百百四拾番地建物 明治19年6月9日 1枚

岡山県備中国窪屋郡富久村堀
矢大二郎→窪屋郡酒津守屋甚
三郎

2-47-19 地所売渡証券 明治30年6月11日 1綴
窪屋郡中洲村大橋代五郎→同
郡同村守屋甚三郎

2-47-20 借用金証券 明治17年4月3日 1綴
備中国酒津村児島輝太郎→同
村守屋甚三郎

2-47-21 〔諸書類〕 1包
2-47-21-1～2一包　（包紙上書）「証文　壱
通」

2-47-21-
1 永代地所売渡証券 明治18年11月25日 2枚

窪屋郡酒津村喜多→同郡同村
守屋文治 領収書あり

2-47-21-
2 耕地書入金子借用之事 明治14年2月1日 1枚 大熊九平太→守屋甚三郎

2-47-22 〔地所売渡証券・手形〕 明治22年11月27日 2枚
備中国窪屋郡酒津村守屋虎太
郎→同国同郡同村守屋甚三郎 帯封あり

2-47-23 地所登記済証下渡願 明治20年3月1日 1枚
備中国窪屋郡酒津村守屋甚三
郎→倉敷登記所 虫損

2-47-24 建家売渡証券 明治19年6月9日 1枚
窪屋郡富久村堀矢大二郎→窪
屋郡酒津村守屋甚三郎

2-47-25 委任状 明治31年2月25日 1枚
備中国窪屋郡中洲村守屋甚三
郎

2-47-26 建物売渡証 明治22年2月21日 1綴
備中国窪屋郡笹沖村小川忠一
郎→同郡酒津村守屋甚三郎 挟み込み文書あり

2-47-27 地所売渡証 明治23年3月11日 1綴
窪屋郡笹沖村中尾周蔵→同郡
酒津村守屋甚三郎

2-47-28 〔守屋甚三郎宛三島福太郎書状〕 4月25日 1通 残金・残米徴集のこと

2-47-29 地所売渡証券 明治30年4月24日 1綴
窪屋郡中洲村亀山常太郎→窪
屋郡中洲村守屋甚三郎

2-47-30
中嶋地所証入　板谷栄蔵ゟ入　外ニ壱通白神氏ノ書付相
添 明治25年1月25日 1包

2-47-31 約定証 明治18年2月27日 1枚
田畑山林売渡　守屋文治→柴
田清四郎ヵ
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2-47-32 地所売渡之証 明治24年1月31日 1枚
窪屋郡葦高村平松助蔵→同郡
中洲村守屋甚三郎 帯封あり

2-47-33 〔委任状ヵ〕 明治19年4月15日 1枚
岡山県備中国窪屋郡酒津村守
屋甚三郎 虫損　下書ヵ

2-47-34 〔受領証〕 明治 5枚

2-48 〔諸書類〕 　 1袋
2-48-1～22一袋　（袋上書）「古書　証文
入」　袋破損　ＳＩＬティッシュで包む

2-48-1 借用手形之事 慶応3年7月 1通
田之上村久太郎→酒津村甚兵
衛 （包紙上書）「手形壱通　田之上久太郎

2-48-2 借用証文之事 慶応4年7月12日 1通 沖村弥兵衛→酒津村甚兵衛
（包紙上書）「達七月十二日　手形壱通　沖
村弥兵衛入」　添書あり

2-48-3 差入申書付之事 文久3年12月 1通
田之上弥三郎→酒津村岡野屋
房太郎 （包紙上書）「手形壱通入　田之上弥三郎」

2-48-4 〔岡野屋甚兵衛宛平松益造書状〕 慶応4年7月10日 1通 手形1通同封 （包紙上書）「岡野屋甚兵衛様　平松益造」
2-48-5 書抜 未詳 1枚 面積ほか書上

2-48-6 覚 巳4月6日 1通
中松屋喜左衛門→岡野屋甚兵
衛

（包紙上書）「四月六日　手形壱通　中松屋
喜左衛門」

2-48-7 覚 明治3年5月 1通
川野屋彦助・常三郎・大坂屋治
兵衛→酒津岡野屋甚兵衛 （包紙上書）「手形入」

2-48-8 手形之事 巳3月29日 1通
中野屋辰太郎→倉敷板屋仁左
衛門

2-48-9 覚 辰11月19日 1通 倉敷板屋舟→酒津岡野屋
2-48-10 明治二年巳三月　たはこ手形　成羽郡屋村助 明治2年3月 1通 ＳＩＬティッシュで包む

2-48-11 借用申金子之事 慶応3年11月27日 1通 酒津村末吉→同村甚兵衛
（包紙上書）「慶応三卯年　手形壱通　馬方
末吉」

2-48-12 覚 3月20日 1通 角屋弁助→岡野屋

2-48-13 覚 慶応4年9月17日 1通 西中嶋屋→岡野屋甚兵衛

（包紙上書）「四月十八日　鉄弐百四拾束
預り証入　但し杉山大阪屋〇之分　にし中
嶋屋」

2-48-14 覚 巳正月15日 1通 子位庄村太郎→酒津村甚兵衛

2-48-15 覚 辰9月17日 1通
原津○屋源左ヱ門→酒津岡野
屋甚兵衛

（包紙上書）「九月十七日　原津○屋源左ヱ
門入」

2-48-16 借用手形之事 明治3年11月11日 1通 板谷弥吉→守屋甚三郎

2-48-17 覚 辰7月9日 1通
松山平松益造→酒津岡野甚兵
衛

（包紙上書）「辰七月十日　鉄為替手形　大
阪屋入」

2-48-18 借用申手形之事 明治6年10月5日 1通 酒津村藤吉→同村甚兵衛 虫損
2-48-19 〔岡野屋甚兵衛宛平松益造書状〕 未詳 4通 芸州鉄為替について

2-48-20 〔証文類〕 1包
2-48-20-1～4一包　（包紙上書）「証文弐通
吉原」

2-48-20-
1 〔甚兵衛住宅敷地絵図〕 未詳 1枚

2-48-20-
2 質入申畑之事 天保14年11月 1通 酒津村吉兵衛→同村甚兵衛 （包紙上書）「証文　壱通　村　吉原」

2-48-20-
3 質入申畑之事 文政元年11月 1通 酒津村吉兵衛→同村甚兵衛 （包紙上書）「証文　壱通　吉原」

2-48-20-
4 譲り渡申屋敷地之事 享保4年4月 1通 酒津村吉兵衛→同村甚兵衛

（包紙上書）「永代譲り　証文　壱通　吉兵
衛」

2-48-21 覚 明治元年11月17日 1通

雲州高橋屋喜平荒苧為替につ
いて　早島吉屋万之助外1名→
岡野屋甚兵衛

（包紙上書）「明治元辰十一月　荒苧為替手
形　高橋屋喜平入」　書状1通同封

2-48-22 〔断簡〕 未詳 2枚
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2-49 〔小作証文之事 安政4年5月 1冊
沖村幸四郎外8名→酒津村甚兵
衛 ＳＩＬティッシュで包む

2-50 為替金車之事 文久3年3月 1通 大坂屋牛太郎→岡野屋甚兵衛
（包紙上書）「為替手形　大坂屋牛太郎」
書状2通同封

2-51 〔証文類〕 　 1括り 2-51-1～8紐一括り

2-51-1 田地売渡証券 明治20年6月28日 1枚
下道郡服部村瀬崎清次郎→窪
屋郡酒津村守屋甚三郎

2-51-2 地所売渡証 明治15年2月12日 1通
窪屋郡酒津村梶谷太郎次→守
屋甚三郎 （包紙上書）「地券　証書」

2-51-3 売渡シ申田畑証文之事 嘉永5年□月 1通 酒津村弥平太→酒津村甚兵衛

（包紙上書）「嘉永六癸丑正月　田畑売切証
文壱通　酒津村弥平太入」　覚6通同封　虫
損

2-51-4 永世耕地売渡証 明治14年5月28日 1綴

備中国窪屋郡子位庄村柴田若
次郎→同国同郡酒津村守屋甚
三郎

2-51-5 永代売渡畑屋敷証文之事 明治9年5月11日 1通
備中国窪屋郡田之上大野方三
→同郡酒津村守屋甚三郎

2-51-6 地所書入金子借用証文 明治11年10月2日 1通
同村守谷岩太→酒津村守屋甚
三郎

2-51-7 地所売渡証券 明治12年2月 1通 守谷岩太→守屋甚三郎 虫損
2-51-8 〔包紙のみ〕 未詳 1枚

2-52 〔証文類〕 　 1括り
2-52-1～11紐一括り　紐破損　ＳＩＬティッ
シュで括る

2-52-1 売買地券御書換願 明治12年5月28日 1綴

売渡人児島徳平治・買受人守屋
甚三郎・戸長三宅染治→岡山県
令高崎五六 付紙がとれている

2-52-2 永代地所売渡証券 明治15年12月31日 1綴 梶谷和吉→同村守屋甚三郎

2-52-3 耕地売渡証券 明治14年1月 1綴
崔屋郡志松村板谷久太郎→守
屋甚三郎

2-52-4 地所売渡証券 明治17年1月16日 1綴
酒津村守谷喜三郎→同村守屋
甚三郎

2-52-5 地所永代売渡証券 明治17年1月23日 1枚
酒津村守谷周吉→酒津村守屋
甚三郎

2-52-6 宅地永代売渡証 明治15年11月18日 1綴
酒津村板谷伊平治→同村守屋
甚三郎方守屋文治 「証」が挟まれている

2-52-7 籔売渡之証 明治15年12月1日 1綴
酒津村児島輝太郎→同村守屋
甚三郎

2-52-8 地所売渡之証 明治15年11月18日 1綴
酒津村児島輝太郎→同村守屋
甚三郎

2-52-9 耕地売渡証文 明治15年4月20日 1綴
酒津村児島輝太郎→同村守屋
甚三郎

2-52-10 〔証文類〕 1包
2-52-10-1～2一包　（包紙上書）「証文壱通
（朱書）「西子位庄　坪井伝七」」

2-52-10-
1 小作証書 明治10年3月14日 1通

子位庄村坪井伝七→酒津村守
屋甚三郎

2-52-10-
2 永代売渡田地証文之事 明治10年1月27日 1通

子位庄村坪井伝七→酒津村守
屋甚三郎

2-52-11 〔断簡〕 未詳 1枚 ＳＩＬティッシュで包む

2-53 〔証文類〕 1包
2-53-1～7一包　（包紙上書）「別紙壱通
陶崎清次郎」
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2-53-1 金子借用証文之事 明治5年11月1日 1通 斉藤達次郎外2名→守屋甚三郎 （包紙上書）「証書壱通入」　証書1通同封

2-53-2 金子借用証文之事 明治5年11月30日 1通 斉藤達次郎外1名→守屋甚三郎 （包紙上書）「証書壱通入」

2-53-3 金子借用証書之事 明治5年10月1日 1通 斉藤達次郎外1名→守屋甚三郎
（包紙上書）「申十月ニテ来酉三月限り　証
書一通入

2-53-4 証書預り紛失御断書 明治11年11月6日 1通 妹尾完次郎→守屋甚三郎

2-53-5 預り申品物証文之事 慶応3年12月□月 1通
西村嘉右衛門→酒津岡野屋甚
兵衛

2-53-6 証書預り紛失御断書 明治9年6月27日 1通

窪屋郡御津村〇長三宅廉子・戸
長児島徳平治・三宅染治→同村
守屋甚三郎

2-53-7 〔覚〕 未詳 5通 纏めてＳＩＬティッシュで包む
2-54 〔証文類〕 1括り 2-54-1～5紐一括り

2-54-1 小作証書 明治18年 1通
子位庄村柴田清次郎→酒津村
守屋甚三郎

2-54-2 〔定約書・小作証書・証〕 （明治18～24年） 1纏め

酒津村守屋文治→子位庄村柴
田清次郎　子位庄村柴田清次
郎→酒津村守屋文治 3通あり

2-54-3 定約書 明治24年4月20日 1通 守屋文治→柴田清次郎

2-54-4 小作証書 明治26年4月20日 1通
窪屋郡菅生村柴田猪平・柴田清
次郎→同郡中洲村守屋甚三郎

2-54-5 地券御書換願 明治17年1月 1通
柴田清次郎・守屋甚三郎→窪屋
郡長戸川番次

2-55 〔証文類〕 1括り 2-55-1～9紐一括り
2-55-1 記 明治15年正月 1通 小野貞一郎ヵ→守屋甚三郎

2-55-2 小作証文之事 明治4年5月□日 1通
小野敬蔵・小野民治→酒津守屋
甚三郎 虫損

2-55-3 小作証文之事 明治9年5月13日 1通 大野才三→守屋甚三郎
2-55-4 小作証文之事 明治2年11月 1通 鹿爪柳蔵→酒津岡野屋甚兵衛

2-55-5 土地売渡証文 明治15年3月 1通
窪屋郡福井村藤原彦一ヵ→酒
津村守屋甚三郎

2-55-6 小作証文之事 安政6年5月 1冊 沖村帰一→酒津村甚兵衛
2-55-7 小作証文之事 明治14年9月7日 1通 原猶八外1名→宛名なし

2-55-8 小作証文之事 明治14年10月ヵ 1通
古地村太郎左衛門→酒津村甚
兵衛

2-55-9 〔小作証文・借地証文〕 明治7年9月7日 4通
小野広蔵・原猶八・原安吉・阿部
佐次郎 虫損

2-56 〔証文類〕 1括り 2-56-1～5紐一括り　付紙あり
2-56-1 証 明治18年3月12日 1通 守屋甚三郎→本谷〇郎

2-56-2 地所書入金子借用証之事 明治16年1月1日 1通
酒津村守屋惣太郎→同村守屋
甚三郎

2-56-3 畑書入金借用証 明治17年1月17日 1通
窪屋郡酒津村平山定次郎→同
村守屋甚三郎

2-56-4 米借用証 明治16年8月14日 1通 都志伊助→守屋甚三郎 帯封あり
2-56-5 都志保太郎家屋売却代金扣 4月5日 1綴
2-57 質入申畑之事 文化5年11月 1通 酒津村与太夫→酒津村甚兵衛 虫損　（包紙上書）「酒津　与太夫」

2-58 〔証文類〕 1括り
2-58-1～8紐一括り　紐破損　ＳＩＬティッシュ
で括る
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2-58-1 定約書 明治15年12月11日 1通
窪屋郡安江村石井歌治郎→同
郡酒津村守屋甚三郎 （包紙上書）「定約書　石井歌治郎」

2-58-2 借用申金子証文事 慶応2年11月 1通
子位庄村幸右衛門→酒津村甚
兵衛

（包紙上書）「寅三月入　証文壱通　祐安
幸右衛門

2-58-3 借用申銀子之事 文久元年12月 1通 子位庄村柳蔵→酒津村甚兵衛
（包紙上書）「文久元年酉三月　証文壱通
鹿爪　柳蔵」

2-58-4 借用申銀子之事 安政4年12月 1通 子位庄村柳蔵→酒津村甚兵衛
（包紙上書）「安政四己十二月　かの○○
柳蔵」　虫損

2-58-5 差入申一札之事 未詳 1通 （包紙上書）「一札」　虫損のため展開不能

2-58-6 辻借証文之事 文久2年11月 1通 矢柄村久六→酒津村甚兵衛
（包紙上書）「借用証文　壱通　矢柄村」　覚
1通同封　虫損

2-58-7 借用申手形証文之事 慶応3年12月 1通
西村新八・安右ヱ門→酒津岡野
屋甚兵衛

（包紙上書）「卯十二月〇　手形壱通　九月
〇　西村　新八　証人　嘉右衛門」

2-58-8 証 明治7年8月8日 2通
高梁村菊三郎→酒津村岡野屋
甚三郎

2-59 〔証文類〕 1括り
2-59-1～11紐一括り　紐破損　ＳＩＬティッ
シュで括る

2-59-1 預り手形証文之事 天保4年11月 1通 油屋弥吉→岡野屋甚兵衛
（包紙上書）「卯十一月　預り手形　倉敷油
屋　弥吉」　虫損甚大

2-59-2 借用申銀子之事 弘化6年11月 1通 酒津村仙蔵→同村甚兵衛 包紙上書あり

2-59-3 壱ヶ年切売渡し畑山林之事 慶応2年12月 1通 古地村細蔵→酒津村甚兵衛
（包紙上書）「寅ノ年　証文壱通　古地村　細
蔵」　覚3通・書状1通同封

2-59-4 壱ヶ年預り売捌畑山林之事 慶応2年12月 1通 古地村細蔵→酒津村甚兵衛
（包紙上書）「壱通　古地村　細蔵」　手形2
通同封

2-59-5 金子借用手形之事 明治4年5月10日 1通
沖村小野与五郎→酒津守屋甚
三郎

2-59-6 借用申金子之事 明治10年4月1日 1通
渋江村益野勝太→酒津村守屋
甚三郎

（包紙上書）「四月三十日限り　証文入　渋
江村　益野勝太」

2-59-7 借用申金子之事 明治14年6月21日 1通 三宅林次郎ヵ→守屋甚三郎

2-59-8 年賦証 明治4年2月 1通
渋江村小野岩吉→酒津村守屋
甚三郎ヵ （包紙上書）「証文壱通」

2-59-9 建物書入質証文之事 明治11年2月27日 1通
窪屋郡子位庄村田口伝吉→同
郡酒津村守屋甚三郎 図面あり

2-59-10 記 明治12年5月1日 1通
笹沖村神崎貞三郎→酒津村守
屋甚三郎 包紙あり

2-59-11 〔証文類〕 1括り 2-59-11-1～7紐一括り
2-59-11-
1 定約証 未詳 1枚

2-59-11-
2 地所売渡証券 明治11年5月19日 1通

備前国児島郡上村鎌田卯太郎
→備中国窪屋郡酒津村守屋甚
三郎

（包紙上書）「鎌田卯太郎田地　証文〇書附
所有」　紐で括られている　証2通同封　ＳＩＬ
ティッシュで包む

2-59-11-
3 〔付紙〕 未詳 1枚 ＳＩＬティッシュで包む

2-59-11-
4 永代売渡シ田地証文之事 明治10年12月29日ヵ 1通 高橋常太郎→守屋甚三郎

2-59-11-
5 明治六年十二月　債券　児島郡天城村　高橋常太郎 明治6年12月 2冊 挟み込み文書あり

2-59-11-
6 証 明治12年正月13日 1通 高橋常太郎→守屋甚三郎

2-59-11-
7 証 明治11年2月5日 1通 常太郎→甚三郎
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　　　　倉敷市所蔵守屋家文書

2-60 〔通〕 未詳 1括り 11通あり

2-61 〔証文類〕 1包
2-61-1～3一包　（包紙上書）「手形入　岩
太郎〇分　新屋喜太郎　庄吉」

2-61-1 売捌申田地証文之事 明治3年11月11日 1通
酒津村都志政治郎→同村守屋
甚三郎

2-61-2 売捌申田地証文之事 明治3年11月11日 1通
酒津村都志政治郎→同村守屋
甚兵衛

2-61-3 小作書付之事 慶応3年12月 1通
酒津村岩太郎外2名→同村守屋
甚兵衛

2-62 〔証文類〕 1括り 2-62-1～7紐一括り

2-62-1 〔証文類〕 1包
2-62-1-1～3一包　（包紙上書）「辰壬四月
拾日　証文壱通　中の屋　市助」

2-62-1-1 覚 辰11月3日 1通 中野屋市助→徳納新平

2-62-1-2 為替手形之事 慶応4年4月 1通
中の屋市助外1名→東城川東徳
納新平

2-62-1-3 金子割手形之事 慶応4年4月 1通 中野屋市助→岡野屋甚兵衛

2-62-2 覚 辰壬4月1日 1通
平松牛太郎→酒津岡野屋甚兵
衛

2-62-3 〔岡野屋甚兵衛宛平松益造書状〕 丑4月11日 1通 芸州様鉄のこと

2-62-4 〔岡野屋甚兵衛宛平松益造書状〕 3月24日 1通 備後鉄荷物について
（包紙上書）「酒津　岡野屋甚兵衛様　平松
益造　［　　］」

2-62-5 〔岡野屋甚兵衛宛徳納新平書状〕 4月29日 1通 鉄為替について
（包紙上書）「岡野屋　甚兵衛様　尊下　徳
納新平」

2-62-6 覚 辰閏4月5日 1通 小倉為三郎→岡野屋甚兵衛
2-62-7 〔岡野屋甚兵衛宛徳納新平書状〕 亥4月5日 1通 鉄為替について
2-63 〔金子受取証〕 （明治21年） 1括り 中原宛 紐破損　ＳＩＬティッシュで包む
2-64 覚 辰閏4月5日 1通 小倉為三郎→岡野屋甚兵衛
2-65 貸地金証文之事 慶応3年10月 1通 酒津村甚兵衛→沖村弥一

2-66 差入申一札之事 安政4年12月 1通
松山本町河内屋善之助→酒津
岡野屋甚兵衛

2-67 売渡申畑証文之事 嘉永2年12月 1通 川入村亀五郎→酒津村甚兵衛

（包紙上書）「嘉永二丙十二月　売切証文壱
通　并小作証文相添　川入亀五郎地　宇兵
衛入」　小作証文同封

2-68 以書附御願申上候 未詳 1通
阿知町今野屋への貸金につい
て 下書

2-69 借用申銀子之事ヵ 天保5年11月 1通
金高村市左衛門→酒津村甚兵
衛 （包紙上書）「午年　金高　市左衛門」

2-70 借用銀子之事 天保12年8月1日 1通
子位庄村位庄右衛門→酒津村
甚兵衛

2-71 借用申金子之事 文久3年12月28日 1通 西村瀧次郎→酒津村甚兵衛
（包紙上書）「文久三亥十二月　金弐両　子
五月切　西村　瀧次郎」

2-72 覚 戌10月9日 1通
平川村川場惣郎ヵ→酒津岡野
屋甚兵衛

2-73 覚 安政6年11月 1通
沖村質地主宗助→酒津村甚兵
衛

2-74 指入申一札之事 万延元年7月26日 1通
中島村藤本や縄平→酒津村岡
野屋甚兵衛 （包紙上書）「手形入　中島村　縄平」

2-75 売渡田畑之事 慶応4年2月 1通 田之上久太郎→酒津村甚兵衛
（包紙上書）「慶応四年田畑之事三月買入
売渡証文壱通　田之上　久太郎」

2-76 質入申畑之事 天保6年12月 1通 酒津村友右衛門→同村甚兵衛
（包紙上書）「天保七申三月　田畑売渡証文
入　友右衛門」　覚1通同封
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　　　　倉敷市所蔵守屋家文書

2-77 覚 申2月29日 1通 庄屋深染→甚兵衛

2-78 〔包紙のみ〕 安政9年12月 1枚
（包紙上書）「安政九年戌十二月　売切証文
壱通　子位庄村　嘉三郎」

2-79 〔証文類〕 1包
2-79-1～2一包　（包紙上書）「嘉永七寅ノ
年　庄屋弐通入　吉兵衛」

2-79-1 借用申証文之事 嘉永7年正月 1通 酒津村有績→同村甚兵衛
2-79-2 借用証文之事 嘉永7年正月 1通 酒津村吉兵衛→同村甚兵衛

2-80 売渡申田地証文之事 明治7年9月8日 1通
倉敷村宇津蘇平→酒津村守屋
甚三郎 紐で括られている　虫損

2-81 五ヶ年季質入申証文之事 明治元年12月 1通 酒津村行蔵→同村甚兵衛

（包紙上書）「明治四年未二月四日買請　売
切壱通　〇添書入　和田行蔵」　添書1通・
覚3通同封　紐で括られている

2-82
明治二己年　田畑売渡算用覚　酒津村庄左衛門　同村甚
兵衛殿 明治2年 1冊 酒津村庄左衛門→同村甚兵衛

包紙上書あり　覚6通同封　紐で括られてい
る

2-83 〔証文類〕 1括り 2-83-1～14紐一括り
2-83-1 明治十六年十一月　負債消却仕法議定書 明治16年11月 1冊

2-83-2 売渡申田地之事 文政12年11月 1通
子位庄村伝十郎・伝九郎→酒津
村甚兵衛

（包紙上書）「文政十二年丑十一月　売渡田
地証文壱通　并小作証文壱通　子位庄村
伝十郎」　小作証文1通同封

2-83-3 一年切譲渡し申田畑之事 慶応3年12月 1通 古地村弥十郎→酒津村甚兵衛

（包紙上書）「辰三月十九日　売捌証文壱通
小作手形弐通　古地　弥十郎入」　小作証
文1通同封

2-83-4 拝借仕金子証文之事 明治6年10月13日 1通
酒津村守屋甚三郎→小田県東
社

2-83-5 覚 未詳 1通
酒津村岡野屋→小作人鹿爪村
柳蔵 （包紙上書）「御証文　鹿爪　柳蔵」

2-83-6 壱ヶ年切ニ売渡申藪証文之事 慶応2年3月 1通
古地村筆治郎外1名→酒津村甚
兵衛

（包紙上書）「慶応三年卯二月日　証文壱通
藪売却　古地　筆治郎」　覚3通同封

2-83-7 〔下書〕 未詳 1枚

2-83-8 拝借仕金子証文之事 明治6年10月13日 1通
酒津村守屋甚三郎→小田県東
社

2-83-9 覚 午7月 1通 中野屋ヵ→岡野屋
2-83-10 〔守屋甚三郎宛森本善吉書状〕 5月1日 1通 藤原甚四郎金談の件
2-83-11 「岡野屋宛和田書状〕 2月9日 1通 利足について
2-83-12 覚 未詳 1枚 宛名・差出人なし
2-83-13 覚 未7月 1通 藤井屋善平→本岡野屋
2-83-14 〔断簡〕 未詳 2枚 ＳＩＬティッシュで包む

2-84 差入申一札之事 明治9年2月8日 1通
子位庄村坪井嘉作→酒津村守
屋甚三郎 紐で括られている　証・下書（委任状ヵ）あり

2-85 〔証文類〕 1括り 2-85-1～3紐一括り

2-85-1 質入申地所屋敷之事 嘉永2年6月 1通
西子位庄村助太郎→酒津岡野
屋甚兵衛・祐安取次半五郎

2-85-2 拾ヶ年限売渡申屋敷之事 嘉永6年12月 1通
子位庄村助太郎・茂作→酒津甚
兵衛

2-85-3 〔覚〕 未詳 1枚 宛名・差出人なし

2-86 年賦金返り証文之事 嘉永2年3月 1通

酒津村甚兵衛→帯江二日市村
市右衛門・同亀山村小三郎・同
村嘉吉

2-87 質入申畑証文之事 明治4年12月 1通 酒津村熊吉外1名→同村甚兵衛 （包紙上書）「質入証文〇入」
2-88 金銀并小割鉄御畳表　献納致候ニ付御褒美被下置候写 （弘化4年9月ヵ） 仮1冊
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　　　　倉敷市所蔵守屋家文書

2-89 質入申畑之事 文化7年12月 1通 酒津村忠兵衛→同村甚兵衛
（包紙上書）「売切証文壱通　忠兵衛」　虫
損

2-90 売捌申畑証文之事 明治2年12月 1通 川入村善五郎→酒津村甚兵衛

2-91 〔証文類〕 1包

2-91-1～6一包　（包紙上書）「嘉永三年戌
十二月　証文三通　安江村　光蔵」　紐で括
られている　ＳＩＬティッシュで括る

2-91-1 差入申一札之事 万延元年5月 1通 安江村光蔵→酒津村甚兵衛
2-91-2 小作証文之事 嘉永元年12月 1通 安江村光蔵→酒津村甚兵衛
2-91-3 小作証文之事 安政4年12月 1通 安江村光蔵→酒津村甚兵衛
2-91-4 小作証文之事 嘉永3年12月 1通 安江村光蔵→酒津村甚兵衛
2-91-5 〔御年貢米銀受取通〕 （安政4～万延元年） 3枚
2-91-6 〔通〕 未詳 1枚

2-92 〔証文類〕 1包
2-92-1～4一包　（包紙上書）「証文　八王
寺分　大内村　次郎」　紐で括られている

2-92-1 売渡申畑証文之事 嘉永4年2月 1通 八王寺村次郎→酒津村甚兵衛
2-92-2 証文之事 嘉永5年12月 1通 八王寺村次郎→酒津村甚兵衛
2-92-3 小作証文之事 嘉永4年12月 1通 八王寺村次郎→酒津村甚兵衛
2-92-4 借添申手形之事 嘉永4年12月 1通 八王寺村次郎→酒津村甚兵衛

2-93 質入申畑并ニ籔之事 明治4年11月 1通
酒津村三宅染治→同村守屋甚
三郎 （包紙上書）「質入証文　壱通」　覚1通同封

2-94 田地質入申証文之事 嘉永6年2月 1通 大内村小平治→酒津村伝蔵
（包紙上書）「嘉永六年丑二月　売渡証文壱
通　大内村　小平治」

2-95 売渡し田地之事 天保15年12月 1通
子位庄村又五郎→酒津村甚兵
衛

2-96 〔証文類〕 1包
2-96-1～7一包　（包紙上書）「証文　二通
八王寺大内　市之助」

2-96-1 売渡申畑証文之事 嘉永4年12月 1通
八王寺村市之助→酒津村甚兵
衛

2-96-2 小作証文之事 嘉永4年12月 1通
八王寺村市之助→酒津村甚兵
衛

2-96-3 借用申手形之事 嘉永7年12月 1通 八王寺村林介→酒津村甚兵衛
2-96-4 質入申証文之事 万延2年正月 1通 八王寺村林介→酒津村甚兵衛
2-96-5 差入申証文之事 明治2年 1通 大内村市之介→酒津村甚兵衛
2-96-6 覚 卯4月 1通 大内林介→酒津岡野屋
2-96-7 〔受取屋敷図面〕 明治2年12月18日 1通 大内林介→甚兵衛

2-97 〔証文類〕 1括り
2-97-1～2紐一括り　紐破損　ＳＩＬティッシュ
で包む

2-97-1 〔証文類〕 　 1包
2-97-1-1～3一包　（包紙上書）「午六月
万延元年申六月　安江村　光蔵」

2-97-1-1 質入申畑之事 嘉永6年12月 1通
安江村光蔵・親類源之助→酒津
村甚兵衛

2-97-1-2 質入申畑之事 安政4年12月 1通 安江村光蔵→酒津村房太郎
2-97-1-3 小作証文之事 嘉永5年2月 1通 安江村光蔵→酒津村甚兵衛

2-97-2 乍恐以書附御訴訟申上候 明治4年4月12日 1通
窪屋郡酒津村甚三郎→倉敷県
御役所　小作料について 下書

2-98 記 明治15年8月5日 1通
児島輝太郎→守屋甚三郎　書
入金の内360円返済

（包紙上書）「明治十八年　約定書　児島輝
太郎」　下書1枚・機通あり

2-99 覚 明治2年9月25日 1通
酒津村岡野屋甚兵衛→倉敷村
成羽屋与三右衛門

2-100 永代地所売渡証券 明治15年9月15日 1通
窪屋郡富久村横山久次郎→酒
津村守屋甚三郎
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2-101 記 明治17年8月27日 1通 守屋甚三郎→鴨井長七郎

2-102 〔岡野屋甚兵衛宛板屋弥兵衛書状〕 4月5日 1通 借金依頼
（封筒上書）「岡野屋甚兵衛様　板屋弥兵衛
貴下用々書」

2-103 永代郡村宅地売渡証券 明治24年8月25日 1通
窪屋郡中洲村守屋虎太郎→窪
屋郡中洲村守屋甚三郎

2-104 〔証文類〕 　 1包
2-104-1～4一包　（包紙上書）「売渡証文
壱通入」

2-104-1 差入申畑証文之事 明治3年2月 1通 大内村熊吉→酒津村甚兵衛
2-104-2 売渡申畑証文之事 明治2年12月18日 1通 川入村善五郎→酒津村甚兵衛
2-104-3 覚 明治3年2月 1通 酒津村甚兵衛→川入村善五郎
2-104-4 書抜覚 未詳 1枚 宛名・差出人なし

2-105 土地売渡証券 明治32年6月23日 1通
窪屋郡中洲村守屋漸→窪屋郡
中洲村守屋甚三郎

2-106 地所売渡証 明治28年2月5日 1冊
窪屋郡大市村三島寿吉→窪屋
郡中洲村守屋甚三郎

2-107 地所売渡之証券 明治27年2月31日 1冊
窪屋郡葦高村渡辺浅治郎→窪
屋郡中洲村守屋甚三郎

2-108 永代地所売渡証券 明治19年2月27日 1冊
窪屋郡酒津村守谷惣吉郎→酒
津村守屋甚三郎

2-109 〔証文類〕 　 1包
2-109-1～6一包　（包紙上書）「売渡証文壱
通入」

2-109-1 〔証文類〕 　 1包
2-109-1-1～3一包　（包紙上書）「売渡証文
壱通入　古地濱三郎」

2-109-1-
1 譲渡申畑証文之事 明治3年12月 1通 古地村濱三郎→酒津村喜重郎

2-109-1-
2 譲渡申畑証文之事 明治3年12月 1通

古地村濱三郎→酒津村守屋甚
三郎

2-109-1-
3 譲り渡畑証文之事 明治3年12月 1通 古地村濱三郎→守屋甚兵衛

2-109-2 壱ヶ年切売渡申田地之事 天保8年3月 1通
大内村武右衛門→酒津村甚兵
衛

（包紙上書）「証書　壱通　在中　売切証文
大内武右衛門入」

2-109-3 質地証文之事 嘉永6年12月 1通 酒津村茂平→酒津村甚兵衛
（包紙上書）「寅年　売切証文四通　村　粂
吉」

2-109-4 売渡申畑之事 天保14年12月 1通
子位庄村八十吉→酒津村甚兵
衛

（包紙上書）「天保十五年辰三月　売切証文
一通　祐安　八十吉」　覚1通同封

2-109-5 永代売渡田地証文之事 明治10年4月14日 1通
子位庄村窪津大紀→酒津村守
屋虎太郎

2-109-6 記 明治10年4月14日 1通
子位庄村窪津大紀→酒津村守
屋虎太郎

2-110 売渡し申田畑之事 明治4年12月5日 1通
四十瀬村利喜松→酒津村甚兵
衛

（包紙上書）「巳十一月　売切証文壱通　〇
小作証文〇　四十瀬村　利喜松入」　小作
証文・覚・下書覚1通同封

2-111 売渡申田畑之事 慶応3年12月 1通 沖村弥兵衛→酒津村甚兵衛
（包紙上書）「辰春入　証文壱通　売切之分
沖　源兵衛」　覚1通同封

2-112 売渡申屋敷之事 天保14年11月 1通
子位庄村文四郎→酒津村甚兵
衛

（包紙上書）「天保十五年辰三月　売切証文
壱通　祐安　文四郎」　「預畝之事」同封

2-113 〔証文類〕 　 1括り 2-113-1～2紐一括り

2-113-1 流地証文之事 嘉永5年12月 1通
上舟尾村直吉→上舟尾村役之
助

（包紙上書）「流地証文壱通　流地主上舟尾
村　直吉」

2-113-2 差入申一札之事 嘉永6年4月 1通
上舟尾村役之助→酒津村甚兵
衛 虫損
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2-114 質入申畑之事 安政2年12月 1通 酒津村紋次郎→同村甚兵衛
（包紙上書）「売切証文　卯十二月　庄村
紋次郎」　覚2通同封

2-115 売渡申田畑之事 文久元年□月 1通 古地村常蔵→酒津村甚兵衛 虫損
2-116 〔名寄帳〕 未詳 1冊 下道郡尾崎村

2-117 返し手形之事 安政5年12月 1通
酒津村甚兵衛古地村太郎左衛
門 虫損

2-118 覚 辰5月 1通 小西繁八郎→岡野屋甚兵衛 （包紙上書）「書附　壱通」　虫損
2-119 売渡申畑之事 文久元年8月 2通 酒津村伝吉→同村甚兵衛 （包紙上書）「売渡し証文〇　伝吉」

2-120 売渡申畑証文之事 明治3年12月 1通 子位庄村多吉→酒津村甚兵衛
（包紙上書）「明治四年　証文一通入　西子
位庄村　多吉」　覚・メモ書各1通同封

2-121 売渡申畑証文之事 嘉永7年12月 1通 酒津村源左衛門→同村房太郎
（包紙上書）「嘉永七甲寅年　川入〇　畑売
切証文壱通　村ノ源左ヱ門」　覚1通同封

2-122 質入申田地証文之事 安政5年12月 1通 沖村惣介→酒津村甚兵衛

（包紙上書）「安政六年未十二月　質地証文
壱通　三貫六百六拾五匁流地　沖村　宗
助」

2-123 〔証文類〕 　 1括り
2-123-1～12紐一括り　紐破損　ＳＩＬティッ
シュで括る

2-123-1 万延元庚申御年貢納通 万延元年 1枚 庄屋〇平

2-123-2 記 明治9年1月18日 1通
質物受取について　渋江村木村
専一→石井吉平

2-123-3 〔断簡〕 未詳 1枚 ＳＩＬティッシュで包む

2-123-4 証 明治14年1月1日 1通
小田村片山仲三郎→酒津守屋
甚三郎

（包紙上書）「小田　仲三郎　侍史　書」　紐
で括られている

2-123-5 売渡申畑之事 嘉永4年12月 1通 酒津村久米吉→同村伝吉

2-123-6 耕地差返之証 明治12年4月18日 1通
酒津村岡本孝三郎→同村守屋
甚三郎

2-123-7 以書付御願申上候 弘化4年10月 1通
窪屋郡酒津村甚兵衛→窪屋郡
子位庄村名主五一兵衛

2-123-8 地券状預り証 明治11年2月13日 1通
下道郡箭田村妹尾完次郎→窪
屋郡酒津村守屋甚三郎

2-123-9 〔仮手形〕 明治13年2月29日 1通 朽木忠次郎ヵ→守屋甚三郎
（封筒上書）「仮手形壱通　浅田屋　忠次
郎」

2-123-10 借用申証文事 安政5年正月 1通
川入村庄右衛門ヵ・亀五郎→酒
津村甚兵衛

2-123-11 覚 11月26日 1通 喜左衛門ヵ→房太郎
2-123-12 覚 午11月 1通 児嶋ヵ→岡野屋

2-124 証券 明細26年1月26日 1通
備中国下道郡薗村江尻重蔵→
窪屋郡中洲村守屋甚三郎

2-125 〔家移り書付〕 未詳 1通 ＳＩＬティッシュで包む

2-126 売渡シ申畑之事 安政4年12月 1通
田之上村粂蔵→酒津岡の屋甚
兵 包紙上書あり　覚2通同封

2-127 借用申金子之事 文久元年12月1日 1通
倉敷今の屋弥平次→酒津村甚
兵衛

（包紙上書）「酉十二月十四日　手形壱通
今の屋　弥平次」　虫損

2-128 永代売渡し耕地証券 明治15年4月29日 1通
窪屋郡子位庄村中村伝十郎→
同郡酒津村守屋甚三郎 （包紙上書）「耕地永代売渡し証券」

2-129 差入申一札之事 安政6年3月 1通
酒津村勝太郎→取扱人同村武
右衛門

（包紙上書）「安政五午十一月　売切証文
小作証文　酒津本村　勝太郎」　覚2通同封

2-130 〔守屋親父宛板屋弥兵衛書状〕 21日 1通 粂蔵借用金受取のこと
2-131 〔証文類〕 　 1括り 2-131-1～4紐一括り
2-131-1 売渡申田畑証文之事 嘉永7年5月 1通 酒津村粂吉→酒津村甚兵衛
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2-131-2 質入申畑証文之事 嘉永4年12月 1通 酒津村粂吉→右村甚兵衛
2-131-3 売渡し申田地証文之事 嘉永7年5月 1通 酒津村粂吉→酒津村甚兵衛
2-131-4 売渡申畑証文之事 嘉永7年5月 1通 酒津村粂吉→酒津村甚兵衛 包紙あり
2-132 〔証文類〕 　 1包 2-132-1～21一包　ＳＩＬティッシュで括る
2-132-1 記 8月1日 1通 板屋純次→岡野屋甚兵衛 包紙あり
2-132-2 割手形証書 明治11年6月 1通 守屋甚三郎→大橋喜平 虫損
2-132-3 金子割手形之事 明治7年11月 1通 守屋甚三郎→大橋喜平
2-132-4 記 明治8年3月31日 1通 守屋甚三郎→安〇保 下書
2-132-5 〔妹尾完二郎宛守屋甚三郎書状〕 8月8日 1通 金談のこと

2-132-6 記 8月12日 1通
岡田三宅留三郎外3名→酒津村
守屋甚三郎

2-132-7 記 明治12年8月 1通 守屋甚三郎→瀬崎清次郎ヵ 下書　虫損
2-132-8 記 明治12年9月1日 1通 守屋甚三郎→大橋喜平 下書

2-132-9 記 明治10年8月〇日 1通
酒津守屋甚三郎→天キ朽木忠
次郎

2-132-10 金子預り証文之事 明治4年2月ヵ 1通
酒津守屋甚三郎→天城朽木忠
次郎

2-132-11 〔酒津村岡野屋宛同所湯吞処書状〕 5月27日 1通 堅炭購入について
2-132-12 金子利子割手形之事 明治9年12月 1通 守屋甚三郎→大橋喜平 付紙あり
2-132-13 記 明治9年8月 1通 和栗○○→差出人なし

2-132-14 記 明治9年○月2日 1通
酒津村守屋甚三郎→倉敷村大
橋喜平

2-132-15 記 7月3日 1通 守屋甚三郎→大橋喜平 下書
2-132-16 〔書付〕 子4月13日 1通 金800円引当
2-132-17 記 未詳 1通 小作人忠蔵・虎吉分

2-132-18 預り金証文之事 明治8年1月 1通
酒津村守屋甚三郎→片島村中
原俊輔

2-132-19 〔守屋甚三郎宛羽〇純次書状〕 未詳 1通 証券引受について
2-132-20 覚 1月8日 1通 小野仲蔵→酒津守屋甚三郎
2-132-21 〔断簡〕 未詳 1纏め ＳＩＬティッシュで包む

2-133 借用申金子証文事 慶応2年11月 1通
子位庄村幸右衛門・清四郎→酒
津村甚兵衛

2-134 〔守屋甚三郎宛大熊伝造書状〕 11月10日 1通 200円借用願

2-135 証 明治10年7月21日 1通
浅口郡柳井原村横溝丈七→窪
屋郡酒津村守屋甚三郎 包紙あり　紐で括られている

2-136 覚 1月1日 1通 大福屋→岡野屋
2-137 〔守屋甚三郎宛斉藤達市書状〕 11月29日 1通 借金について
2-138 〔守屋甚三郎宛斉藤達市書状〕 3月16日 1通 借金について
2-139 覚 巳正月25日 1通 柿屋忠兵衛→和田昂ヵ
2-140 〔断簡（小作人預米書上）〕 未詳 2枚
2-141 〔断簡・紐〕 未詳 1纏め 纏めてＳＩＬティッシュで包む

2-142 〔証文類〕 　 1包 2-142-1～12一包　（包紙上書）「書抜文書」
2-142-1 〔守屋甚三郎宛三宅昌三郎外3名書状〕 8月12日 1通 借用金返金について
2-142-2 〔守屋甚三郎宛河田正定外1名書状〕 5月19日 1通 証書延引について
2-142-3 記 未詳 1通 宛名・差出人なし
2-142-4 証 明治10年10月1日 1通 守屋甚三郎→妹尾完次郎
2-142-5 記 寅11月 1通 守屋甚三郎→佐野・川田・徳田 下書
2-142-6 割手形之事 明治7年9月25日 1通 守屋甚三郎→高橋常太郎 虫損
2-142-7 金子割手形之事 明治7年9月24日 1通 守屋甚三郎→大橋喜平
2-142-8 記 未詳 1通 差出人なし→佐野義定外1名 下書
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2-142-9 〔守屋甚三郎宛徳田貞一郎書状〕 10月10日 1通 金子依頼について

2-142-10 〔守屋甚三郎宛三宅留三郎外2名書状〕 8月26日 1通 借用金お渡しのこと
（封筒上書）「酒津　守屋甚三郎様　池田惣
蔵　徳田和正　要用金子添」

2-142-11 〔江口千代太宛徳田和正・川田正道書状〕 4月22日 1通
守屋甚三郎の借用金書替証文
並利金を持参

（包紙上書）「倉子城　江口千代太様　川辺
徳田和正　河田正道」

2-142-12 〔空封筒〕 未詳 1枚

2-143 〔受取書〕 　 1包
2-143-1～10一包　（包紙上書）「貸付割手
形加入券　受取書入」

2-143-1 記 明治16年1月11日 1通 大橋喜平→守屋甚三郎
2-143-2 記 明治16年11月9日 1通 〇〇藤太→守屋甚三郎
2-143-3 記 明治15年11月14日 1通 若林寿次→守屋甚三郎
2-143-4 〔守屋甚三郎宛守屋竹四郎書状〕 3月30日 1通 修要社掛金差出のこと
2-143-5 記 明治16年1月3日 1通 西〇→本守屋
2-143-6 記 明治16年1月10日 1通 原田広四郎→守屋甚三郎
2-143-7 記 明治15年12月31日 1通 原田広四郎→守屋甚三郎
2-143-8 記 明治11年1月2日 1通 原田広四郎→守屋大兄
2-143-9 記 明治14年1月8日 1通 大橋喜平→守屋甚三郎
2-143-10 記 明治16年1月17日 1通 原田広四郎→守屋甚三郎

2-144 売渡申田地之事 明治2年12月 1通
田之上村久太郎→酒津村甚兵
衛

（包紙上書）「明治二年己十二月　田売渡証
文壱通　田之上　久太郎入」　覚2通同封
紐で括られている

2-145 定約書 未詳 1通 耕地・薮について 下書
2-146 〔守屋親父様宛板谷弥兵衛書状〕 11月27日 1通 取次銀につき
2-147 〔岡野屋甚兵衛宛大福屋辰二郎書状〕 12月7日 1通 200両の引当につき
2-148 〔元守屋宛祢屋七郎平書状〕 6月27日 1通 隣家金入用につき
2-149 〔守屋甚三郎宛斎藤達治郎書状〕 10月2日 1通 書替証書につき
2-150 〔守屋房太郎宛板谷済吉書状〕 11月19日 1通 金子増方につき
2-151 〔守屋甚三郎宛しけや岸蔵書状〕 明治12年1月22日 1通 金子証書につき
2-152 〔弥兵衛宛帰一書状〕 7月19日 1通 借用につき
2-153 〔岡野屋甚兵衛宛雲州宮迫文市書状〕 12月19日 1通 荒苧積下しにつき
2-154 〔岡野屋甚兵衛宛岩畑権六書状〕 12月15日 1通 あらそにつき
2-155 〔岡野屋甚兵衛宛雲州清水屋信助書状〕 12月15日 1通 あらそ荷物につき
2-156 覚 未詳 1通 荒苧代、清水屋信助
2-157 〔岡野屋甚兵衛宛岩畑屋権六書状〕 酉12月14日 1通 権六は、あらそ取引き年番

2-158 荒苧為替金手形之事 文久元年酉12月 1通

金75両、雲州清水屋信助、同国
荒苧取引岩畑屋権六→備中酒
津村甚兵衛

2-159 〔願書〕 未詳 1通
荒苧荷物の支配、御用炭・割木
の件など

2-160 〔守屋甚三郎宛大福屋要太郎・達二郎書状〕 4月1日 1通 証書の件
2-161 〔守屋甚三郎宛斎藤達次郎書状〕 11月2日 1通 借用金書替につき
2-162 〔守屋伯父宛板谷弥兵衛書状〕 11月26日 1通 綿の作舞につき

2-163 以書付御願申候 卯7月 1通

質地受け取りにつき差縺れ、酒
津村甚兵衛→倉敷年寄大橋平
右衛門

2-164 口上 8月19日 1通 常太郎→甚兵衛
2-165 〔守屋甚三郎宛しけや妹尾岸蔵書状〕 9月30日 1通 金子の件
2-166 〔守屋宛しけや書状〕 未詳 1通 利子につき
2-167 後証 明治15年6月30日 1通 金受取り

2-168 〔子位庄村治作地所関係書類〕 慶応2年～明治2年 1括り 年貢米受取通、畑売渡証文など
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2-169 〔児島輝太郎地所関係書類〕 明治15～16年 1括り

2-170 記 明治11年4月5日 1通

大熊伝蔵取次にて軽部村辻へ
借入、軽部村副戸長江口峰治
→守屋甚三郎

2-171 回章 5月27日 1通
快気祝い案内、守屋甚三郎→窪
津大紀ほか13名

2-172 〔木村光太郎・木山精一宛守屋甚三郎書状〕 5月27日 1通
2-173 当御年貢米請取通 慶応元年 1通 子位庄村名主延助→平次郎

2-174 差入申一札之事 安政5年12月 1通
堺谷福西屋源五郎→酒津岡野
屋甚兵衛

2-175 記 亥4月 1通 元岡野屋、丁子代など
2-176 〔伊勢守殿御沙汰〕 丑10月 1通 異国船渡来につき

2-177 〔本分家紛議等関係書類〕 明治11年 1括り
岡山高田福太郎・天城尾原屋茂
平書状など

2-178 〔断簡等〕 未詳 1括り

3-1 〔諸書類〕 　 1括り
3-1-1～29紐一括り　紐破損　ＳＩＬティッシュ
で括る

3-1-1 借用証券 明治27年12月4日 1通
岡山市小橋町守屋虎太郎→中
洲村守屋甚三郎

（封筒上書）「酒津　守屋親父様　〇〇要
件」　（封筒裏書）「小橋町　守屋虎太郎」
記1通同封

3-1-2 記 明治28年2月12日 1通
岡山小橋町陶器商守屋虎太郎
→酒津本家

3-1-3 〔書状類〕 1袋

3-1-3-1～4一袋　（封筒上書）「酒津村　元
守屋様」　（封筒裏書）「岡山市小橋町　守
屋虎太郎」

3-1-3-1 〔親父宛守屋虎太郎書状〕 明治27年8月25日 1通
差支えの金子はこちらで都合を
つける

3-1-3-2 記 明治27年8月25日 1通 岡山小橋町守虎→守屋本家

3-1-3-3 〔守屋甚三郎宛守屋虎太郎ハガキ〕 明治27年8月25日 1通
受取書の米4俵は3俵の間違い
とのこと

3-1-3-4 記 明治27年8月25日 1通
岡山小橋町守屋虎太郎→守屋
本家

3-1-4 証 明治28年2月13日 1通
岡山市小橋町守屋虎太郎→中
洲村守屋甚三郎

3-1-5 金受取ノ証 明治27年2月9日 1通 守屋虎太郎→本家守屋

3-1-6 記 明治27年4月5日 1通
岡山小橋町陶器商守屋虎太郎
→守屋本家

3-1-7 記 明治27年6月22日 1通
岡山小橋町陶器商守屋虎太郎
→守屋本家

3-1-8 記 明治27年1月6日 1通
岡山小橋町陶器商守屋虎太郎
→元守屋

3-1-9 記 明治 1通
岡山小橋町陶器商守屋虎太郎
→元守屋

3-1-10 記 6月25日 1通 守屋虎太郎→元守屋

3-1-11 記 明治26年2月27日 1通
岡山小橋町守屋虎太郎→守屋
本家

3-1-12 記 明治26年4月4日 1通
岡山小橋町陶器商守屋虎太郎
→元家

3-1-13 記 明治26年2月 1通
岡山小橋町守屋虎太郎→酒津
村本家
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3-1-14 記 1月14日 1通 守屋虎太郎→本家守屋

（封筒上書）「（朱書）「一月十四日〇受取
入」　守屋御父上様」　（封筒裏書）「壱人分
第一月十四日」

3-1-15 〔断簡ヵ〕 未詳 3枚
3-1-16 〔書付〕 未詳 1枚
3-1-17 記 未詳 1通 宛名・差出人なし
3-1-18 〔覚〕 未詳 1通 宛名・差出人なし
3-1-19 〔出納簿〕 （明治23～25年ヵ） 1冊
3-1-20 〔断簡〕 未詳 1枚
3-1-21 記 明治26年2月22日 1通 守屋虎太郎→守屋本家
3-1-22 〔氏名書付〕 未詳 1枚
3-1-23 〔面積・地価書付〕 未詳 1枚
3-1-24 記 明治24年12月17日 1通 守屋虎太郎→守屋甚三郎
3-1-25 〔記〕 未詳 1通 佐木屋敬次郎→守屋
3-1-26 記 未詳 1通 鎌田○○→守屋
3-1-27 〔書付〕 未詳 1枚

3-1-28 記 明治25年3月9日 1通
岡山小橋町守屋虎太郎→酒津
村守屋甚三郎

3-1-29 記 明治28年2月10日 1通
岡山小橋町陶器商守屋虎太郎
→守屋本家

3-2 〔屋敷図面ヵ〕 未詳 1枚 破損甚大　ＳＩＬティッシュで包む
3-3 〔絵図〕 未詳 1枚 糊がはがれている　ＳＩＬティッシュで包む
3-4 〔屋敷図面ヵ〕 （明治25年ヵ） 1枚 新聞（明治25年3月17日）で包まれている
3-5 〔預ヶ米取立帳〕 （明治20年度ヵ） 1冊
3-6 明治二十三年度預ヶ米取立帳 （明治22～25年度ヵ） 1綴
3-7 明治二十四年度預ヶ米取立帳 明治24年度 1冊 ＳＩＬティッシュで包む
3-8 明治二十五年度預ヶ米取立帳 明治25年度 1冊
3-9 明治二十六年度預ヶ米受取帳 明治26年度 1冊
3-10 〔小作米取立帳〕 明治26年 1冊

3-11
明治廿三年度　小作米代金受取簿　葦高村大字田之上
板谷○○○様　中洲村大字酒津　守屋虎太郎 明治23年度 1冊

3-12 〔記〕 明治27年度分 1枚 断簡ヵ
3-13 〔保証責任玉野塩業組合出資証券〕 昭和18年11月1日 1枚

3-14 満洲電信電話株式会社株券 昭和8年11月28日 1袋

領収書あり　（封筒上書）「岡山県都窪郡中
洲村大字酒津　守屋文治殿」　（封筒裏書）
「東京市麹町丸ノ内ビルディング四八六区
満洲電信電話株式会社　東京出張所」　封
筒破損　ＳＩＬティッシュで包む

3-15 南満洲鉄道株式会社株券 未詳 1纏め 領収書あり　ＳＩＬティッシュで括る
3-16 満洲重工業開発株式会社乙種株券 昭和13年 1纏め ＳＩＬティッシュで括る
3-17 満洲重工業開発株式会社丙種株券 昭和17年 1纏め ＳＩＬティッシュで括る
3-18 満洲伝業株式会社株券 昭和13・16年 1纏め 領収書あり　ＳＩＬティッシュで括る
3-19 明治弐拾歳丁亥一月吉日　田畑預米取立帳　弐番 明治20年1月吉日 1冊 （裏書）「大福入　守屋甚三郎」
3-20 明治三拾弐歳己亥一月吉日　田畑預米取立帳 明治32年1月吉日 1冊 （裏書）「大福入　守屋甚三郎」
3-21 明治三拾弐歳己亥一月吉日　田畑預米取立帳　弐番 明治32年1月吉日 1冊 （裏書）「大福入　守屋甚三郎」
3-22 明治三十三歳庚子一月吉日田畑預米取立帳 明治33年1月吉日 1冊 （裏書）「大福入　守屋甚三郎」
3-23 明治三十八歳乙巳一月吉日　田畑預米取立帳 明治38年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」
3-24 明治四十三歳庚戌一月吉日　田畑預米取立帳 明治43年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり
3-25 明治四十四歳辛亥一月吉日　田畑預米取立帳 明治44年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」
3-26 明治四十五歳壬子一月吉日　田畑預米取立帳 明治45年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」
3-27 大正二歳癸丑一月吉日　田畑預米取立帳 大正2年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」
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3-28 大正四歳乙卯一月吉日　田畑預米取立帳 大正4年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり
3-29 大正二歳三月吉日　出納簿　五 大正3年3月吉日 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり
3-30 大正九年三月一日　出納簿　六 大正9年3月1日 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり
4-1 備中国下道郡八代村地図　全 未詳 1枚 糊がはがれている　ＳＩＬティッシュで包む
4-2 大正元年拾弐月　御通　大正土地建物株式会社御中 大正元年12月 1冊
4-3 昭和六年辛戌八月吉日　買物判取帳 昭和6年8月吉日 1冊 （裏書）「元守屋」
4-4 岡山県種蓄場一覧 明治42年2月28日 1冊 破損　ＳＩＬティッシュで包む
4-5 岡山県種蓄場事業報告　第六回 明治43年10月3日 1冊

4-6
修訂　近世植物学教科書　理学士大波忠太郎著　東京開
誠館蔵版 明治45年2月23日 1冊

4-7
修正新編　日本地理教科書　文学士中目覚著　東京三省
堂発兌 大正元年12月25日 1冊

4-8
改訂　中等国語読本　巻二　落合直文編　森林太郎　萩野
由之補 大正2年12月8日 1冊

4-9 重修中学漢文読本筆記　第一学年一組　河本一郎 未詳 1冊 ＳＩＬティッシュで包む
4-10 昭和二十年六月二十九日　日誌　一　守屋 昭和20年6月29日 1冊 ＳＩＬティッシュで包む　挟み込み文書あり
4-11 第廿九号　予約証　守屋殿 （29～31年） 1冊

4-12
（第三十四回）　明治三十七年度上半期営業報告　山陽鉄
道株式会社 明治37年度 1冊

4-13
（明治三十七年九月三十日現在）　株主人名録　山陽鉄道
株式会社 明治37年9月30日 1冊

4-14
第二〇号　大正十年度前期及追加県税戸数割賦課等級
議案及説明書並ニ参考書　窪屋郡中洲村 大正10年度 1冊

4-15
第四二号　大正拾年度後期県税営業税中商業税税区賦
課等級議案及説明書並参考書　窪屋郡中洲村 大正10年度 1冊

4-16
第四三号　大正拾年度後期県税営業税中業商業税賦課
等級議案及説明書並参考書　窪屋郡中洲村 大正10年度 1冊

4-17
第四四号　一、中洲村常設委員一名欠員ニ付後任者選挙
ノ件 大正10年3月10日提出 1綴

4-18 朕府県税戸数割規則ヲ裁許シ茲ニ之ヲ交付セシム 大正10年10月10日 1綴

内閣総理大臣原敬　大蔵大臣
子爵高橋是清　内務大臣床次
竹二郎

4-19
〔中洲村大字中島字西紺屋不用道路敷魚代下付ヲ受ケ接
続地主斉藤竹市外二人へ魚代譲与ノ件ほか〕 大正10年10月22日提出 1綴

4-20 内務省令第二号　府県税戸数割規則施行細則 大正11年10月21日 1綴
内務大臣床次竹二郎　大蔵大
臣子爵高橋是清

4-21 〔財産表・事務報告・中洲村歳入出予算ほか〕 大正11年2月22日 1綴

4-22
〔官有財産管理規則第十弐条〇償譲与並に官有地特別
処分規則第三条魚代下付出願方諮問の件ほか〕 大正11年3月15日 2枚

4-23

第十四号　一、本村官有溝渠合反別八町三反三畝弐拾八
歩弐合同溜池壱町八畝拾八歩、堤塘参反壱畝拾弐歩、砂
留敷砂留場壱町四反弐拾四歩ヲ官有特別処分規則ニ依
り魚代下付出願ノ件 大正11年3月22日提出 1枚

4-24
〔中洲村大字水江字福江町村道長拾弐間の間変更の件
ほか〕 大正11年7月24日提出 1綴

4-25
第十八号　一、本村大字酒津新海主一ヨリ本村教育費ノ
内ヘ金参拾円寄附ノ件 大正11年6月13日提出 1枚

4-26
第二〇号　大正拾壱年度前期県税営業税中商業税々区
賦課等級議案及説明書並参考書　窪屋郡中洲村 大正11年度 1冊

4-27
第二一号　大正拾壱年度前期県税営業税中行商業税賦
課等級議案及説明書並参考書　窪屋郡中洲村 大正11年度 1冊
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4-28
第一九号　大正拾壱年度岡山県都窪郡中洲村歳入出第
一次追加予算 大正11年6月13日提出 1綴

4-29 戸数割賦課資料土地ニ対スル所得額算出表 （大正10年度ヵ） 1綴
4-30 〔有限責任水江信用購買販売組合出資証券〕 大正6年4月1日 1枚
4-31 満洲重工業開発株式会社乙種株券 昭和13年9月1日 2枚 封筒入り　ＳＩＬティッシュで包む

4-32 満洲電信電話株式会社株券 昭和15年11月1日 1袋
封筒破損　ＳＩＬティッシュで包む　受領証あ
り

4-33 〔諸書類〕 　 1括り 4-33-1～4紐一括り

4-33-1 定約書 明治29年6月30日 1通
窪屋郡中洲村守屋甚三郎→浅
口郡甲内村中原俊輔 下書

4-33-2 委任状 明治29年7月2日 1通
備中国窪屋郡中洲村守屋甚三
郎

4-33-3 記 明治29年7月4日 1通 守屋甚三郎→中原俊輔 下書

4-33-4 〔買取地書上ヵ〕 明治20年8月15日 1通
窪屋郡酒津村守屋甚三郎→浅
口郡片島村中原俊輔

4-34 〔証文類〕 1包
4-34-1～3一包　（包紙上書）「安政二卯年
証文　壱通　辰三月書替　沖村　利左衛門」

4-34-1 質入申田地之事 未詳 1通
沖村利左衛門外1名→酒津村甚
兵衛

4-34-2 小作証文之事 明治9年2月15日 1通
安江村白神彦次郎外1名→酒津
村守屋甚三郎

4-34-3 覚 午10月□月 1通 証人弥兵衛→酒津村甚兵衛 虫損
4-35 〔証文類〕 1括り 4-35-1～3紐一括り　ＳＩＬティッシュで括る
4-35-1 耕地書入証券 明治12年1月15日 1通 酒津村三宅染次→三宅弥平太
4-35-2 〔借用証文ほか〕 未詳 1括り 紐で括られている
4-35-3 〔三嶋平郎宛守屋甚三郎書状〕 明治29年5月30日 1通 金書換について

4-36 〔証文類〕 1袋

4-36-1～15一袋　（袋上書）「明治廿四年度
小作人借用証文入　外ニ書類共入」　袋破
損　ＳＩＬティッシュで包む

4-36-1 〔小作証文ほか〕 （明治） 1括り 紐で括られている
4-36-2 〔証文類〕 1括り 4-35-1～20紐一括り

4-36-2-1 借用金証書 明治18年2月14日 1通
富久村鳥越兵次郎→酒津守屋
甚三郎

4-36-2-2 小作米弐金借用証 明治9年1月4日 1通 篠塚徳八→酒津村守屋甚三郎

4-36-2-3 小作税不納金借用証券 明治18年6月1日 1通
子位庄村小玉耕作→酒津村守
屋甚三郎

4-36-2-4 借用金之証 明治20年10月23日 1通
窪屋郡酒津村原田豊太郎→同
郡同村守屋甚三郎

4-36-2-5 年賦金之証 明治19年5月12日 1通
窪屋郡富久村鳥越兵次郎→酒
津村守屋甚三郎

4-36-2-6 金借用証 明治18年 1通
窪屋郡富久村鳥越兵次郎ヵ→
窪屋郡酒津村守屋甚三郎

4-36-2-7 借地証券 明治19年6月 1通
窪屋郡富久村堀久太郎→窪屋
郡酒津村守屋甚三郎

4-36-2-8 小作税未納金借用証券 明治18年7月4日 1通
窪屋郡子位庄村篠塚徳八→同
郡酒津村守屋甚三郎

4-36-2-9 金借用証 明治18年3月19日 1通
大橋留次郎→酒津村守屋甚三
郎

4-36-2-
10 借用金証 明治18年2月12日 1通 酒津村三宅石松→守屋甚三郎
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4-36-2-
11 金借用証 明治18年2月14日 1通

窪屋郡子位庄村川本鹿蔵→窪
屋郡酒津村守屋甚三郎

4-36-2-
12 金借用証 明治18年3月17日 1通

岡本文四郎→酒津村守屋甚三
郎

4-36-2-
13 金借用証 明治18年2月14日 1通

近藤千代吉→酒津村守屋甚三
郎

4-36-2-
14 金借用証 明治18年2月14日 1通

酒津村原田伊太郎→酒津村守
屋甚三郎

4-36-2-
15 金借用証 明治19年9月 1通

酒津村梶谷文十郎→同村守屋
甚三郎 帯封あり

4-36-2-
16 金子借用証 明治18年 1通

子位庄村川崎幸吉→酒津村守
屋甚三郎

4-36-2-
17 金借用証 明治18年2月14日 1通

子位庄村川崎其小郎→酒津村
守屋甚三郎

4-36-2-
18 記 明治19年4月4日 2通

4-36-2-
19 記 明治18年5月13日 1通 岡本文四郎→酒津守屋甚三郎

4-36-2-
20 借家之証 明治19年6月10日 1通

堀久太郎→窪屋郡酒津村守屋
甚三郎

4-36-3 〔借用金書上ヵ〕 未詳 1通

4-36-4 耕地書入金子借用証之事 明治11年1月 1通
窪屋郡酒津村都志保太郎→同
郡同村三宅弥平太

4-36-5 小作米代金借用証 明治23年2月 1通 甲内村中塚時助→守屋甚三郎
4-36-6 小作米代金借用証 明治22年2月30日 1通 中洲村石井出吉→守屋文治

4-36-7 金借用証券 明治23年2月 1通
窪屋郡大市村渡辺広造→同郡
中洲村守谷甚三郎

4-36-8 小作米代金借用証 明治23年2月 1通
甲市村中原卯平太→守屋甚三
郎

4-36-9 小作米代金借用証 明治23年2月3日 1通
浅口郡甲内村宇野幸吉→守屋
甚三郎

4-36-10 記 未詳 1通 平松坂太郎ヵ→守屋
4-36-11 小作米代金借用証 明治23年2月16日 1通 梶谷桂蔵→守屋甚三郎

4-36-12 小作預り米代金借用証 明治22年2月17日 1通
鳥越周次郎→酒津村守屋甚三
郎

4-36-13 〔証文類〕 1括り 4-36-13-1～4紐一括り
4-36-13-
1 金借用証券 明治23年2月16日 1通

下道郡薗村河田仙五郎→窪津
郡中洲村守屋甚三郎

4-36-13-
2 金借用証券 明治22年2月14日 1通

下道郡薗村三海伊平→窪屋郡
中洲村守屋甚三郎

4-36-13-
3 金借用証券 明治22年2月10日 1通

諏訪甚四郎→窪屋郡中洲村守
屋甚三郎

4-36-13-
4 出精証之之事 明治23年2月16日 1通

下道郡薗村河田仙五郎→窪屋
郡中洲村守屋甚三郎

4-36-14 金借用之証 明治25年2月17日 1通
中洲村守谷松五郎→同村守屋
甚三郎 帯封あり

4-36-15 記 2月10日 1通 生水与十郎→守屋

4-37
昭和二十二年十二月五日　営業報告決算　利益勘定書
塩田 昭和22年12月5日 1通

4-38 黒田大熊氏保証証　差入之証 大正13年12月30日 1通
窪屋郡清音村大熊栄太外2名→
窪屋郡中洲村守屋文治
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4-39 〔箭田村塩尻伴左衛門債券関係書類〕 （明治45年） 1袋

（封筒上書）「窪屋郡中洲村大字酒津　守屋
文治殿　（朱書）「内容証明」」　（封筒裏書）
「吉備郡箭田村　塩尻伴左衛門」　袋破損
ＳＩＬティッシュで包む

4-40 年賦証書 明治42年3月29日 1通 三宅為郎→守屋文治
4-41 〔岩城吉真津書状〕 大正14年6月10日 1通 是水について 宛名なし

4-42 金借用証 明治44年1月16日 1通
吉備郡薗村三海藤蔵→窪屋郡
中洲村守屋文治

4-43 金借用連帯証券 明治37年1月30日 1通
蛭田芳三郎外5名→窪屋郡中洲
村守屋文治

4-44 金借用証 明治39年5月29日 1通 三宅弥平次→守屋文治

4-45
守屋房太郎殿　日歩貯金通帳　株式会社富士銀行倉敷支
店　昭和二十二年三月二日迄預入確約ス 昭和22年3月2日 1冊

4-46 〔守屋文治宛横田藤七書状〕 7年10月26日 1通 天城劇場跡売却について

（封筒上書）「窪屋郡中洲村大字酒津　守屋
文治様　御親展」　（封筒裏書）「同郡常盤
村中原　横田藤七　十月弐拾六日」

4-47 〔井上克巳債券関係書類〕 （大正2年3月） 1袋

4-48
定期積立証書　株式会社岡山合同貯蓄銀行倉敷支店　平
松力殿 大正2年6月4日 1通

4-49 支払命令送達通知書 昭和3年2月25日 1通
玉島区裁判所裁判所書記植田
○○郎→守屋文治

領収書同封　（封筒上書）「窪屋郡中洲村酒
津　守屋文治様」　（封筒裏書）「岡山県浅
口郡玉島町　岡崎護三郎　昭和三年二月
二八日」

4-50 金借用証書 昭和2年5月31日 1通 平松力→守屋
4-51 金借用之証書 大正10年8月16日 1通 田中主計→宛名なし

4-52 年賦金借用証 明治36年5月15日 1通
都窪郡大高村平松藤次郎→中
洲村守屋文治

4-53 大正三年六月十四日　藤原鶴次郎　証人契約 大正2年6月14日 1通
窪屋郡倉敷町藤原鶴次郎→守
屋文治

4-54 〔有限責任水江信用購買販売組合定款・承諾書〕 （大正4年1月） 1通
4-55 〔唄〕 未詳 1枚

4-56 大正八年十月十日　三万円　金借用証書一通　守谷繁夫 大正8年10月10日 1通
窪屋郡中洲村守谷繁夫→守屋
文治

4-57 〔金子借用証〕 明治37年12月14日 1通
都窪郡大高村大橋荒太郎→守
屋文治 封筒破損　ＳＩＬティッシュで包む

4-58 金子借用証 大正元年12月2日 1通
窪屋郡大高村原仁平→同郡中
洲村守屋文治 封筒破損　ＳＩＬティッシュで包む　添書あり

4-59 〔領収書〕 昭和3年5月29日 1通 岡崎護三郎→守屋文治
4-60 〔領収書〕 （大正13～14年） 1括り 東酒津青年団→守屋文治 紐で括られている
4-61 金借用証書 大正5年5月26日 1通 中本直太郎→守屋文治
4-62 金借用之証書 明治42年2月26日 1通 岡本南次郎→守屋文治

4-63 金借用証書 大正6年2月12日 1通
窪屋郡中洲村武野幾太郎→守
屋文治

4-64 年賦金借用証書 明治37年6月 1通
窪屋郡大高村平松善七郎→守
屋文治

4-65 契約書 明治44年6月30日 1通 三溝藤蔵→守屋文治

4-66 金借用連帯証券 明治41年12月30日 1通
吉備郡箭田村妹尾勘蔵外2名→
宛名なし

4-67 〔地所弐番抵当金賃借公正証書正本ほか〕 明治41年5月19日 1通
守屋文治・三宅道治・長尾秀実
→関川孝太郎

4-68 〔守屋宛田辺文左衛門書状〕 未詳 1通

22



　　　　倉敷市所蔵守屋家文書

4-69 大正七年九月十一日　横田藤七氏　天城屋敷手数料 大正7年9月11日 1通 常盤村横田藤七→守屋文治

4-70 金借用之証 明治38年7月11日 1通
窪屋郡中洲村白神岩吉・白神梅
吉→同所守屋文治 証同封

4-71 〔守屋文治宛岡崎護三郎書状〕 昭和3年5月17日 1通 配当要求書

（封筒上書）「窪屋郡中洲村酒津　守屋文治
様」　（封筒裏書）「岡山県浅口郡玉島町
岡崎護三郎　昭和三年五月十七日」

4-72 金借用証書 明治39年5月17日 1通 守谷伴三郎→守屋文治

4-73 〔守屋文二宛岡山能楽保存会書状〕 明治39年12月4日 1通
後楽園能楽堂で開催される本会
秋期能楽の案内・プログラム

（封筒上書）「窪屋郡中洲村字酒津　守屋文
二殿」　（封筒裏書）「岡山能楽保存会」

4-74 平松利三郎地所交換書類 （大正11年12月28日） 1袋
4-75 〔守屋文治宛観世元規・元業書状〕 大正7年5月 1通 後継者三男栄の改名について

4-76
〔南満鉄道株式会社・中国鉄道株式会社預り証ほか（大橋
銀行）〕 大正9年5月26日 1通

（封筒上書）「大正九年五月廿六日　大橋銀
行　南満　中鉄預り証」　（封筒裏書）「岡山
県倉敷町　株式会社倉敷大橋銀行」

4-77 金借用之証 明治35年7月18日 1通 宮本友次郎→守屋文次

4-78 定期積金証書 昭和2年6月1日 1枚

株式会社岡山合同貯蓄銀行倉
敷支店支店長井上惣太郎→平
松一男

4-79 〔守屋文治宛太田安二書状〕 明治39年12月10日 1通 倉敷銀行退職につき

（封筒上書）「窪屋郡東酒津　守屋文治様」
（封筒裏書）「倉敷町宮の坂　太田安二　三
十九年十二月十日」

4-80 〔守屋甚三郎宛中原道承書状〕 10月19日 1通 来訪のお礼

（封筒上書）「中洲村酒津　守屋甚三郎様
親展書」　（封筒裏書）「甲内村字片しま　中
原道承」

4-81 〔守屋文治宛原豊三郎書状〕 9月6日 1通 原仁平負債の件

（封筒上書）「窪屋郡中洲村字酒津　守屋文
治様　親展」　（封筒裏書）「都窪郡大高村
大字安江　原豊三郎　九月六日投ス」

4-82 〔平松志津について〕 未詳 1通 領収証が挟まれている

4-83 質入申田地証文之事 明治4年12月 1通
沖村関口孝四郎・関口大治郎→
酒津村守屋甚三郎

（包紙上書）「質入諸文之事　壱通　沖村
〇次郎」　小作証文同封

4-84 質入申田畑証文之事 安政5年12月 1通 沖村帰一→酒津村甚兵衛 虫損
4-85 質入申田畑証文之事 安政5年12月ヵ 1通 沖村帰一→酒津村甚兵衛 虫損甚大
4-86 質入申田地証文之事 安政3年12月 1通 沖村栄助→酒津村甚兵衛 虫損甚大

4-87 株式御払込申込収字次通知書 昭和29年9月3日 1通
株式会社富士銀行倉敷支店→
守屋研

4-88 〔空封筒・白紙・雛形ほか〕 未詳 1纏め 纏めてＳＩＬティッシュで包む

5-1 〔証文類〕 　 1括り
5－1－1～6紐一括り　（包紙上書）「慶応四
年辰二月十日○○　買入　清七郎」

5-1-1 譲渡田地証文之事 明治元年11月 1通
古地村多郎左衛門→酒津村甚
兵衛

（包紙上書）「夘辰十二月〇入　手形壱通
古地村　濱三郎」

5-1-2 小作手形之事 慶応3年12月 1通 古地村濱三郎→酒津村甚兵衛
5-1-3 壱ヶ年切売渡田地之事 慶応2年12月 1通 古地村清七郎→酒津村甚兵衛
5-1-4 〔小作米書上ヵ〕 未詳 1通
5-1-5 差入申一札之事 慶応4年2月7日 1通 古地村清七郎→酒津甚兵衛
5-1-6 小作手形之事 慶応3年12月 1通 古地村清七郎→酒津村甚兵衛

5－2 明治参拾歳丁酉一月吉日　田畑預米取立帳 明治30年1月吉日 1冊
（裏書）「大福入　守屋甚三郎」　挟み込み
文書あり

5－3 明治参拾歳丁酉一月吉日　田畑預米取立帳　弐番 明治30年1月吉日 1冊
（裏書）「大福入　守屋甚三郎」　挟み込み
文書あり

5－4 明治参拾壱歳戊戌一月吉日　田畑預米取立帳 明治31年1月吉日 1冊
（裏書）「大福入　守屋甚三郎」　挟み込み
文書あり
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5－5 明治弐拾弐歳己丑一月吉日　田畑預米取立帳　壱番 明治22年1月吉日 1冊 （裏書）「大福入　守屋甚三郎」　虫損

5－6 明治三十三歳庚子一月吉日　田畑預米取立帳 明治33年1月吉日 1冊
（裏書）「大福入　守屋甚三郎」　挟み込み
文書あり

5－7 明治三十四歳辛己一月吉日　田畑預米取立帳 明治34年1月吉日 1冊
（裏書）「大福入　守屋氏」　挟み込み文書あ
り

5－8 明治三拾五歳壬寅一月吉日　田畑預米取立帳 明治35年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり
5－9 明治三十六歳甲卯一月吉日　田畑預米取立帳 明治36年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」
5－10 明治三十七歳甲辰一月吉日　田畑預米取立帳 明治37年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」
5－11 明治三十七歳甲辰一月吉日　田畑預米取立帳 明治37年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり
5－12 明治三十九歳丙午一月吉日　田畑預米取立帳 明治39年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」
5－13 明治三十九歳丙午一月吉日　田畑預米取立帳 明治39年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり

5－14
自大正十年　至大正十四年　第四号　八代　岡田　久代小
作米取立帳 大正10～14年 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり

5－15
自大正十年　至大正十四年　第二号　沖　笹沖　吉岡　中
島小作米取立帳 大正10～14年 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり

5－16 〔小作米取立帳ヵ〕 大正12～昭和3年 1冊 表紙なし　挟み込み文書あり

5－17
自大正十五年　至昭和五年　第四号　八代　久代　岡田小
作米取立帳 大正15～昭和5年 1冊

（裏書）「守屋」　挟み込み文書あり　ＳＩＬ
ティッシュで括る

5－18
自昭和元年　至昭和五年　第二号　沖　笹沖　吉岡小作米
取立帳 昭和元～5年 1冊

（裏書）「守屋」　挟み込み文書あり　ＳＩＬ
ティッシュで括る

5－19
自昭和拾壱年　至昭和拾五年　第三号　八代　久代　岡田
小作米取立帳 昭和11～15年 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり

5－20 昭和拾壱年度　中島小作米取立帖　酒津地主守屋 昭和11年度 1冊
5－21 〔御登極紀念児童文庫設立規則ほか〕 未詳 3枚 ＳＩＬティッシュで包む
6-1 〔高橋鉄砲店広告〕 昭和2年 1枚

6-2 〔守屋文治宛観世元規書状〕 明治39年5月 1通 観世流太鼓習事明細表・誓約書

（封筒上書）「岡山県都窪郡中洲村大字酒
津　守屋文治様　親展」　（封筒裏書）「東京
府下淀橋町角筈新町弐丁目百四拾七番地
観世元規　九月廿四日発」

6-3 〔守屋文治宛観世元継・観世元業書状〕 大正13年1月15日 1通 第15代世家元後継者について

（封筒上書）「岡山県都窪郡中洲村大字酒
津　守屋文治殿」　（封筒裏書）「岡山県児
島郡宇野町字藤井　観世元継　東京府下
淀橋町角筈一四七　観世元業　大正十三
年一月」

6-4 〔守屋文治宛観世元規書状〕 3月18日 1通 能楽協会主意書並規約

（封筒上書）「岡山県都窪郡中洲村大字酒
津　守屋文治様　親展」　（封筒裏書）「東京
府下淀橋町角筈新町二丁目百四拾七番地
観世元規　三月十八日発」

6-5 〔守屋文治宛観世元規書状〕 4月2日 1通 平山氏入門について

（封筒上書）「岡山県都窪郡中洲村大字酒
津　守屋文治殿　新展」　（封筒裏書）「東京
府下淀橋町角筈新町二丁目百四拾七番地
観世元規　四月二日発」

6-6 〔守屋文治宛観世元規書状〕 10月2日 1通 石橋連獅子について

（封筒上書）「岡山県都窪郡中洲村大字酒
津　守屋文治殿　新展」　（封筒裏書）「東京
府下淀橋町角筈新町二丁目百四拾七番地
観世元規　十月二日投函」

6-7 〔守屋文治宛観世元規書状〕 12月28日 1通 神楽について

（封筒上書）「岡山県都窪郡中洲村大字酒
津　守屋文治様　拝復」　（封筒裏書）「東京
府下淀橋町角筈新町二丁目百四拾七番地
観世元規　十二月廿は知日発」
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6-8 〔守屋文治宛松村隆司書状〕 9年10月28日 1通 能の演目について

（封筒上書）「岡山県倉敷都窪郡中洲村大
字酒津　守谷文治様」　（封筒裏書）「東京
小石川区水道端一丁目六十八　松村隆司」
封筒破損　ＳＩＬティッシュで包む

6-9 〔守屋文治宛松村隆司書状〕 13年4月9日 1通 能の演目について

（封筒上書）「岡山県都窪郡中洲村大字酒
津　守屋文治殿」　（封筒裏書）「小石川区
水道端一丁目六十八　松村隆司」

6-10 辞世 未詳 1枚 和歌　へのし庵自然
6-11 〔下書〕 未詳 1枚 能の演目
6-12 〔空封筒〕 未詳 2枚 ＳＩＬティッシュで包む
6-13 森田流獅子之譜　秘書可禁披見事 明治44年11月22日 1冊
6-14 〔謡曲〕 未詳 1冊

6-15
文部省調査　師範学校　中学校作法教授要項　東京大阪
宝文館蔵版 大正2年4月20日 1冊

6-16
中学動物教科書　安東伊三次郎著　東京宝文館光風館蔵
版 大正元年12月16日 1冊 破損　ＳＩＬティッシュで包む

6-17 昭和中学　重宝日誌 昭和6年 1冊 帳簿 挟み込み文書あり　ＳＩＬティッシュで包む
6-18 竹生島 明治41年2月11日 1冊 観世清廉
6-19 安達原　解説参考読本　第二集五 明治45年3月28日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-20 殺生石　解説参考読本　第二巻第五集ノ五 大正2年4月15日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-21 羅生門　解説参考読本　第八集五 明治45年3月28日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-22 紅葉狩　解説参考読本　第三集五 明治44年11月5日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-23 西行桜　解説参考読本　第十集四 明治45年6月23日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-24 雲林院　解説参考読本　第十一集四 大正元年9月22日 1冊 観世流改訂本刊行会 ＳＩＬティッシュで包む
6-25 三輪　解説参考読本　第十一集位置 大正元年9月22日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-26 猩々　解説参考読本　第四集五 明治45年3月28日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-27 八嶋　解説参考読本　第二集二 明治45年3月28日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-28 養老　解説参考読本　第八集一 明治45年3月28日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-29 蝉丸　解説参考読本　第二巻第五集ノ四 大正2年4月15日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-30 蘆刈　解説参考読本　第五集一 明治45年2月14日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-31 桜川　解説参考読本　第九集四 明治45年5月20日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-32 鳥追舟　解説参考読本　第二巻第四集ノ四 大正2年2月22日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-33 弓八幡　解説参考読本　第三巻第二集ノ一 大正3年9月2日 1冊 観世流改訂本刊行会 挟み込み文書あり
6-34 二人静　解説参考読本　第六集四 明治45年3月28日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-35 角田川　解説参考読本　第二巻第一集ノ四 大正元年11月13日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-36 夜討曽我 明治26年3月29日 1冊 観世清〇
6-37 弱法師　解説参考読本　第七集四 明治45年3月28日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-38 小鍛冶　解説参考読本　第七集五 明治45年3月28日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-39 住吉詣　解説参考読本　第三巻第四集ノ三 大正4年7月22日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-40 土蜘蛛　解説参考読本　第二巻第二集五 大正元年11月13日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-41 融　解説参考読本　第五集三 明治45年2月14日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-42 七騎落　解説参考読本　第二巻第十二集ノ一 大正3年5月20日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-43 遊行柳　解説参考読本　第二巻第十集ノ三 大正3年2月28日 1冊 観世流改訂本刊行会 挟み込み文書あり
6-44 善知鳥　解説参考読本　第三巻第十二集ノ二 大正3年4月30日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-45 咸陽宮　解説参考読本　第二巻第十二集ノ五 大正3年5月20日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-46 通小町　解説参考読本　第四集四 明治45年3月28日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-47 雲雀山　解説参考読本　第十集五 明治45年6月23日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-48 水無月祓　解説参考読本　第三巻第二集ノ四 大正3年9月2日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-49 俊成忠度　解説参考読本　第二巻第五集ノ一 大正2年4月15日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-50 藍染川　解説参考読本　三巻第一集四 大正3年7月22日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-51 富士太鼓　解説参考読本　第十二集五 大正元年9月22日 1冊 観世流改訂本刊行会
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6-52 夜討曽我　解説参考読本　第八集二 明治45年3月28日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-53 高野物狂　解説参考読本　第三巻第六集之三 大正4年10月15日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-54 大仏供養　解説参考読本　第二巻第四集ノ一 大正2年2月22日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-55 砧　解説参考読本　第三巻第五集ノ四 大正4年10月15日 1冊 観世流改訂本刊行会
6-56 碁経衆妙　却之部　攻之部　二 未詳 1冊 ＳＩＬティッシュで包む

6-57
碁経衆妙　盤之部　追落之部　夾之部　続之部　断之部
征之部　三 未詳 1冊 ＳＩＬティッシュで包む

6-58 四部備要説明書　上海中華書局印行 未詳 1冊
6-59 大正三年略本暦 大正元年 1冊

6-60 ＮＯＴＥ－ＢＯＯＫ 未詳 1冊
「明治天皇御聖像」が挟まれている　表紙破
損　ＳＩＬティッシュで包む

6-61 〔箙ヵ〕 未詳 1冊
6-62 高砂 元禄6年正月 1冊
6-63 図解　仕舞教本　全 大正7年9月1日 1冊
6-64 〔成績一覧表ヵ〕 未詳 1冊
6-65 右大臣吉備公伝纂釈　全 明治35年3月10日 1冊
6-66 あま　鞍馬天狗　〇家　蝉丸　猩々 享保3年9月吉日 1冊 ＳＩＬティッシュで包む
6-67 〇謡 明治31年11月28日 1冊
6-68 皷滝　水無月祓　陀羅尼落葉　菊慈童　厳島 元禄3年6月 1冊
6-69 氷室　夜討曽我　輪蔵　感陽宮　大会 元禄3年6月 1冊
6-70 能楽　第五巻第十号 明治40年9月10日発行 1冊 破損　ＳＩＬティッシュで包む
6-71 能楽　第五巻第十三号 明治40年12月10日発行 1冊
6-72 太鼓頭附謡　上 未詳 1冊
6-73 太鼓頭附謡　下 貞享4年11月 1冊
6-74 太鼓頭附謡　〇 貞享4年11月 1冊
6-75 孟子　道春点　一 未詳 1冊
6-76 書式　扣 明治 1冊 （裏書）「守屋文治」

7-1 明治弐拾六歳癸巳一月吉日　算用帳 明治26年1月吉日 1冊
（裏書）「大福入　守屋甚三郎」　挟み込み
文書あり

7-2 明治弐拾弐七歳甲午一月吉日　算用帳 明治27年1月吉日 1冊
（裏書）「大福入　守屋甚三郎」　挟み込み
文書あり

7-3 明治弐拾〇歳乙未一月吉日　算用帳 明治28年1月吉日ヵ 1冊
（裏書）「大福入　守屋甚三郎」　挟み込み
文書あり

7-4 明治弐拾九歳丙申一月吉日　算用帳 明治29年1月吉日 1冊 （裏書）「大福入　守屋甚三郎」

7-5 明治参拾歳丁酉一月吉日　算用帳 明治30年1月吉日 1冊
（裏書）「大福入　守屋甚三郎」　挟み込み
文書あり

7-6 明治参拾一歳戊戌一月吉日　算用帳 明治31年1月吉日 1冊
（裏書）「大福入　守屋甚三郎」　挟み込み
文書あり

7-7 明治三十三歳庚子一月吉日　算用帳 明治33年1月吉日 1冊 （裏書）「大福入　守屋甚三郎」　白紙
7-8 明治三拾五歳壬寅一月吉日　田畑預米取立帳 明治35年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」
7-9 大正三歳甲寅一月吉日　田畑預米取立帳 大正3年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」
7-10 大正三歳甲寅一月吉日　田畑預米取立帳 大正3年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり

7-11
定款座　資本座　貸借合計座　貸借座　村益合計座　預座
出入座　守屋合名会社 大正4年6月18日設立 1冊 挟み込み文書あり　ＳＩＬティッシュで括る

7-12 昭和九年十一月一日　売買簿　八 昭和9年11月1日 1冊 （裏書）「守屋」
7-13 昭和九年十一月一日　銀行　納税簿　八 昭和9年11月1日 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり

7-14
自昭和六年　至昭和十年　酒津　子位庄　富久　中島　有
井　小作米取立帳　第一号 昭和6～10年 1冊

（裏書）「守屋」　挟み込み文書あり　ＳＩＬ
ティッシュで包む

7-15
自昭和拾壱年　至昭和拾五年迄　酒津　小位庄　富久　中
島　有井　小作米取立帳　第一号 昭和11～15年 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり
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7-16
昭和十六年十二月調査　名寄台帳　有井　神在　菅生　中
洲　久代　清音　倉敷　岡田　酒津本守屋 昭和16年12月 1冊

7-17 昭和十七年九月　貸借帳　守屋 昭和17年9月 1冊
8-1 広島県安芸国佐伯郡　厳島講社員之証 明治35年10月30日 1枚 守屋甚三郎

8-2 譲渡証 未詳 1通
家督相続　守屋甚三郎→守屋
文治 破損　ＳＩＬティッシュで包む

8-3 土地表示変更登記申請 大正8年10月10日 1通
守屋文治→玉島区裁判所倉敷
出張所

8-4 所有権保存登記申請書 大正11年1月20日 1通
守屋文治→玉島区裁判所倉敷
出張所

8-5 家督相続ニ因ル所有権移転登記申請書 昭和11年12月16日 1通
岡山市尾町小坂昭男→岡山区
裁判所

8-6 地目変更登記申請書 昭和11年12月16日 1通
岡山市尾町小坂昭男→岡山区
裁判所

8-7 譲渡証 明治33年5月31日 1通
家督相続　守屋甚三郎→守屋
文治

8-8 承諾証書 大正 1通 守屋文治→宛名なし
8-9 保証書 昭和9年2月10日 1通 登記について

8-10 土地所有権保存登記申請書 昭和3年12月26日 1通
岡山県上道郡西大寺町三浦保
太外1名→横浜区裁判所

8-11 委任状 大正 1枚 守屋文治
8-12 〔守屋宛藤野清書状〕 3月19日 1通 立木石代について

8-13 土地売買契約書 大正2年2月4日 1通
都窪郡常盤村横田安治外3名→
都窪郡大高村藤野清

8-14 土地売買契約書 大正2年3月13日 1通
都窪郡大高村藤野清・白神寿〇
→守屋文治

8-15 覚書 明治3年10月3日 1通
横浜土地について　村田新六・
広瀬真吉

8-16 手附金増収証 大正2年2月21日 1通
都窪郡常盤村横田安治・佐野文
吉→都窪郡大高村藤野清

8-17 境幽土地分割契約書 昭和3年12月26日 1通 村田新六・三浦保太→宛名なし

8-18 土地所有権登記申請書副本 大正8年7月15日 1通

東京市芝区高輪南町折田新六・
岡山県上道郡西大寺町山上初
次郎→横浜区裁判所 建物図面あり

8-19 地所及建物譲渡（所有権弐分之壱）証 大正8年8月15日 1冊

東京市芝区高輪南町折田新六
→岡山県上道郡西大寺町三浦
保太 ＳＩＬティッシュで包む

8-20 家督相続ニ付登記申請 明治33年11月8日 1通
都窪郡中洲村守屋文治→玉島
区裁判所

8-21 譲渡証 明治33年6月21日 1通

家督相続　都窪郡中洲村守屋
甚三郎→都窪郡中洲村守屋文
治

8-22 売渡証書 大正11年12月28日 1通
都窪郡中洲村平町和一郎→同
郡守屋文治

8-23 所有権保存登記申請書 昭和11年4月8日 1通
都窪郡中洲村守屋文治→玉島
区裁判所倉敷出張所

8-24 所有権保存登記申請書 明治44年6月12日 1通
都窪郡中洲村守屋文治→玉島
区裁判所倉敷出張所

8-25 証 明治35年8月18日 1通
岡山市小橋町守屋虎太郎→中
洲村守屋文治
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8-26 土地売渡之証書 明治31年3月28日 1通
都窪郡中洲村三宅弥平太→都
窪郡中洲村守屋文治

8-27 土地売渡証書 明治35年2月3日 1通
都窪郡中洲村三宅道治→同郡
同村守屋文治

8-28 記 明治35年10月7日 1通 白神〇左衛門→守屋文治
8-29 〔地価・面積ほか書上〕 未詳 1通

8-30 小作証券 大正3年5月 1通
吉備郡久代村山本治郎衛→都
窪郡中洲村守屋文治

8-31 小作証券 大正3年5月 1通
吉備郡久代村渡邉多五郎→都
窪郡中洲村守屋文治

8-32 小作証券 大正3年5月 1通
吉備郡久代村浅沼安太郎→都
窪郡中洲村守屋文治

8-33 小作証券 大正3年5月 1通
吉備郡久代村山本種造→都窪
郡中洲村守屋文治

8-34 小作証券 大正3年5月 1通
吉備郡久代村小野伝兵衛→都
窪郡中洲村守屋文治

8-35 小作証券 大正3年5月 1通
吉備郡久代村杉森勘吉→都窪
郡中洲村守屋文治

8-36 小作証券 大正3年5月 1通
吉備郡久代村三上菊助→都窪
郡中洲村守屋文治

8-37 小作証券 大正3年5月 1通
吉備郡久代村岡本亀太郎→都
窪郡中洲村守屋文治

8-38 小作証書 昭和5年5月 1通
久代村坪井春次郎→都窪郡中
洲村守屋文治

8-39 小作証書 昭和5年5月 1通
吉備郡久代村秋山弥一郎→都
窪郡中洲村守屋文治

8-40 小作証書 昭和5年5月 1通
吉備郡久代村浅野松三丞→都
窪郡中洲村守屋文治

8-41 小作証書 昭和5年5月 1通
吉備郡久代村杉森住治→都窪
郡中洲村守屋文治

8-42 小作証書 昭和5年5月 1通
吉備郡久代村杉森良市→都窪
郡中洲村守屋文治

8-43 小作証書 昭和5年5月 1通
吉備郡久代村岸本煕一→都窪
郡中洲村守屋文治

8-44 小作証書 昭和5年5月 1通
吉備郡久代村岸本八久造→都
窪郡中洲村守屋文治

8-45 小作証書 昭和5年5月 1通
小野芳吉→都窪郡中洲村守屋
文治

8-46 小作証券 大正3年5月 1通
吉備郡久代村山本治平→都窪
郡中洲村守屋文治

8-47 小作証券 大正3年5月 1通
吉備郡久代村山本治郎吉→都
窪郡中洲村守屋文治

8-48 売渡証書 大正元年12月10日 1通
都窪郡倉敷町岸田松次郎→同
郡中洲村守屋文治

8-49 第十八回定時株主総会招集御通知 昭和30年6月8日 1枚 鐘淵紡績株式会社
8-50 〔土地売買契約書・同意書・誓約書〕 昭和44年3月28日 1通 倉敷市酒津守屋駒外5名

8-51 領収書 昭和44年4月30日 3枚

倉敷市酒津兼高岩市・武野宝
市・守屋千鶴→（亡）守屋文治相
続人
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8-52 不動産契約書 昭和41年10月 1通

買主東京都港区矢崎総業株式
会社矢崎貞美　売主倉敷市酒
津守屋駒 委任状あり

8-53 売渡証書 昭和2年3月10日 1通
都窪郡清音村大熊嘉三郎→都
窪郡中洲村守屋文治

8-54 出資証券 昭和18年11月1日 1通
保証責任玉野塩業組合組合長
青井仁→守屋文治

8-55
特別当座預金通帳　株式会社安田銀行倉敷支店　守屋文
治殿 （昭和4～5年） 1冊

8-56 債券消滅証 大正15年6月17日 1通

岡山市弓之町株式会社岡山県
農工銀行取締役頭取藤原元太
郎

8-57 不動産抵当年賦償還金 大正12年7月13日 1通

都窪郡倉敷町吉本誠一→岡山
市弓之町株式会社岡山県農工
銀行取締役頭取岡田磐

8-58 契約書 大正3年2月14日 1通

都窪郡中洲村守屋文治・真如院
檀徒総代都窪郡中洲村梶谷紏・
都志太郎・三宅次平

8-59 土地売渡証書 明治42年2月20日 1通
岡山県都窪郡中洲村都志太郎
→同県同郡同村守屋文治 土地分筆登記申請書あり

8-60 登記簿抄本 大正15年5月11日 1通 都窪郡中洲村守屋甚三
8-61 計算書 未詳 1枚 地価・面積・氏名書上

8-62 土地分筆登記申請 明治41年2月28日 1通
都窪郡中洲村守屋文治→玉島
区裁判所倉敷出張所

8-63 〔守屋宛白神○○書状〕 3月1日 1通 土地分割登記について

8-64 領収書 昭和31年1月7日 1通
倉敷市昭和町司法書士後藤秋
太郎→守屋文治

8-65 売渡し証 大正15年4月14日 1通 倉敷町吉本誠一→守屋文治

8-66 売渡証書 昭和4年11月21日 1通
倉敷市西中新田高谷音次→都
窪郡中洲村守屋甚三

8-67 売渡証書 大正14年8月21日 1通
神戸市山田勝恵→都窪郡大高
村高谷音次

8-68 売渡証書 明治39年2月19日 1通
都窪郡倉敷町宇野銀三→同郡
中洲村守屋文治

8-69 所有権保存登記申請書 大正11年5月6日 1通
都窪郡中洲村守屋文治→玉島
区裁判所倉敷出張所

8-70 委任状 大正 1枚
8-71 計算書 昭和43年12月10日 1通 安田襄→守屋駒

8-72 地所売渡証券 明治30年6月21日 1通
窪津郡中洲村大橋瀬三郎→同
郡同村守屋甚三郎

8-73 売渡証書 大正15年4月17日 1通
都窪郡倉敷町吉本誠一→同郡
中洲村守屋文治

8-74 〔諸入費書上〕 未詳 1纏め ＳＩＬティッシュで括る

8-75 領収証書 昭和27～31年度 1纏め
清音村収入役脇本喜市→守屋
甚三 ＳＩＬティッシュで包む

8-76 〔税領収書ほか〕 （昭和15～30年ヵ） 1纏め ＳＩＬティッシュで包む
8-77 〔通帳類〕 　 1括り 8-77-1～6紐一括り
8-77-1 〔袋のみ〕 未詳 1枚 （袋上書）「預金通帳　富士銀行」

8-77-2 株式会社中国銀行倉敷支店　普通預金通帳　守屋文治殿 昭和24年4月7日～25年8月17日 1枚
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8-77-3 株式会社中国銀行倉敷支店　普通預金通帳　守屋文治殿 昭和22年10月10日～24年10月7日 1枚 破損　ＳＩＬティッシュで包む

8-77-4 普通貯金通帳　株式会社中国銀行倉敷支店　守屋春子殿 昭和21年10月 1枚 挟み込み文書あり

8-77-5 株式会社中国銀行倉敷支店　普通預金通帳　守屋文治殿 昭和10年1月31日～21年9月12日 1冊

8-77-6
保証責任倉敷市信用販売購買利用組合　当座預金通帳
守屋文治殿 昭和20年3月8日～21年2月28日 1冊 挟み込み文書あり

8-78 〔書状類〕 　 1括り 8-78-1～5紐一括り

8-78-1 〔守屋文治宛須崎克巳書状〕 昭和16年3月3日 1通
見能湾合同製塩工場建設資金
領収について

（封筒上書）「岡山市国富　守屋文治様」
（封筒裏書）「香川県坂出町〇園町　須崎克
巳　二月三日」

8-78-2 昭和十六年四月十二日　九千円前潟丸釜出資第一 昭和16年4月12日 1通 守屋文治宛青井仁ハガキ

8-78-3 〔守屋文治宛須崎克巳書状〕 昭和15年3月2日 1通 丸釜設備領収について

（封筒上書）「岡山市国富　守屋文治様」
（封筒裏書）「香川県坂出町　須崎克巳　三
月二日」

8-78-4 〔守屋文治宛宇野港土地株式会社書状〕 昭和18年10月18日 1通
保証責任玉野塩業組合第一回
出資資金領収について

（封筒上書）「岡山市国富一四番地　守屋文
治殿」　（封筒裏書）「岡山県玉野市宇野九
六七番地　宇野港土地株式会社」

8-78-5 〔守屋文治宛須崎克巳書状〕 昭和15年6月8日 1通
見能湾合同製塩工場建設資金
領収について

（封筒上書）「岡山市国富　守屋文治様」
（封筒裏書）「香川県坂出町　須崎克巳　六
月八日」

8-79 〔諸書類〕 　 1括り 8-79-1～12紐一括り　ＳＩＬティッシュで括る

8-79-1

大正元年九月弐拾四日　酒津字長尾山弐千十一番　山林
壱町三反七畝拾八歩　弐千七番　五反四畝廿七歩　代千
四万円　三宅道治 大正元年9月24日 1通

売渡証書　都窪郡中洲村三宅
道治→同所守屋文治

8-79-2 昭和十七年八月八日　長尾山登記　守屋漸名義ノ分書替 昭和17年8月8日 1通 売渡証書ほか
8-79-3 渡邉捨吉訴訟書類 （明治44年） 1袋

8-79-4 大正四年九月十日　梶谷廉平　売渡証　山林外 大正4年9月10日 1通
売渡証書　都窪郡中洲村梶谷
斎・梶谷廉平→同所守屋文治

8-79-5
大正弐年参月七日　酒津字長尾山二〇〇八番　山林三反
弐畝弐十七歩　代弐万九千円　武野源平 大正2年3月7日 1通

売渡証書ほか　都窪郡中洲村
武野弥次郎→同所守屋文治

8-79-6 守屋虎太郎良吉受取証 明治35年5月12日 1通 守屋虎太郎→守屋文治

8-79-7 〔守屋文治宛守屋虎太郎書状〕 7月29日 1通 送金手形のお礼

（封筒上書）「備中国窪津郡中洲村大字東
酒津　守屋文治様　貴下受取証在中」　（封
筒裏書）「岡山市大字小橋町　守屋虎太郎
拝　七月二十九日夕」

8-79-8 守屋勇吉　山買入 明治37年2月22日 1通
土地売渡之証　都窪郡中洲村
守屋勇吉→同郡同村守屋文治

8-79-9 守谷章太　山買入　大正十四年二月十六日 大正14年2月16日 1通
売渡証書　都窪郡中洲村守屋
清一→都窪郡中洲村守屋文治

8-79-10

大正三年十月十九日　山林　弐町弐畝拾弐歩　代六百四
十七円六十八銭　九円四十五銭登録税　拾七銭代書料委
任状　〆六百五十七円三十銭　守谷章太 大正3年5月3年10月19日 1通

売渡証書　都窪郡中洲村守谷
章太→都窪郡中洲村守屋文治

8-79-11
大正〇二年一月七日　酒津大谷奥　山林壱反三拾八歩
代百十四円　都志多郎 大正2年1月7日 1通

売渡証書　都窪郡中洲村都志
〇一→同所守屋文治

8-79-12
明治三十九年一月十七日買入　山林弐反三拾六歩　大谷
寿太治 明治39年1月17日 1通

売渡証書　都窪郡倉敷町大高
寿多治→同郡中洲村守屋文治

8-80 〔諸書類〕 　 1括り 8-80-1～9紐一括り　ＳＩＬティッシュで括る
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8-80-1 〔領収証書・メモ綴〕 （昭和10～11年） 1綴
8-80-2 〔領収証書・メモ綴〕 （昭和11～12年） 1綴

8-80-3
昭和十五年十月十五日　岸本寿一郎氏　納税貸金利子勘
定 昭和15年11月15日 1通

8-80-4
昭和八年六月十日　岸本寿一郎小作米其他納税勘定書
類　六十八円三十五銭渡 昭和8年6月10日 1通

8-80-5 領収証 （昭和13年5月11日） 4枚
久代村収入役渡邊織之助→守
屋文治

8-80-6 〔領収証書・メモ綴〕 （昭和13～14年） 1綴
8-80-7 記 昭和13年5月9日 1枚

8-80-8 領収証 （昭和12年） 1綴
久代村収入役渡邊織之助→守
屋文治

8-80-9 〔守屋文治宛岸本寿一郎書状〕 昭和11年8月19日 1通 久代村税領収証ほか

（封筒上書）「岡山市国富一四番地　守屋文
治様　親展」　（封筒裏書）「岡山県吉備郡
久代村　岸本壽一郎」

8-81 〔諸書類〕 　 1括り 8-81-1～14紐一括り

8-81-1 〔守屋文治宛田中喜郎書状〕 大正12年3月29日 1通
有井小作組合買物帳（懇話会
費）

（封筒上書）「都窪郡中洲村　守屋文治様
懇話会費」　（封筒裏書）「吉備郡有井村
田中喜郎　四月一日」

8-81-2 守屋文治氏書類 大正7年9月7日 1通 戸籍謄本ほか
（封筒裏書）「岡山市上之町九九　法学士
弁護士　特許弁護士　榎昌」

8-81-3 見積書　井上様 未詳 1冊

8-81-4 昭和十八年度保険領収書在中 昭和18年度 1通
（封筒裏書）「岡山県都窪郡中洲村大字酒
津　守屋房太郎」

8-81-5 第三種所得金額乙種資本利子金額決定通知書 大正15年8月24日 1通 倉敷税務署→守屋文治

8-81-6
昭和四年分第三種所得金額　営業純益金額　乙種資本利
子金額決定通知書 昭和4年5月22日 1通 倉敷税務署長→守屋文治

8-81-7 〔守屋文治宛楢原松三郎書状〕 10月23日 1通 訪問予定について

（封筒上書）「備中国窪屋郡中洲村　守屋文
治様」　（封筒裏書）「備後三原町　楢原松
三郎　十月廿三日」

8-81-8 〔守屋文治宛守屋寿恵書状〕 4月29日 1通 礼状

（封筒上書）「備中都窪郡中洲村字東酒津
元守屋文様　貴下」　（封筒裏書）「四月廿
九日　守屋寿恵ゟ」

8-81-9 山地山貸付書類 （大正元年10月21日） 1通 売渡証書・契約書ほか

8-81-10 〔守屋文治宛内務省大阪土木出張所書状〕 明治43年2月8日 1通
領収証（高梁川改修に係る買収
費）

（封筒上書）「窪屋郡中洲村大字酒津弐千
参百八拾九番地　守屋文治殿」　（封筒裏
書）「内務省大阪土木出張所」

8-81-11 〔守屋文治宛森安熊吉書状〕 大正5年11月27日 1通 土地売買の件
（封筒上書）「酒津　守屋文治様　親展御急
便」　（封筒裏書）「倉敷町　森安熊吉」

8-81-12 〔守屋文治宛楢原松三郎書状〕 10月29日 1通
土地売買に関する西備銀行融
資についてヵ

（封筒上書）「備中国窪屋郡中洲村　守屋文
治様　貴〇」　（封筒裏書）「備後三原町　楢
原松三郎　十月二十九日」

8-81-13 〔守屋文治宛関唯助書状〕 大正4年5月31日ヵ 1通 家族について

（封筒上書）「都窪郡中洲村大字酒津　守屋
文治様　親展」　（封筒裏書）「吉備郡大井
村　関唯助」

8-81-14 〔守屋文治宛福山準五郎書状〕 10月19日 1通 財産分割についてヵ

（封筒上書）「備中国窪屋郡酒津　守屋文治
様　親展」　（封筒裏書）「備後福山東町にて
倉田準五郎

8-82 〔諸書類〕 　 1括り 8-82-1～8紐一括り
8-82-1 株式会社中国銀行倉敷支店　普通預金通帳　守屋研殿 昭和23年7月12日～26年9月15日 1枚
8-82-2 〔空封筒〕 未詳 1枚
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8-82-3
登記大正四年六月二十二日　設立大正四年六月拾八日
守屋合名会社定款　弐千三百八拾四番地 大正4年6月22日 1通

8-82-4 〔メモ書（宮城県公債証書ほか）〕 未詳 2枚
8-82-5 〔空封筒〕 未詳 1枚
8-82-6 〔メモ〕 未詳 1枚

8-82-7
株式会社岡山合同貯蓄銀行倉敷支店　普通貯金通帳　梶
谷堅一郎　守屋文治様

（大正3年8月8日～昭和4年6月19
日） 1冊

8-82-8
〔株式会社中国銀行倉敷支店普通貯金通帳・預金利息計
算書〕 （昭和26年） 1袋 ＳＩＬティッシュで包む

8-83 〔諸書類〕 　 1括り 8-83-1～4紐一括り
8-83-1 〔領収証・約束手形ほか〕 （昭和11～13年） 1括り
8-83-2 〔領収証〕 （昭和18～19年） 1括り
8-83-3 〔所得金額・営業純益金額・営業純益金額決定通知書〕 （昭和16～19年分） 1括り
8-83-4 〔諸書類〕 　 1括り 8-83-4-1～7紐一括り
8-83-4-1 昭和七年度分　有井小作米上納書 昭和7年度 1通
8-83-4-2 有井上納書　昭和八年度 昭和8年度 1通
8-83-4-3 昭和九年度　小作米上納書在中 昭和9年度 1通
8-83-4-4 昭和十二年度有井小作米請取書 昭和12年度 1通
8-83-4-5 昭和十三年度有井小作米　小作組合上納書 昭和13年度 1通

8-83-4-6 〔守屋文治宛林住太郎書状〕 5月17日 1通 連帯小作証書
（封筒上書）「岡山市国富六〇前　守屋文治
様」　（封筒裏書）「吉備郡薗村　林住太郎」

8-83-4-7 〔守屋文治宛林住太郎書状〕 5月19日 1通
連帯小作証書　小作組合長〇
尾杉次郎ほか

（封筒上書）「岡山市国富六〇前　守屋文治
様」　（封筒裏書）「吉備郡薗村　林住太郎」

8-84
昭和十年九月三日　土地売渡証書　児島郡宇野町田井
藤原安五郎　見能湾塩田附属畑 昭和10年9月3日 1通

8-85 昭和二十八年五月一日　能勢太三郎契約　弐万一千円 昭和28年5月1日 1通 土地引渡しについて
8-86 大正五年二月二十四日　軽部横田養一土地売渡証 大正5年2月21日 1通 ＳＩＬティッシュで括る
8-87 有井地　中桐源助　売渡証書 大正5年ヵ 1通 ＳＩＬティッシュで括る

8-88
昭和二十八年八月二日　笹沖土地代小作料　丸山清助外
五人道路敷代　二万四千五百二十三円　西沢清志受取 昭和28年8月2日 1通

8-89 家督相続登記 明治34年1月24日 1通
都窪郡中洲村守屋文治→玉島
区裁判所倉敷出張所 ＳＩＬティッシュで括る

8-90 都志買入地売渡証 明治45年1月18日 1通
岡山県都窪郡中洲村都志太郎
→同町守屋文治 ＳＩＬティッシュで包む

8-91
明治三十九年二月十七日　子位庄　買入証文　祐安守屋
金太郎 明治39年2月17日 1通

都窪郡倉敷町小河原広次・都窪
郡菅生村守屋志津太郎→同郡
中洲村守屋文治

8-92 子位庄〇　梶谷芳之丞　証文　四十四年一月 明治44年1月12日 1通
都窪郡中洲村梶谷芳之丞→都
窪郡中洲村守屋文治

8-93
四十年一月廿七日　子位庄松ノ木　一反別三反三拾歩
代三百七十九円五十銭　子位庄中本坂太郎 明治40年1月27日 1通

都窪郡菅生村中本阪太郎→同
郡中洲村守屋文治

8-94 大正四年十二月三十日　三宅巳己三郎地所売渡証 大正4年12月30日 1通
吉備郡岡田村三宅己巳三郎→
都窪郡中洲村守屋文治 ＳＩＬティッシュで括る

8-95 祐安守屋金〇売渡証書 明治39年2月17日 1通
都窪郡菅生村守屋金治郎→同
郡中洲村守屋文治 ＳＩＬティッシュで包む

8-96 沖　赤堀調定勘定 昭和9年9月26日 1通

赤堀氏調定の地利米代金請求
倉敷町内田金衛→梶谷堅一郎・
守屋文治・大賀熊三郎
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8-97 久代村横田　宅地二十六坪　地所買受証文　山岡総二 大正3年4月10日 1通
吉備郡総社山岡総二→都窪郡
中洲村守屋文治

8-98 横田八代地売渡証文　外書抜 大正5年3月13日 1通
都窪郡常盤村横田養一→都窪
郡中洲村守屋文治 ＳＩＬティッシュで包む

8-99 大正四年七月十四日　中原貞四郎土地売渡証書 大正4年7月14日 1通 ＳＩＬティッシュで包む

8-100 土地所有権移転登記嘱託書 昭和11年3月4日 1通
吉備郡薗村長若林孝太郎→玉
島区裁判所箭田出張所

8-101 守屋虎太郎土地売渡証 明治36年5月18日 1通
都窪郡中洲村守屋虎太郎→同
所守屋文治

8-102
明治三十九年二月十二日　梶谷武雄薮売渡証書　代五百
六十五円 明治39年2月12日 1通

都窪郡中洲村梶谷武雄→都窪
郡中洲村守屋文治

8-103 神在、沖　自作農書式 昭和3年12月26日 1通 土地譲渡予約書

8-104 大西売渡証書 大正14年7月13日 1通
浅口郡玉野町大西千登世→都
窪郡中洲村守屋文治 ＳＩＬティッシュで括る

8-105 三宅璋平宅地 明治45年1月23日 1通

売渡証書〈兵庫県神戸市水澤郁
太郎→都窪郡中洲村守屋文治）
ほか ＳＩＬティッシュで括る

8-106 大正五年二月廿四日　土地売渡証　二反一〇二歩　軽部 大正5年2月24日 1通
都窪郡清音村藤井市太郎→都
窪郡中洲村守屋文治 ＳＩＬティッシュで包む

8-107 大正五年二月廿四日　久代　土地売渡証文　樋口常治 大正5年2月24日 1通
吉備郡久代村樋口常治→都窪
郡中洲村守屋文治

8-108 昭和四年五月　岡田地　三宅徳彦　弐十三坪　売渡証 昭和4年5月13日 1通
吉備郡岡田村三宅徳彦ほか→
都窪郡中洲村守屋文治

8-109
三九年十二月三日　弐町弐反四畝廿八歩　代三千四百八
〇五円四十一銭　妹尾完二郎 明治39年12月1日 1通

吉備郡箭田村妹尾完次郎→都
窪郡中洲村守屋文治

8-110 南鉄百株 昭和7年5月30日 1通 短期清算取引計算表

8-111 西酒津　池ノ内　田八拾三歩　梶谷芳ノ丞買入 明治38年3月28日 1通
都窪郡中洲村梶谷芳之丞→都
窪郡中洲村守屋文治

8-112 土地売渡証 大正4年12月29日 1通
吉備郡岡田村三宅己巳三郎→
都窪郡中洲村守屋文治 書状同封

8-113 〔守屋宛板谷堅一郎書状〕 大正11年3月2日 1通
財団法人酒津社倉寄附行為の
清書送付のこと

（封筒上書）「守屋様」　（封筒裏書）「板谷堅
一郎」

8-114 大正十二年　中島小溝地　中国水電売却　覚書 大正12年 1通
岡山市上西川町　中国水力電
気株式会社水島磯吉

8-115
中洲村酒津青江　一壱反弐拾六歩　代五百五円三十銭
三宅弥代蔵 大正元年12月24日 1通

都窪郡中洲村三宅弥代蔵→同
所守屋文治

8-116 売渡証書 明治39年2月14日 1通
都窪郡菅生村友森周三→同郡
中洲村守屋文治 封筒上書あり　記同封

8-117 土地売渡証書 大正5年2月24日 1通

3通あり（吉備郡久代村浅野九
左衛門・山本藤次郎・樋口才吉
→同郡中洲村守屋文治） 封筒上書あり　定約証・証同封

8-118 大正八月三日　大原交換地 大正元年8月3日 1通
都窪郡倉敷町大原孫三郎→都
窪郡中洲村守屋文治

8-119
昭和二十九年四月二日　富士銀吉永扱　倉紡六十株申込
保証金領収証 昭和29年4月2日 1通

倉敷市株式会社富士銀行倉敷
支店→守屋文治

8-120 〔市税滞納処分差押物件封標〕 昭和31年4月19日 1袋

8-121 土地売渡証券 明治39年11月29日 1通
吉備郡箭田村妹尾範一郎→都
窪郡中洲村守屋文治 封筒上書あり　受領証同封

8-122 納税領収証在中 昭和26～27年 1通 大阪銀行営業所御案内同封

8-123 売渡証　溝内富治　向ふ五ヶ年ノ○○証文渡ス 明治44年6月7日 1通
都窪郡菅生村溝内留治→都窪
郡中洲村守屋文治 契約書同封

33



　　　　倉敷市所蔵守屋家文書

8-124
大正八年十二月二十五日　久代地六畝十四歩　久代村三
五　中山照一 大正8年12月25日 1通

吉備郡久代村中山照一→都窪
郡中洲村守屋文治

8-125
三十九年三月十五日　菅生村子位庄字才之木八百九十
一番　一田壱反六畝七歩　大熊若松 明治39年3月15日 1通

都窪郡清音村大熊若松→同郡
中洲村守屋文治

8-126

昭和二十年五月　南満洲鉄道株式会社　帝国銀行岡山支
店扱　新株二千四百四十株申込証拠金三万五百円　同甚
三分五百七十五株　七千百八十七円五十銭 昭和20年5月 1通

南満洲鉄道株式会社新株申込
取扱所→守屋文治・守屋甚三

8-127 昭和四年十一月卅一日　高谷音吉売渡証書 明治4年11月31日 1通
記のみ（森田松太郎→酒津守屋
甚三）

8-128 山一証券田中氏扱　房太郎定期五十円 昭和21年5月14日 1通

約束手形（岡山市島村〇平・倉
敷市守屋房太郎→株式会社中
国銀行

8-129 岡軌三〇株重成名義書換ニ付山一ニ依託預り証 昭和24年3月31日 1通 岡山電気軌道株式について

8-130 土地売渡証書 大正3年1月10日 1通
吉備郡久代村湯浅虎二郎→都
窪郡中洲村守屋文治 封筒上書あり

8-131 南鉄配当不渡領収書 昭和20年6月2日 1通

8-132 〔守屋甚三郎宛大橋良平書状〕 12月17日 1通
この手紙が届き次第、山陽株代
金を銀行為換で送ってほしい

（封筒上書）「備中中洲村大字酒津　守屋甚
三郎様」　（封筒裏書）「大阪北浜四丁目心
斎橋筋　南与平治方　大橋良平　十二月十
七日」　株式書付同封

8-133 〔守屋甚三郎宛大橋貞次郎書状〕 12月22日 1通

過日はがきの件について尋ねた
が、その後発見したので送付の
こと

（封筒上書）「中洲村大字酒津　守屋甚三郎
様」　（封筒裏書）「倉敷銀行にて　大橋貞次
郎　十二月二十二日　　はがき（明治30年
12月13日）同封（山陽株買付の件）

8-134 〔守屋文治宛中山利三郎書状〕 大正5年1月 1通 有井家手付金の借用願
（封筒上書）「大正五年一月　有井家手付金
大工　中山清」

8-135 〔空封筒・印鑑・紐ほか〕 未詳 1纏め 纏めてＳＩＬティッシュで包む
9-1 〔諸書類〕 　 1包 9-1-1～38一包　ＳＩＬティッシュで包む
9-1-1 〔空封筒〕 未詳 1枚

9-1-2 土地所有権保存ニ付登記申請 明治36年5月18日 1通
都窪郡中洲村守屋甚三郎→玉
島区裁判所倉敷出張所

9-1-3 土地建物売渡証書 明治36年5月18日 1通
都窪郡中洲村守屋甚三郎→同
所守屋村

9-1-4 地所売渡証券 明治26年11月12日 1通

備中国下道郡箭田村須増治右
衛門→備中国窪屋郡中洲村守
屋甚三郎

9-1-5 地所売渡証 明治29年1月29日 1通
下道郡呉妹村徳田良一郎→都
窪郡中洲村守屋甚三郎

9-1-6 保証証 明治34年5月25日 1通
吉備郡岡田村塩尻光・井上栄→
玉島区裁判所岡田出張所

9-1-7 土地所有権保存ニ付登記申請副本 明治34年4月26日 1通
都窪郡中洲村守屋甚三郎→玉
島区裁判所岡田出張所

9-1-8 地所売渡証書 明治24年9月28日 1通
下道郡呉妹村徳田良一郎→備
中国窪屋郡中洲村守屋甚三郎

9-1-9 永代売渡証券之事 明治20年12月22日 1通

備中国下道郡箭田村蛭田音吉
→備中国窪屋郡酒津村守屋甚
三郎

9-1-10 〔断簡（登記関係）〕 明治34年5月25日 1枚

9-1-11 地所売渡証券 明治25年6月28日 1通

備中国下道郡箭田村須増治右
衛門→備中国窪屋郡中洲村守
屋甚三郎
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9-1-12 永代売渡証券 明治21年2月5日 1通

備中国下道郡箭田村土師保次
郎→備中国窪屋郡酒津村守屋
甚三郎

9-1-13 地所売渡証書 明治24年2月7日 1通

備中国下道郡箭田村岡喜三蔵
→備中国窪屋郡中洲村守屋甚
三郎

9-1-14 永代売渡田地証券 明治23年1月31日 1通

備中国下道郡箭田村岡喜三蔵
→備中国窪屋郡中洲村守屋甚
三郎

9-1-15 地所売渡証券 明治24年1月29日 1通

備中国下道郡箭田村小野怒以
→備中国窪屋郡中洲村守屋甚
三郎

9-1-16 地所売渡証券 明治24年1月29日 1通

備中国下道郡箭田村小野改治
→備中国窪屋郡中洲村守屋甚
三郎

9-1-17 地所売渡証券 明治24年1月29日 1通

備中国下道郡箭田村古谷千代
吉→備中国窪屋郡中洲村守屋
甚三郎

9-1-18 地所売渡証 明治24年9月28日 1通

備中国下道郡箭田村橋本鉄三
郎→備中国窪屋郡中洲村守屋
甚三郎

9-1-19 昭和七年度　中島小作米取立帳　酒津守屋 昭和7年度 1冊
9-1-20 大正十四年十二月写　地租名寄帳　大高村　酒津守屋 大正14年12月写 1冊

9-1-21
沖調定法　大正十五年三月九日提出　岡山家窪屋郡中洲
村大字酒津　守屋文治 大正15年3月9日 1冊 名寄帳ヵ

9-1-22 〔守屋文治宛長谷川盛三書状〕 5月21日 1通
免因保護授産場設立のため協
力願

（封筒上書）「岡山県都窪郡中洲村　守屋文
治殿　至急」　（封筒裏書）「〇正会主任　長
谷川盛三拝　五月廿一日」

9-1-23
沖調定法　大正十四年十一月提出　岡山家窪屋郡中洲村
大字酒津　守屋文治 大正14年11月 1冊 名寄帳ヵ

9-1-24 菅生村 未詳 1冊 地租名寄帳
9-1-25 〔守屋宛岸本書状〕 5年4月20日 1通 税金の入金願

9-1-26 小作証券（土地賃貸借） 大正3年 1通
吉備郡久代村小西音吉→窪屋
郡中洲村守屋文治

9-1-27 小作証券（土地賃貸借） 大正3年5月 1通
吉備郡久代村橋本魁→窪屋郡
中洲村守屋文治

9-1-28 小作証券（土地賃貸借） 大正3年5月 1通
吉備郡久代村荒木勘助→窪屋
郡中洲村守屋文治

9-1-29 小作証券（土地賃貸借） 大正3年5月 1通
吉備郡久代村山本淺太郎→窪
屋郡中洲村守屋文治

9-1-30 小作証券（土地賃貸借） 大正3年5月 1通
吉備郡久代村高田喜七→窪屋
郡中洲村守屋文治

9-1-31 小作証券（土地賃貸借） 大正3年5月 1通
吉備郡久代村山本国松→窪屋
郡中洲村守屋文治

9-1-32 小作証券（土地賃貸借） 大正3年5月 1通
吉備郡久代村渡邉寅蔵ヵ→窪
屋郡中洲村守屋文治

9-1-33 小作証書 大正5年5月 1通
吉備郡久代村樋口常治→都窪
郡中洲村守屋文治

9-1-34 小作証券（土地賃貸借） 大正3年5月 1通
吉備郡久代村白神梅松→窪屋
郡中洲村守屋文治

9-1-35 〔小作証書雛形〕 明治 5枚
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9-1-36 万寿村 未詳 1冊 地租名寄帳
9-1-37 証 昭和4年 3枚
9-1-38 〔刺繍〕 未詳 1枚 ＳＩＬティッシュで包む

9-2
明治二十年五月改　下道郡箭田村田畑名寄帳　窪屋郡酒
津村　守屋甚三郎 明治20年5月 1冊

9-3 明治参拾壱年　小作米受取帳 明治31年 1冊 （裏書）「元守屋」　挟み込み文書あり
9-4 明治参拾一年戊戌一月吉日　田畑預米取立帳　弐番 明治31年1月吉日 1冊 （裏書）「大福入　守屋甚三郎」
9-5 明治三十六歳癸卯一月吉日　田畑預米取立帳 明治36年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり
9-6 明治四拾歳丁未一月吉日　田畑預米取立帳 明治40年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり
9-7 明治四十歳丁未一月吉日　田畑預米取立帳 明治40年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり
9-8 明治四十一歳戊申一月吉日　田畑預米取立帳 明治41年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」
9-9 明治四十一歳戊申一月吉日　田畑預米取立帳 明治41年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」
9-10 明治四十二歳己酉一月吉日　田畑預米取立帳 明治42年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり
9-11 明治四十二歳己酉一月吉日　田畑預米取立帳 明治42年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり
9-12 明治四十三歳庚戌一月吉日　田畑預米取立帳 明治43年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」
9-13 明治四十四歳辛亥一月吉日　田畑預米取立帳 明治44年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり
9-14 明治四十五歳壬子一月吉日　田畑預米取立帳 明治45年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり
9-15 大正二歳癸丑一月吉日　田畑預米取立帳 大正2年1月吉日 1冊 （裏書）「守屋」　勘定帳が挟まれている

9-16
自大正五年　至大正九年　酒津　子位庄　富久　軽部　片
島　吉岡　預米取立帳　第一号 大正5～9年 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり

9-17
自大正五年　至大正九年　有井　岡田　預米取立帳　第三
号 大正5～9年 1冊

（裏書）「守屋」　挟み込み文書あり　紐で括
られている

9-18
自大正五年　至大正九年　八代　九代　預米取立帳　第四
号 大正5～9年 1冊 （裏書）「守屋」　挟み込み文書あり

9-19 昭和十年度以降　小作米請求帳 昭和10年度以降 1冊 挟み込み文書あり
9-20 昭和九年度　中島小作米取立帳　酒津　守屋 昭和9年度 1冊
9-21 昭和拾弐年度　中島小作米取立帳　酒津　守屋 昭和12年度 1冊 綴り紐破損

9-22 〔勘定帳綴］ 大正5年 1綴
財団法人倉敷大橋農業倉庫→
守屋文治

9-23 〔帳面〕 大正13年5月 1冊
9-24 大正五年度下半期辻割 大正5年度 1通

10-1
改訂中等国語読本詳解　東京辞書出版社編纂（第一学年
用）　東京辞書出版社蔵版　落合氏 大正4年1月5日 1冊 ＳＩＬティッシュで包む

10-2 戸籍法関係心得 明治32年2月上旬 1冊 表紙・裏表紙なし　ＳＩＬティッシュで包む

10-3
新撰地誌　巻之四　岡村増太郎編纂　文部省検定済　文
学社 明治20年 1冊 後半部分欠　ＳＩＬティッシュで包む

10-4 習字兼用　最新書翰文　全 大正9年5月20日 1冊 裏書あり
10-5 東北　解説参考読本　第二巻第三集ノ三 大正元年12月19日 1冊 観世流改訂本刊行会 虫損ヵ
10-6 重修中学漢文読本　巻一 大正2年1月28日 1冊 ＳＩＬティッシュで包む
10-7 巴　解説参考読本　第二巻第八集ノ一 大正2年11月22日 1冊 観世流改訂本刊行会
10-8 女郎花　解説参考読本　第二巻第七集ノ四 大正2年9月8日 1冊 観世流改訂本刊行会 虫損ヵ
10-9 白楽天　解説参考読本　第二巻第九集ノ一 大正2年11月22日 1冊 観世流改訂本刊行会
10-10 鶴　解説参考読本　第三巻第五集ノ二 大正4年10月15日 1冊 観世流改訂本刊行会
10-11 三井寺　解説参考読本　第一集三 明治45年2月14日 1冊 観世流改訂本刊行会 虫損ヵ
10-12 箙　解説参考読本　第七集二 明治45年3月28日 1冊 観世流改訂本刊行会 ＳＩＬティッシュで包む
10-13 〇作鷲　○○ 明治37年5月20日 1冊 観世清廉
10-14 杜若　解説参考読本　第十一集三 大正元年9月22日 1冊 観世流改訂本刊行会
10-15 放下僧　解説参考読本　第五集五 明治45年2月14日 1冊 観世流改訂本刊行会
10-16 楊貴妃　解説参考読本　第二集三 明治45年3月28日 1冊 観世流改訂本刊行会

10-17 代数学筆記　尋常中学校中　秋山先生口授 明治25年9月10日 1冊 　
（裏書）「明治廿五年九月十日作　守屋文
治」
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10-18 遷都紀念祭協賛会編纂　京都名所手引草 明治28年4月5日 1冊 　
10-19 ＡＢＣ　第一巻第七集 大正4年10月1日 1冊 　 ＳＩＬティッシュで包む
10-20 ［　　］　涙香女史訳述　探偵　完 明治28年12月20日 1冊 　

10-21
銃砲正価報告書　上　附取扱説明　横浜市本町二丁目二
十一番　銃砲火薬免許商　金丸謙次郎 未詳 1冊 　

10-22 新撰理科書　訂正四下　理学士高島藤次郎編纂 明治21年2月25日 1冊 　
10-23 日本相続法論　全　法学士牧野菊之助著　第三集 明治45年5月20日 1冊 　 虫損ヵ
10-24 吾妻女郎 明治25年10月11日 1冊 　
10-25 〔写本（第三編万国誌）〕 未詳 1冊 　
10-26 ＥＬＥＭＥＮＴＡＲＹ　ＧＥＯＭＥＴＲＹ　ＢＯＯＫＳ　Ｌ－Ｖ 明治23年9月 1冊 　

10-27

実用教育新撰百科全書　第壱編　官中顧問官正三位品川
弥次郎君題辞　元老院議官従四位中村正直君題辞　文官
普通試験委員添田寿一君序文　東京博文館蔵版 明治22年1月18日 1冊 　 ＳＩＬティッシュで包む

10-28

大正十一年十一月二十五日臨時発行（非売品）　学士会
月報（第四一七号ノ二）　学士会会員氏名録　学士会　事
務所東京市神田区錦町三丁目十四番地 大正11年11月25日 1冊 　

10-29 七月号　婦女界　一家経済号 大正7年7月1日 1冊 　 裏表紙なし　ＳＩＬティッシュで包む
10-30 改正音訓　易経　再刻語藤点　坤 未詳 1冊 　

10-31 南洋と産業 大正9年8月5日 1冊
写真集（原始林焼払状況・護膜
乾燥場・タピオカ製造工場ほか）

10-32 刑事訴訟法新論　全　法学士豊島直通著 明治39年5月23日 1冊 　
10-33 〔外国語ノート〕 未詳 1冊 　

10-34
日本行政法　上巻　東京帝国大学法科大学教授法学博士
美濃部達吉著　東京有斐閣書房　第三版 （明治42年9月1日） 1冊 　 裏表紙なし　ＳＩＬティッシュで包む

10-35 大正十二年日記　自由日記 大正12年 1冊 　 挟み込み文書あり
10-36 資本及収入論　全　大日本文明協会 大正2年2月1日 1冊 　
10-37 〔外国語ノート〕 未詳 1冊 　
10-38 赤と黄の夕暮 未詳 1冊 　
11-1 〔小作米取立帳〕 1括り 　 11-1-1～41紐一括り

11-1-1
明治弐拾弐年度沖村預ヶ米差引扣　明治弐拾参年四月
十三日　地主守屋甚三郎 明治23年4月13日 1冊 　 虫損　ＳＩＬティッシュで包む

11-1-2 明治廿三年十二月　沖村田畑小作米取立通　酒津守屋 明治23年12月 1冊 　 虫損
11-1-3 明治廿四年　沖村小作米取立扣　地主守屋 明治24年 1冊 　 虫損

11-1-4
明治廿五年度分　大市村大字沖田畑小作米取立帳　地主
守屋甚三郎 明治25年度 1冊 　 虫損

11-1-5 大内村大字沖　明治弐拾六年小作米取立帳　地主守屋 明治26年 1冊 　 虫損
11-1-6 大内村大字沖　明治弐拾七年小作米取立帖　地主守屋 明治27年 1冊 　 虫損
11-1-7 明治弐拾八年度分　沖村田畑小作米取立帳　地主守屋 明治28年度 1冊 　 虫損
11-1-8 明治弐拾九年度沖取立帖　地主守屋 明治29年度 1冊 　 虫損
11-1-9 明治三拾年度　小作米取立帳　地主守屋 明治30年度 1冊 　 虫損　ＳＩＬティッシュで包む
11-1-10 明治三十一年度　小作米取立帖　地主守屋 明治31年度 1冊 　 虫損
11-1-11 明治参拾壱年度分　田畑預ヶ米取立帳　守屋 明治31年度 1冊 　 虫損　紐破損　ＳＩＬティッシュで包む
11-1-12 明治三拾二年度　沖村田畑預米取立帳　地主守屋 明治32年度 1冊 　 虫損　ＳＩＬティッシュで包む
11-1-13 明治三十四年度　小作米取立帳　地主守屋 明治34年度 1冊 　 虫損
11-1-14 明治三十五年度　小作米取立帳　地主守屋 明治35年度 1冊 　
11-1-15 明治三十六年度分　沖村小作米取立帳　地主守屋 明治36年度 1冊 　 虫損　ＳＩＬティッシュで包む
11-1-16 明治三十七年度　沖小作米取立帳　地主守屋 明治37年度 1冊 　 虫損　紐破損　ＳＩＬティッシュで包む
11-1-17 明治三十八年度　沖小作米取立帳 明治38年度 1冊 　 （裏書）「守屋」　虫損
11-1-18 明治三十九年度　沖小作米取立帖 明治39年度 1冊 　 （裏書）「守屋」　虫損　ＳＩＬティッシュで包む
11-1-19 明治四拾年度　沖小作米取立帳 明治40年度 1冊 　 （裏書）「守屋」　虫損
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11-1-20 明治四十一年　沖小作米取立帳　守屋 明治41年 1冊 　 虫損
11-1-21 明治四十二年　沖小作米取立帖　守屋 明治42年 1冊 　 虫損
11-1-22 明治四十三年度　沖小作米取立帳　守屋 明治43年度 1冊 　 虫損
11-1-23 明治四十四年度　沖小作米取立帳　守屋 明治44年度 1冊 　 虫損　紐破損　ＳＩＬティッシュで包む
11-1-24 大正元年度　沖小作米取立帳　守屋 大正元年度 1冊 　 虫損
11-1-25 大正二年　沖小作米取立帳　守屋 大正2年 1冊 　 虫損
11-1-26 大正参年度　沖小作米取立帳　守屋 大正3年度 1冊 　 虫損
11-1-27 大正四年　沖小作米取立帳　守屋 大正4年 1冊 　 虫損　紐破損　ＳＩＬティッシュで包む
11-1-28 大正五年度　沖小作米取立帳　守屋 大正5年度 1冊 　
11-1-29 大正六年度　沖小作米取立帳　守屋 大正6年度 1冊 　
11-1-30 大正七年度　沖小作米取立帳　守屋 大正7年度 1冊 　
11-1-31 大正八年度　沖小作米取立帳　守屋 大正8年度 1冊 　
11-1-32 大正九年度　沖小作米取立帳　守屋 大正9年度 1冊 　
11-1-33 大正拾年度　沖小作米取立帳　守屋 大正10年度 1冊 　 付紙あり
11-1-34 大正十一年度　沖小作米取立帳　守屋 大正11年度 1冊 　
11-1-35 大正十二年度　沖小作米取立帳　守屋 大正12年度 1冊 　
11-1-36 大正十三年度　沖小作米取立帳　守屋 大正13年度 1冊 　
11-1-37 大正十四年度　沖小作米取立帳　守屋 大正14年 1冊 　
11-1-38 昭和弐年度　沖小作米取立帳　守屋 昭和2年度 1冊 　 付紙あり　ＳＩＬティッシュで包む
11-1-39 昭和参年度　沖小作米取立帳　酒津守屋 昭和3年度 1冊
11-1-40 昭和四年度　沖小作米取立帳　守屋 昭和4年度 1冊 　
11-1-41 〔小作米取立帳断簡〕 昭和4年度ヵ 1纏め 　 纏めてＳＩＬティッシュで包む
11-2 〔領収書綴〕 明治24年 1冊 守屋甚三郎→倉敷銀行
11-3 〔領収書綴〕 明治26年 1冊 差出人なし→倉敷銀行
11-4 〔領収書綴〕 明治27年 1冊 差出人なし→倉敷銀行
11-5 〔領収書綴〕 明治28～29年 1冊 差出人なし→倉敷銀行
11-6 〔領収書綴〕 明治30年 1冊 守屋甚三郎→倉敷銀行
11-7 〔領収書綴〕 明治30年 1冊 差出人なし→倉敷銀行
11-8 陰暦昭和拾七年正月元旦　上　一 昭和17年正月元旦 1冊 譲受目録 （裏書）「大福入　守屋房太郎」
11-9 内訳簿　納税　米売上　統計 昭和15～19年 1冊 挟み込み文書あり
11-10 雑用簿　出納簿 昭和16～19年 1冊 挟み込み文書あり

11-11
昭和九年七月実測　吉備郡薗村大字有井土地野取帳　第
一号　守屋家 昭和9年7月 1冊

11-12
昭和九年七月調　吉備郡薗村大字有井台帳反別実測反
別対照表　守屋家 昭和9年7月 1冊

11-13
昭和九年七月調　吉備郡薗村大字有井土地台帳写　守屋
家 昭和9年7月 1冊

11-14
昭和九年七月調　吉備郡薗村大字有井更正土地台帳　守
屋家 昭和9年7月 1冊

11-15
昭和九年七月実測　吉備郡薗村大字有井土地野取帳　第
二号　守屋家 昭和9年7月 1冊

12-1 〔通帳類〕 　 1括り 12-1-1～21紐一括り　ＳＩＬティッシュで括る

12-1-1
第一一三号　日歩普通貯金通帳　株式会社合同貯蓄銀行
倉敷支店　守屋文治様 大正11年 1冊

12-1-2 貯蓄預金通帳　株式会社中備銀行倉敷支店　守屋文治殿 大正4年10月30日 1冊

12-1-3 特別当座預金通帳　株式会社倉敷大橋銀行　守屋文治殿 大正13年1月9日 1冊

12-1-4 特別当座預金通帳　株式会社倉敷大橋銀行　守屋文治殿 大正9年7月20日 1冊
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12-1-5 特別当座預金通帳　株式会社倉敷大橋銀行　守屋文治殿 大正11年7月20日 1冊

12-1-6
小口当座預金通帳　株式会社中国銀行倉敷支店　守屋文
治殿 大正8年4月29日 1冊

12-1-7 特別当座預金通帳　株式会社倉敷大橋銀行　守屋文治殿 大正14年4月28日 1冊

12-1-8 特別当座預金通帳　株式会社倉敷大橋銀行　守屋文治殿 大正7年4月26日 1冊 朱書にて訂正あり

12-1-9 貯蓄預金通帳　株式会社中備銀行倉敷支店　守屋万亀殿 大正5年6月24日 1冊

12-1-10 特別当座預金通帳　株式会社倉敷大橋銀行　守屋文治殿 大正12年5月25日 1冊

12-1-11
特別当座預金通帳　株式会社山陽銀行岡山支店　守屋文
治 大正14～昭和2年 1冊

12-1-12
特別当座預金通帳　株式会社山陽銀行岡山支店　守屋文
治殿 大正15年9月14日 1冊

12-1-13
特別当座預金通帳　株式会社山陽銀行岡山支店　守屋文
治殿 昭和2年7月19日 1冊

12-1-14 貯蓄預金通帳　株式会社中備銀行倉敷支店　守屋甚三殿 大正8年1月13日 1冊

12-1-15
特別当座預金通帳　株式会社安田銀行倉敷支店　守屋文
治殿 昭和2年9月13日 1冊

12-1-16
特別当座預金通帳　株式会社安田銀行倉敷支店　守屋文
治殿 大正15年3月31日 1冊

12-1-17
特別当座預金通帳　株式会社安田銀行倉敷支店　守屋文
治殿 大正13年1月4日 1冊

12-1-18 特別当座預金通帳　株式会社倉敷大橋銀行　守屋文治殿 昭和2年2月10日 1冊

12-1-19 特別当座預金通帳　株式会社倉敷大橋銀行　守屋文治殿 大正10年9月1日 1冊

12-1-20 特別当座預金通帳　株式会社倉敷大橋銀行　守屋文治殿 大正10年 1冊

12-1-21 当座預金通帳　株式会社中備銀行倉敷支店　守屋文治殿 昭和3年5月5日 1冊

12-2 〔諸書類〕 　 1括り 12-2-1～14紐一括り　ＳＩＬティッシュで括る
12-2-1 〔納税関係書類〕 （明治45年ヵ） 1包 ＳＩＬティッシュで包む

12-2-2 〔書状類〕 　 1袋
12-2-2-1～5一袋　袋破損　ＳＩＬティッシュ
で包む

12-2-2-1 〔守屋文治宛妹尾盛親書状〕 大正１５年4月28日 1通 釣鐘（宮原氏）

（封筒上書）「倉敷町酒津　守屋文治殿　必
親展」　（封筒裏書）「岡山市内山下町　妹
尾盛親　四月二十八日提出」

12-2-2-2 〔守屋文治宛楢原松三郎書状〕 5月20日 1通
貞松〇妙頼大姉13回忌につい
て

（封筒上書）「備中国窪屋郡中洲村字酒津
守屋文治様　貴下」　（封筒裏書）「備後三
原町　楢原松三郎　五月廿一日」

12-2-2-3 〔鳥越晴次宛石井要一書状〕 5月9日 1通 宮原氏親族について

（封筒上書）「都窪郡万寿村大字宮内　鳥越
晴次様　親展」　（封筒裏書）「上房郡上○
○村　石井要一　五月九日」

12-2-2-4 〔釣鐘（宮原氏）〕 未詳 1枚 　
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12-2-2-5 〔守屋文治宛守屋亀蔵書状〕 大正15年5月22日 1通 宮原氏親族について（戸籍あり）

（封筒上書）「窪屋郡中洲村酒津　守屋文治
様　新展」　（封筒裏書）「岡山市○○　守屋
亀蔵　五月廿二日」　内封筒あり

12-2-3 〔元守屋宛つくば呉服店書状〕 大正15年6月14日 1通 留守であったことを詫びたもの

（封筒上書）「元守屋さま　御許に」　（封筒
裏書）「備中倉敷阿知町　橘香堂つくば呉服
店　大正十五年六月十四日」

12-2-4 〔株式会社第一合同銀行宛差出人なしハガキ〕 大正15年6月 1通 委任状
12-2-5 〔守屋文治宛大島寿太郎ハガキ〕 6月3日 1通 下書
12-2-6 酒津守屋家　片島　大正六年取立帳 大正6年度 1冊

12-2-7 〔諸書類〕 　 1括り
12-2-7-1～15紐一括り　ＳＩＬティッシュで括
る

12-2-7-1 印鑑証明願 大正12年3月14日 1纏め
守屋文治→玉島区裁判所倉敷
出張所

12-2-7-2 〔貸金受取証書ほか） （大正4～6年ヵ） 1綴
12-2-7-3 〔メモ書〕 未詳 3枚
12-2-7-4 第一種所得金額決定通知書 大正10年8月30日 1枚 倉敷税務署→守屋合名会社
12-2-7-5 〔損益計算書及賃借対照表ほか関係書類〕 大正5年2月3日 1綴 倉敷税務署→守屋合名会社
12-2-7-6 大正八年度　第三回営業報告書 大正8年度 1通 守屋合名会社→倉敷税務署長

12-2-7-7 大正六年営業名及課税標準申告書 大正6年2月 1通
守屋合名会社代表社員守屋文
治→倉敷税務署長

12-2-7-8 〔空封筒〕 未詳 3枚 ＳＩＬティッシュで括る

12-2-7-9 営業税申告ニ関スル件 大正7年1月10日 1通
中洲村長土倉慎治郎→守屋合
名会社代表社員守屋文治

12-2-7-
10 〔貸付金・従業員数照会願〕 大正11年1月6日 1通 倉敷税務署→守屋合名会社

12-2-7-
11 〔守屋合名会社課税調査書類〕 大正8年2月 1通

12-2-7-
12 大正九年度　第四回営業報告書 大正9年度 1通 守屋合名会社→倉敷税務署長

12-2-7-
13 〔守屋合名会社宛倉敷税務署書類〕 大正10年11月21日 1通 第一種所得税決定通知書

（封筒上書）「都窪郡中洲村東酒津　守屋合
名会社御中」　（封筒上書）「倉敷税務署」

12-2-7-
14 審査請求書 大正10年9月 1通 第三種所得金額について

12-2-7-
15 〔守屋文治宛森安熊吉書状〕 大正10年9月16日 1通 第一種所得計算について 破損　ＳＩＬティッシュで包む

12-2-8
明治十五年子一月九日　醵金請取通　守屋甚三郎殿　藤
要社幹事 明治15年1月9日 1通 虫損

12-2-9 〔地割図〕 未詳 1綴
12-2-10 所得金額決定通知書 明治31～大正7年 1纏め
12-2-11 業務監査内規 未詳 1通
12-2-12 〔メモ書〕 未詳 1枚

12-2-13 〔地目変換の件〕 大正5年6月30日 1纏め
倉敷税務署長宮川元吉→守屋
文治 破損　ＳＩＬティッシュで包む

12-2-14 〔所得申告関係書類〕 大正2～8年 1括り 紐一括り
12-3 〔諸書類〕 　 1括り 12-3-1～5紐一括り　ＳＩＬティッシュで括る

12-3-1
明治三十一年上半期　第拾四期営業報告書　株式会社倉
敷銀行 明治31年 1冊

12-3-2
明治三十年上半期　第拾六回営業報告　倉敷紡績株式会
社 明治30年 1冊

12-3-3 明治三拾壱年上半期営業報告　倉敷紡績株式会社 明治31年 1冊
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12-3-4
（明治三十年度下半期）　山陽鉄道株式会社第弐拾壱回
報告 明治30年 1冊

12-3-5
（明治三十一年三月三十一日現在）　山陽鉄道株式会社
株主人名録 明治30年3月31日 1冊

12-4 〔八代小作証書〕 　 1括り
12-4-1～34紐一括り　包紙破損　ＳＩＬティッ
シュで包む

12-4-1 小作証書 明治 1通
吉備郡久代村浅沼六助→都窪
郡中洲村地主守屋文治

　 小作証書 明治15年1月 1通
吉備郡神在村片岡富太郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-3 小作証書 大正15年1月5日 1通
吉備郡神在村陶山藤太郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-4 小作証書 大正15年1月5日 1通
吉備郡神在村岡本利八→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-4-5 小作証書 大正15年1月25日 1通
吉備郡神在村片岡周平→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-4-6 小作証書 大正15年1月5日 1通
吉備郡神在村西山富市→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-4-7 小作証書 明治 1通
吉備郡神在村小野鉄夫→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-4-8 小作証書 明治 1通
吉備郡神在村西山虎五郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-9 小作証書 大正15年1月22日 1通
吉備郡神在村片岡休二→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-4-10 小作証書 明治 1通
吉備郡神在村小野高太郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-11 小作証書 明治 1通
吉備郡神在村片岡茂平→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-4-12 小作証書 明治 1通
吉備郡神在村小野両次郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-13 小作証書 大正14年12月30日 1通
吉備郡神在村西山友太郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-14 小作証書 明治 1通
吉備郡神在村須田音太郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-15 小作証書 明治 1通
吉備郡神在村西山重蔵→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-4-16 小作証書 明治 1通
吉備郡久代村浅野健次郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-17 小作証書 明治 1通
吉備郡久代村浅野岩之烝→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-18 小作証書 大正15年1月8日 1通
吉備郡神在村西山善次郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-19 小作証書 大正 1通
吉備郡神在村片岡次郎右衛門
→都窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-20 小作証書 明治 1通
吉備郡神在村片岡幸太郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-21 小作証書 大正15年1月20日 1通
吉備郡神在村小野勇三郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-22 小作証書 大正14年12月30日 1通
吉備郡神在村西山行太郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治
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12-4-23 小作証書 明治 1通
吉備郡神在村片岡豊吉→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-4-24 小作証書 明治 1通
吉備郡神在村小野清平→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-4-25 小作証書 明治 1通
吉備郡神在村西山新三郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-26 小作証書 明治 1通
吉備郡秦村岡本俊太郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-4-27 小作証書 大正15年1月22日 1通
吉備郡神在村片岡恭吉→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-4-28 小作証書 大正15年1月20日 1通
吉備郡神在村西山多四郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-29 小作証書 明治 1通
吉備郡久代村浅野藤太郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-30 小作証書 明治 1通
吉備郡久代村浅野梅之烝→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-31 小作証書 大正14年12月31日 1通
吉備郡神在村小野平五郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-4-32 小作証書 明治 1通
森脇関太郎→都窪郡中洲村地
主守屋文治

12-4-33 小作証書 大正15年1月8日 1通
吉備郡神在村大森金造→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-4-34 小作証書 明治 1通
吉備郡神在村陶山こみ→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5 〔小作証書〕 　 1纏め 12-5-1～82一纏め　ＳＩＬティッシュで包む

12-5-1 小作証書 大正4年5月 1通
石川辰蔵→都窪郡中洲村地主
守屋文治

12-5-2 小作証書 大正4年5月 1通
石川完三郎→都窪郡中洲村地
主守屋文治

12-5-3 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村石川佐次郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-4 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村平松宝作→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-5 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村荒木安政→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-6 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村石川金蔵→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-7 小作証書 大正4年5月 1通
内田浅治→都窪郡中洲村地主
守屋文治

12-5-8 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村早嶋太郎→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-9 小作証書 大正4年5月 1通
高槻友三郎→都窪郡中洲村地
主守屋文治

12-5-10 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村林愛太郎→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-11 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村林紋太郎→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-12 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村林清兵衛→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-13 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村林寿三郎→都窪郡
中洲村地主守屋文治

42



　　　　倉敷市所蔵守屋家文書

12-5-14 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村塩尻文左衛門→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-5-15 小作証書 大正4年 1通
吉備郡薗村狩山庄太郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-16 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村井上源吉→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-17 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村井上久吉→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-18 小作証書 未詳 1通
吉備郡薗村間野幸次郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-19 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村片岡久次郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-20 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村植本おきぬ→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-21 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村石川佐次郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-22 小作証書 大正4年5月 1通
諏訪勇右衛門→都窪郡中洲村
地主守屋文治

12-5-23 小作証書 大正4年5月 1通
河田惣太郎→都窪郡中洲村地
主守屋文治

12-5-24 小作証書 大正4年5月 1通
渡邊吾吉→都窪郡中洲村地主
守屋文治

12-5-25 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村渡邉甚吉→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-26 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村渡邊松三郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-27 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村河田正一郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-28 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村水川与一郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-29 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村水川善十郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-30 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村難波清吉→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-31 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村河田鉄次郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-32 小作証書 大正4年5月 1通
塩尻君松→都窪郡中洲村地主
守屋文治

12-5-33 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村国清末吉→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-34 小作証書 大正4年5月 1通
三海次郎右衛門→都窪郡中洲
村地主守屋文治

12-5-35 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村諏訪捨次郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-36 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村浅野要右衛門→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-5-37 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村浅野新三郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-38 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村諏訪藤五郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治
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12-5-39 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村江尻吟助→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-40 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村河田弥助→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-41 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村河田兼吉→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-42 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村狩屋清次郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-43 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村江尻種太郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-44 小作証書 大正4年5月 1通
河田広吉→都窪郡中洲村地主
守屋文治

12-5-45 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村浅野周吉→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-46 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村浅野芳吉→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-47 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村井上長藏→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-48 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村河田定八→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-49 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村三宅愛之烝→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-50 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村浅野市二→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-51 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村諏訪八十右衛門→
都窪郡中洲村地主守屋文治

12-5-52 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村諏訪茂一郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-53 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村諏訪良太郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-54 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村諏訪清左衛門→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-5-55 小作証書 大正4年5月 1通
諏訪乕二郎→都窪郡中洲村地
主守屋文治

12-5-56 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村浅野元次郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-57 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村浅野金三郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-58 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村浅野仁十郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-59 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村佐々木茂一郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-5-60 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村三海兼五郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-61 小作証書 大正4年5月 1通
山崎喜代次郎→都窪郡中洲村
地主守屋文治

12-5-62 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村三海和平→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-63 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村小田米蔵→都窪郡
中洲村地主守屋文治
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12-5-64 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村白神嘉助→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-65 小作証書 大正4年5月 1通
片岡亀十郎→都窪郡中洲村地
主守屋文治

12-5-66 小作証書 大正4年5月 1通
三海秀吉→都窪郡中洲村地主
守屋文治

12-5-67 小作証書 大正4年5月 1通
神崎伊三郎→都窪郡中洲村地
主守屋文治

12-5-68 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村三海七五郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-69 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村梶谷和三郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-70 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村平松嘉太郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-71 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村植田秀吉→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-72 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村三海藤蔵→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-73 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村小田鶴次郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-74 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村小田勘十郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-75 小作証書 大正4年5月 1通
武野豊次郎→都窪郡中洲村地
主守屋文治

12-5-76 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村片岡庄太郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-77 小作証書 大正4年5月 1通
山崎関次郎→都窪郡中洲村地
主守屋文治

12-5-78 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村山崎岩吉→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-5-79 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村中塚実太郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-80 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村妹尾節太郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-81 小作証書 大正4年5月 1通
吉備郡薗村妹尾宗太郎→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-5-82 〔雛形（小作証書）〕 明治 12枚

12-6 小作証書 大正6年5月20日 1通
都窪郡清音村江口永十郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-7 〔小作証書〕 　 1纏め 12-7-1～14一纏め

12-7-1 小作証書 大正5年6月19日 1通
都窪郡清音村三皷倭三二→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-7-2 小作証書 明治 1通
都窪郡清音村稲水累太→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-7-3 小作証書 大正5年5月30日 1通
都窪郡清音村藤井伍三郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-7-4 小作証書 大正5年5月30日 1通
都窪郡清音村藤井喜太郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-7-5 小作証書 明治 1通
都窪郡清音村河田健太郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治
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12-7-6 小作証書 明治 1通
都窪郡清音村河田静太→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-7-7 小作証書 明治 1通
都窪郡清音村江口長平→都窪
郡中洲村地主守屋文治

12-7-8 小作証書 大正5年5月19日 1通
都窪郡清音村難波早太郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-7-9 小作証書 大正5年5月19日 1通
都窪郡清音村難波須太郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-7-10 小作証書 大正5年5月19日 1通
都窪郡清音村難波拾→都窪郡
中洲村地主守屋文治

12-7-11 小作証書 大正5年5月26日 1通
都窪郡清音村江口吉太郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-7-12 小作証書 大正5年6月1日 1通
都窪郡清音村小野秀三郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-7-13 小作証書 明治 1通
秋山一二太→都窪郡中洲村地
主守屋文治

12-7-14 小作証書 明治 1通
都窪郡清音村江口栄十郎→都
窪郡中洲村地主守屋文治

12-8 〔雛形（小作証書）〕 明治 1纏め

12-9
昭和八年上半期　（自昭和八年一月一日　昭和仝年六月
三十日）　第弐拾八回営業報告書　酒津晒株式会社 昭和8年上半期 1冊

12-10 為替手形 大正6年5月9日～7年2月28日 5枚 ＳＩＬティッシュで包む

12-11 有限会社倉敷精米会社株券状 （昭和21年） 1包
（包紙上書）「木村光太郎〇　株券二枚」　Ｓ
ＩＬティッシュで包む

12-12 副　吉備郡薗村大字有井土地異動申告書入　守屋家 昭和9年 1袋
12-13 地所売渡証券 明治32年6月15っ日 1通 守屋漸→守屋甚三郎

12-14 明治廿五年一月一日　証文　五百九十九円　妹尾専太郎 明治25年1月1日 1通
下道郡箭田村妹尾専太郎→窪
屋郡中洲村守屋甚三郎 付紙破損　ＳＩＬティッシュで包む

12-15
小口当座預り金受渡通帳　株式会社倉敷銀行　守屋文治
殿 明治7年4月1日～ 1冊 虫損　ＳＩＬティッシュで包む

12-16
小口当座預金通帳　株式会社中備銀行倉敷支店　守屋文
治殿 大正4年9月2日 1冊 虫損　ＳＩＬティッシュで包む

12-17
小口当座預金通帳　株式会社中備銀行倉敷支店　守屋文
治殿 大正7年1月29日 1冊

12-18
小口当座預金通帳　株式会社中備銀行倉敷支店　守屋文
治殿 明治3年吉月12日 1冊

12-19
小口当座預金通帳　株式会社中備銀行倉敷支店　守屋文
治殿 明治45年1月6日 1冊 虫損

12-20
小口当座預り金受渡通帳　株式会社倉敷銀行　守屋文治
殿 明治42年7月7日 1冊 虫損　ＳＩＬティッシュで包む

12-21 貯蓄預金受渡通帳　株式会社倉敷銀行　守屋文治殿 明治31年8月29日～ 1冊

12-22
小口当座預り金受渡通帳　株式会社倉敷銀行　守屋文治
殿 明治35年4月28日～ 1冊

12-23 ［　　］り金受渡通帳　株式会社倉敷銀行　守屋文治殿 明治44年9月25日～ 1冊 虫損　ＳＩＬティッシュで包む
12-24 大正三［　　］　検［　　］ 大正3年 1冊 小作台帳ヵ 表紙破損　ＳＩＬティッシュで包む

12-25 〔守屋宛山田蕃三書状〕 4月22日 1通 火鉢の代金について

（封筒上書）「守屋様　貴下」　（封筒裏書）
「倉敷　山田蕃三拝」　封筒破損　ＳＩＬティッ
シュで包む

12-26 〔守屋宛田辺〇左衛門書状〕 1月5日 1通 穂井田村地代残額について 虫損　ＳＩＬティッシュで包む
12-27 書留郵便物受取証 未詳 1枚
12-28 〔空封筒〕 2年2月28日 1枚
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12-29 〔断簡ほか〕 未詳 1纏め 纏めてＳＩＬティッシュで包む

12-30 〔展開不能文書〕 未詳 1纏め
虫損のため数冊が貼り付いている　纏めて
ＳＩＬティッシュで包む

13-1 〔守屋甚三郎宛松田庄平書状〕 2月11日 1冊 米価について

13-2 〔守屋甚三郎宛大月喜久次郎書状〕 9月9日 1通 納税について

（封筒上書）「窪屋郡酒津村　守屋甚三郎殿
侍史」　（封筒裏書）「浅口郡阿賀崎村　大
月喜久次郎」

13-3 〔服部村租税・小作米関係書類〕 （明治19年） 1纏め ＳＩＬティッシュで括る

13-4 差入証 明治25年1月25日 1通

箭田村地所売買について　下道
郡川辺村日枝哲蔵→守屋甚三
郎 証同封

13-5 〔守屋文治宛谷口留五郎書状〕 明治42年2月22日 1通
支部事業拡張費寄付に対する
礼状

（封筒上書）「窪屋郡中洲村字酒津　守屋文
治殿」　（封筒裏書）「日本赤十字社　岡山
支部長谷口留五郎」　封筒破損　ＳＩＬティッ
シュで包む

13-6 〔小作米皆済者賞与書上〕 11～12年度 1枚
13-7 〔雛形（代人届）〕 未詳 1枚 虫損

13-8 定約証 明治18年9月8日 1通
上二万村木谷隆四郎→守屋甚
三郎

13-9 委任状之事 明治18年1月20日 1通

岡山県備中国下道郡服部村木
谷鹿太郎→下道郡上二万村木
谷隆四郎 虫損

13-10 地所永代売渡証 明治18年9月8日 1通
下道郡上二万村木谷隆四郎→
窪屋郡酒津村守屋甚三郎 綴り紐破損

13-11 田書抜 明治14年12月 1通 服部村 虫損
13-12 記 未詳 1枚

13-13 預り証券 明治24年12月15日 1通
下道郡箭田村妹尾専太郎→窪
屋郡中洲村守屋甚三郎 帯封あり

13-14 覚書草案（第四案） 未詳 1枚 上水道設置について ＳＩＬティッシュで包む

13-15 契約書 大正11年12月18日 2枚
水江有財産字東山山林内石材
採掘について

13-16 旨意書 未詳 1綴 食糧問題について

13-17 借用証 未詳 1通
下道郡川辺村日枝哲蔵→窪屋
郡酒津村守屋甚三郎

13-18
証文壱通　外ニ約定証壱通　書抜書取添　木谷鹿太郎
六拾七円八拾八銭八厘　原田広四郎受取入 明治18年 1袋 封筒破損

13-19 〔約定証ほか〕 未詳 1括り
13-20 〔小作米受領証綴〕 大正14年1月16日～ 1綴 ＳＩＬティッシュで包む
13-21 〔小作米審査結果一覧〕 大正4年 1綴
13-22 〔小作米審査結果一覧〕 大正5年度 1綴

13-23 大正七年二月十九日　第二回奨励審査　出品人守屋文治 大正7年2月19日 1綴
13-24 〔小作米審査結果一覧〕 大正7年 1綴

13-25
大正八年二月六日挙行　第十二回東酒津地主共同小作
米品評会費用仕訳書 大正8年2月6日 1綴

13-26 大正四年度　過米及入費勘定　大正五年〇弐参月 大正4年度 1綴
13-27 大正五年度　収納入費　過米返済勘定帳　大字有井分 大正5年度 1綴
13-28 〔中島小作米取立帳断簡ヵ〕 未詳 1纏め ＳＩＬティッシュで包む
13-29 大正三年度　中島小作米取立帳　守屋 大正3年度 1冊 綴り紐破損　ＳＩＬティッシュで包む
13-30 大正四年度　中島小作米取立帳　守屋 大正4年度 1冊
13-31 大正五年度　中島小作米取立帳　守屋 大正5年度 1冊
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13-32 大正六年度　中島小作米取立帳　守屋 大正6年度 1冊
13-33 大正八年度　中島小作米取立帳　守屋 大正8年度 1冊
13-34 大正拾年度　中島小作米取立帳　守屋 大正10年 1冊
13-35 大正十一年度　中島小作米取立帳　守屋 大正11年度 1冊
13-36 大正十二年度　中島小作米取立帳　守屋 大正12年度 1冊
13-37 大正十三年度　中島小作米取立帳　守屋 大正13年度 1冊
13-38 大正十四年度　中島小作米取立帳　守屋 大正14年度 1冊
13-39 大正十五年度　中島小作米取立帳　酒津元守屋 大正15年度 1冊 虫損　ＳＩＬティッシュで包む
13-40 昭和弐年度　中島小作米取立帳　酒津元守屋 昭和2年度 1冊 虫損　ＳＩＬティッシュで包む
13-41 昭和参年度　中島小作米取立帳　酒津元守屋 昭和3年度 1冊 綴り紐破損　ＳＩＬティッシュで包む
13-42 昭和四年度　中島小作米取立帳　酒津元守屋 昭和4年度 1冊
13-43 昭和五年度　中島小作米取立帳　酒津元守屋 昭和5年度 1冊
13-44 昭和六年度　中島小作米取立帳　酒津守屋 昭和6年度 1冊
13-45 〔小作米取立帳〕 昭和19年度 1冊 挟み込み文書あり
13-46 〔空封筒・断簡〕 未詳 1纏め 纏めてＳＩＬティッシュで包む

14-1 〔諸書類〕 　 1括り
14-1-1～15紐一括り　新聞紙で包まれてい
たが廃棄した　付紙あり

14-1-1 〔諸書類〕 1括り
14-1-1-1～10紐一括り　紐破損　ＳＩＬティッ
シュで括る

14-1-1-1 〔鐘淵紡績株式会社株式関係書類〕 昭和24年12月5日 1通
14-1-1-2 〔鐘淵紡績株式会社株式関係書類〕 昭和24年12月5日 1通

14-1-1-3
昭和二十四年九月一日　会社概要　鐘淵化学工業株式会
社 昭和24年9月1日 1通

14-1-1-4
昭和二十四年九月一日　会社概要　鐘淵化学工業株式会
社 昭和24年9月1日 1通

14-1-1-5
昭和27年10月7日　目論見書　大阪市北区角田町四十一
番地阪急ビル内　京阪電気鉄道株式会社創立事務所 昭和27年10月7日 1通

14-1-1-6
昭和二十四年九月二十日　会社概要　倉敷機械工業株式
会社 昭和24年9月20日 1通

14-1-1-7 〔株式会社日立製作所株式関係書類〕 昭和24年9月1日 1通 増資目論見書ほか

14-1-1-8

昭和弐拾壱年八月拾壱日より　昭和弐拾四年七月参拾壱
日まで　第五拾五回営業報告書　東京都千代田区丸ノ内
弐丁目拾壱番地　株式会社日立製作所 昭和21年8月11日～24年7月31日 1通

14-1-1-9

昭和二十四年八月三十一日　増資目論見書　鐘淵紡績株
式会社　本社所在地東京都墨田区弐丁目千六百拾弐番
地　（連絡先）東京都品川区大井鎧町三四七五番地 昭和24年8月31日 1通

14-1-1-
10

昭和二十四年八月三十一日　増資目論見書　鐘淵紡績株
式会社　本社所在地東京都墨田区弐丁目千六百拾弐番
地　（連絡先）東京都品川区大井鎧町三四七五番地 昭和24年8月31日 1通

14-1-2 〔財産税物納許可書〕 昭和22年3月15日 1纏め
倉敷税務署長大蔵事務官山口
新一→倉敷市酒津守屋文治

14-1-3 財産税物納許可書 昭和23年4月 1通
倉敷税務署長大蔵事務官山口
新一→岡山県倉敷市守屋文治

14-1-4 〔守屋文治宛福山工事事務所書状〕 昭和22年3月15日 1通 工事用地売渡について

（封筒上書）「倉敷市酒津　守屋文治殿」
（封筒裏書）「内務省中国史国土木出張所
福山工事々務所」

14-1-5 〔山林財産申告について〕 1月30日 1通
14-1-6 〔審査願下書〕 昭和22年10月4日 1枚

14-1-7 〔守屋文治宛倉敷税務署書状〕 昭和22年3月15日 1通
財産税物納申請の許可につい
て

（封筒上書）「市内酒津　守屋文治殿　倉敷
市旭町　倉敷税務署」

14-1-8 財産税（戦時補償特別税）物納財産明細書 昭和23年6月5日 1通 封筒破損　ＳＩＬティッシュで包む
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14-1-9
財産申告届扣　昭和二十一年三月十八日　托し中銀倉敷
支店 昭和21年3月18日 1通 封筒破損　ＳＩＬティッシュで包む

14-1-10 農地買収令書交付に就いて 昭和22年9月25日 1通
倉敷市中洲地区農地委員会長
→守屋文治

14-1-11 申告内訳書 昭和22年4月 1枚

14-1-12 〔自作農創設特別措置法による買収について〕 昭和23年3月12日 1通
倉敷市守屋文治→倉敷税務署
長

14-1-13 〔申告財産書上〕 （昭和22年） 1綴

14-1-14 〔代位登記嘱託書」 昭和22年12月 1通

倉敷税務署長大蔵事務官山口
新一→岡山司法事務局倉敷出
張所 ＳＩＬティッシュで包む

14-1-15 〔メモ・断簡〕 未詳 3枚 ＳＩＬティッシュで包む
14-2 〔諸書類〕 　 1括り 14-2-1～紐一括り
14-2-1 目録　一十一番一調 明治43年3月 1通 観世元規→守屋文治
14-2-2 目録 明治42年5月 1通 観世元規→守屋文治
14-2-3 目録 明治43年3月 1通 観世元規→守屋文治 書状ほか挟み込み文書あり
14-2-4 〔目録〕 明治28年6月 1通 観世清廉→守屋文治
14-2-5 〔目録〕 明治41年10月 1通 観世清廉→守屋文治

14-2-6 誓約書 明治42年5月15日 1通
岡山県備中都窪郡酒津村守屋
文治→観世元規 （朱書）「手扣」

14-2-7 中原忠徳二十年祭　謡曲会番組 明治38年4月25日 1枚
14-2-8 大熊門下同並〇法会 旧6月1日 1枚

14-2-9
明治三十九年六月十七日　於岡山市東中山下山佐楼　戦
揵祝賀謡曲会 明治39年6月17日 1枚

14-2-10 明治四十二年八月八日　於岡山市後楽園　能楽稽古番組 明治42年8月8日 1枚

14-2-11
明治四十二年十一月廿三日　於岡山市山崎町藤久楼　謡
曲秋期大会　故古谷八郎先生五十年忌追悼会 明治42年11月23日 1枚

14-2-12 〔守屋文治宛古澤義三郎書状〕 12月1日 1通 謡曲会について
（封筒上書）「中洲村酒津　守屋文治殿　親
展」　（封筒裏書）「倉敷　古澤義三郎」

14-2-13 〔受取証〕 2月18日 1通 佐藤〇平→守屋文治

14-2-14 〔守屋文二宛岡山能楽保存会書状〕 明治39年5月8日 1通 後楽園で開催される能楽の案内
（封筒上書）「都窪郡中洲村酒津　守屋文二
殿」　（封筒裏書）「岡山能楽保存会」

14-2-15 今様能狂言　泉祐三郎社中　拾日目番組 12月22日 1枚 プログラム
14-2-16 明治四十一年十二月六日於後楽園能楽堂　能組 明治41年12月6日 1枚 プログラム
14-2-17 明治四拾三年十月九日　伏漁楼ニ於テ稽古会 明治43年10月9日 1枚 プログラム
14-2-18 岡山観世会規則 未詳 1枚
14-2-19 明治四十二年四月二十五日於能楽園能楽堂　能組 明治42年4月25日 1枚 プログラム

14-2-20
明治四十三年六月五日　於岡山市山崎町藤久楼　謡曲春
期大会 明治43年6月5日 1枚 プログラム

14-2-21
明治四十二年三月廿八日　備中倉敷町女子尋常小学校
講堂ニ於テ　能楽獅子組 明治42年3月28日 1枚 プログラム

14-2-22
電信略語　大阪市東区北浜町弐丁目四拾六番屋敷　大阪
株式取引所仲買人　金田辰蔵商店 未詳 1枚

14-2-23
明治三十七年十二月十一日　於浅口郡玉島町円乗院　秀
山晩翠居士 明治37年12月11日 1枚 プログラム

14-2-24 明治三十八年十二月三日　於後楽園能楽堂　能組 明治38年12月3日 1枚 プログラム 観覧券が挟まれている

14-2-25 〔守屋文治宛加藤八百作書状〕 明治42年8月1日 1通 能楽稽古の案内

（封筒上書）「都窪郡中洲村字酒津　守屋文
治様」　（封筒裏書）「岡山市上之町西裏〇
加藤八百作」
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14-2-26
明治三拾六年十二月十三日　於岡山市紺屋町芳粋楼　謡
曲秋期大会　第七拾七号 明治36年12月13日 1枚 プログラム 裏書あり

14-2-27 〔守屋文二宛佐藤〇平書状〕 2月23日 1通 倅の縁談について
14-2-28 〔守屋文治宛高田三五書状〕 未詳 1通 稽古について
14-2-29 〔番組下書〕 未詳 1枚
14-2-30 〔新版観世流謡曲本の広告〕 明治39年10月 1枚
14-2-31 〔能楽説明書〕 未詳 1枚 破損　ＳＩＬティッシュで包む
14-2-32 〔能楽説明書〕 未詳 1枚
14-2-33 〔雛形（借用金之証）〕 明治 1枚
14-2-34 羽衣之〇 未詳 1枚 能楽説明書
14-2-35 〔守屋文治宛岡山市難波正〇ハガキ〕 明治39年1月31日 1通

14-2-36 〔守屋文治宛岡山謡曲倶楽部ハガキ〕 明治38年10月26日 1通
佐藤先生嫁ヵ喜久子氏葬儀に
ついて

14-2-37 〔守屋文治宛玉島佐藤石泉ハガキ〕 明治39年8月3日 1通
14-2-38 〔守屋文治宛玉島市佐藤石泉ハガキ〕 明治39年6月9日 1通
14-2-39 〔守屋文治宛玉島市佐藤石泉ハガキ〕 未詳 1通 倉子城について

14-2-40
四月十六日　於兵庫和田神社舞台　観世彌五百念祭式
能組 4月16日 1枚 プログラム 破損

14-2-41
明治三十九年六月十七日　於岡山市東中山下山佐楼　戦
揵祝賀謡曲会 明治39年6月17日 1枚 プログラム

14-2-42
明治四十年十二月一日　於岡山市紺屋町芳粋楼　謡曲秋
期大会 明治40年12月1日 1枚 プログラム

14-2-43 明治三十九年一月廿八日　於倉敷町観龍寺謡曲会　番組 明治39年1月28日 2枚 プログラム

14-2-44 〔守屋文治宛楠戸熊吉商店書状〕 明治38年8月24日 1通 借用金延引願

（封筒上書）「都窪郡中洲村大字酒津　守屋
文治様　親展」　（封筒裏書）「備中倉敷町
と楠戸徳吉商店」

14-2-45
明治四十一年十月四日　於都窪郡早島町薬師院　法林院
覚慎義勝居士　第壱周年忌追悼謡曲会 明治41年10月4日 1枚 プログラム 虫損　ＳＩＬティッシュで包む

14-2-46 明治卅九年一月廿八日　平和祝賀謡曲会番組 明治39年1月28日 1枚 プログラム
14-2-47 明治三十九年五月六日　凱旋祝賀会番組 明治39年5月6日 1枚 プログラム

14-2-48
明治三十九年七月廿九日　於岡山詩内山下旭倶楽部　岡
山各流連合謡曲会 明治39年7月29日 1枚 プログラム 破損　ＳＩＬティッシュで包む

14-2-49 〔メモ書・断簡〕 未詳 2枚 纏めてＳＩＬティッシュで包む

14-3 〔諸書類〕 　 1包
14-3-1～4一包　包紙破損　ＳＩＬティッシュ
で包む

14-3-1 〔諸書類〕 　 1括り
14-3-1-1～23紐一括り　ＳＩＬティッシュで括
る

14-3-1-1 請取証 明治26年4月4日 1通
笹沖筒井菊蔵代理筒井磯太郎
→守屋甚三郎代理武内祥治郎

14-3-1-2 記 明治20年5月27日 1通
弁護士竹内祥治郎→守屋甚三
郎

14-3-1-3 領収証 明治27年1月11日 1通
弁護士竹内祥次郎→窪屋郡中
洲村守屋甚三郎

14-3-1-4 金子借用証 明治26年6月 1通
窪屋郡葦高村筒井磯太郎→中
洲村守屋甚三郎

14-3-1-5 〔守屋甚三郎宛筒井磯太郎書状〕 6月9日 1通
延引していた小作米代金受取の
こと

（封筒上書）「大字酒津　守屋甚三郎様　金
子在中」　（封筒裏書）「大字笹沖　筒井磯
太郎　六月九日　使堀田清二郎」
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14-3-1-6 〔守屋甚三郎宛大阪府監獄署書状〕 7月12日 1通
筒井菊三郎より買入れた地所に
ついて

（封筒上書）「岡山県都窪郡中洲村大字酒
津　守屋甚三郎殿」　（封筒裏書）「大阪府
監獄署」　ＳＩＬティッシュで包む

14-3-1-7 明治廿六年ハ第拾九号　判決止事 明治26年4月6日 1通
原告守屋甚三郎　被告筒井磯
太郎　地利米請求事件

14-3-1-8 明治二十六年ハ第一二号　判決謄本 明治26年3月7日 1通
原告守屋甚三郎　被告筒井菊
三郎　地利米代金請求事件

14-3-1-9
明治廿七年八月六日　筒井菊三郎ヨリ買入タル地　内田
鹿太郎ヨリ講書入折合　書入其外書付 明治27年8月6日 1袋 催合講落札田畑書入証書ほか

（封筒上書）「酒津　守屋甚三郎様　貴下
田の上板谷弥兵」　ＳＩＬティッシュで括る

14-3-1-
10 記 明治26年11月 1通 大賀→守屋

14-3-1-
11 領収証 明治26年3月4日ヵ 1通

竹内祥次郎→大〇・梶谷・守屋・
大賀 虫損

14-3-1-
12 記 未詳 1通 竹内祥次郎氏書付 付紙あり

14-3-1-
13 〔守屋甚三郎宛筒井磯太郎書状〕 1月9日 1通 訴訟の件

（封筒上書）「酒津　守屋甚三郎様　侍史
下」　（封筒裏書）「筒井磯太郎　一月九日」
守屋甚三郎宛大賀〇三郎ハガキ同封

14-3-1-
14 〔居住地絵図〕 未詳 1枚

14-3-1-
15 〔名寄帳」 未詳 1綴 挟み込み文書あり

14-3-1-
16 〔書付〕 未詳 1枚

14-3-1-
17 訴訟証○○トシテ 未詳 1枚

14-3-1-
18 〔守屋甚三郎宛大賀〇三郎ハガキ〕 明治26年3月13日 1通 請求金高書上 挟み込み文書あり

14-3-1-
19 記 明治26年3月7日 1通 竹内祥次郎→守屋

14-3-1-
20 〔名寄帳ヵ〕 未詳 1綴 下書ヵ

14-3-1-
21 〔証・小作証書〕 （明治25～26年） 1綴

14-3-1-
22 委任状 明治23年3月20日 1通

14-3-1-
23 〔空封筒〕 未詳 2枚 ＳＩＬティッシュで包む

14-3-2 〔諸書類〕 　 1括り
14-3-2-1～26紐一括り　ＳＩＬティッシュで括
る

14-3-2-1 金預り之証 明治39年7月29日 1通
窪屋郡〇島村三島○○→守屋
甚三郎 虫損　ＳＩＬティッシュで包む

14-3-2-2 〔守屋甚三郎宛横嶺楳三郎書状〕 明治24年12月17日 1通 請求額計算書

（封筒上書）「窪屋郡中洲村大字酒津　守屋
甚三郎殿」　（封筒裏書）「玉島区裁判所
執達吏横嶺楳三郎」

14-3-2-3 代人御願 明治18年5月 1通
守屋甚三郎→玉島区裁判所長
判事補尾木方倫

14-3-2-4 訴訟費用額確定決定 明治24年12月8日 1通
原告守屋甚三郎　被告宮原安
蔵 定約証・領収証・費用計算が挟まれている

14-3-2-5 〔名前書付〕 未詳 1枚
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14-3-2-6 〔証〕 明治24年 1纏め

浅口郡西之浦村横溝金平→都
窪郡中洲村守屋甚三郎　窪屋
郡中洲村三島守一郎→守屋甚
三郎

帯封あり（上書）「中洲村三島守一郎書類一
切」

14-3-2-7 金借用証文 明治16年1月2日 1通
窪屋郡中島村三島静八郎外1名
→守屋甚三郎 虫損

14-3-2-8
証文壱通　外ニ約定証壱通　書抜書取添　木谷鹿太郎
六拾七円八拾八銭八厘　原田広四郎受取入 明治23年11月7日 1通

預り主山田玉五郎→守屋甚三
郎

14-3-2-9 添証文 明治16年1月2日 1通
窪屋郡中島村三島静八郎→守
屋甚三郎 虫損

14-3-2-
10 添証 明治20年11月23日ヵ 1通 山田玉五郎→守屋甚三郎

14-3-2-
11 預り証券 明治18年11月 1通

受託者山田玉五郎→委託者守
屋甚三郎

14-3-2-
12 〔守屋伝吉宛山田玉五郎書状〕 6月20日 1通 小作一条和解のこと

（封筒上書）「守屋伝吉様」　（封筒裏書）「村
役場より山田玉五郎」

14-3-2-
13 〔証（下書）〕 明治24年10月 1通 守屋甚三郎→裁判長判事石巻

包紙あり（包紙上書）「三嶋静八郎証文　倉
敷山田玉五郎預り書」　ＳＩＬティッシュで包
む

14-3-2-
14

〔由川辰雄より買入れ梶谷幸へ元価にて売渡した平均相
場書上〕 明治24年10月24日 1通

窪屋郡中洲村守屋甚三郎→裁
判長判事石巻

14-3-2-
15 定約書 明治24年4月24日 1通

窪屋郡中洲村梶谷芳之烝外1名
→同郡同村守屋甚三郎

14-3-2-
16 〔証・定約書〕 明治24年4月24日 1綴

備中国窪屋郡中洲村梶谷芳之
烝・同国同郡大高村山崎省三→
同国同村守屋甚三郎

14-3-2-
17 〔守屋甚三郎宛仁科郁太郎書状〕 未詳 1通 証券など引渡について

（封筒上書）「酒津村　守屋甚三郎様」　（封
筒裏書）「仁科郁太郎」

14-3-2-
18 〔下書〕 未詳 1枚 土地売買について

14-3-2-
19 委任状之事 明治19年4月26日 1通

14-3-2-
20 地所譲り受定約書 明治22年8月1日 1通

備中国窪屋郡中洲村梶谷幸→
守屋甚三郎

14-3-2-
21 定約証 明治19年4月26日 1通 小林伊三郎→守屋甚三郎

14-3-2-
22 証 明治24年7月 1通

窪屋郡中洲村守屋甚三郎→三
島静八郎・三島守一郎

14-3-2-
23 〔東社株券関係書類〕 明治19年 1括り

14-3-2-
24 小川良雄地所書類　梶谷芳之烝　地方裁判所書付入 （明治22年） 1袋

地所譲り受定約書・地所登記済
証御下付願ほか 袋破損　ＳＩＬティッシュで包む

14-3-2-
25 証 未詳 1通

窪屋郡中洲村守屋甚三郎→梶
谷幸

14-3-2-
26 〔空封筒・断簡〕 未詳 3枚 ＳＩＬティッシュで括る

14-3-3 〔諸書類〕 　 1括り
14-3-2-1～3紐一括り　ＳＩＬティッシュで括
る

14-3-3-1 〔建物売買関係書類〕 （明治15～18年） 1括り
都窪郡酒津村都志保太郎→都
窪郡同村守屋甚三郎 紐破損　ＳＩＬティッシュで括る
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14-3-3-2 「耕地売買関係書類〕 （明治11～17年ヵ） 1纏め
下道郡上二万村木谷隆四郎ほ
か→窪屋郡酒津村守屋甚三郎 ＳＩＬティッシュで括る

14-3-3-3 〔売買土地書上〕 （明治18年ヵ） 1纏め

14-3-4 〔借用金関係書類〕 未詳 1括り
都窪郡酒津村都志保太郎→窪
屋郡酒津村守屋甚三郎

14-4 〔訴訟関係書類〕 （明治24年頃） 1袋 袋破損　ＳＩＬティッシュで包む
14-5 〔箭田村・笹沖村土地売買関係書類〕 （明治22～24年） 1纏め ＳＩＬティッシュで包む
14-6 〔通類〕 未詳 1纏め 纏めてＳＩＬティッシュで括る
14-7 受取之証 明治18年7月4日 1通 仁科浪三郎→守屋甚三郎

14-8 金借用証 明治18年7月25日 1通
仁科辰三郎→窪屋郡酒津村守
屋甚三郎

14-9 辰のとし　生魚御通　戎屋音吉　酒津　元守谷様 辰年 1冊
14-10 〔守屋甚三郎宛原田広四郎書状〕 7月25日 1通 借用金について 書状が挟まれている
14-11 覚 6月25日 1通 あじのや幸助→酒津岡野屋
14-12 記 7月29日 1通 吉村商店→中洲守屋
14-13 〔山陽鉄道株式会社新株式第2回払込金について〕 明治33年7月25日 1枚

14-14 〔守屋文治宛妹尾完次郎書状〕 明治36年5月29日 1通 借用金返済について

（封筒上書）「窪屋郡中洲村大字酒津　守屋
文治様　虎○○」　（封筒裏書）「吉備郡箭
田村　妹尾完次郎」

14-15 委任状 明治22年6月 1通 窪屋郡中洲村守屋漸 虫損
14-16 〔守屋甚三郎宛大橋良平ハガキ〕 明治30年12月21日 1通 手形・委任状受取のこと
14-17 〔黒田屋講金ほか〕 未詳 1纏め ＳＩＬティッシュで包む
14-18 〔守屋宛小野匑一書状〕 5月13日 1通 小作米取立について

14-19 〔諸書類〕 　 1袋

14-19-1～7一袋　（袋上書）「明治十九年分
廿年七月十日取調べ　笹沖村預ヶ米精算
ニ付書類入ル」　袋破損　ＳＩＬティッシュで包
む

14-19-1 〔明治19年分笹沖村預け米書上〕 明治19年 1綴 虫損
14-19-2 〔預け米書上ヵ〕 未詳 1綴 虫損
14-19-3 〔明治18年分預け米書上ヵ〕 明治18年 1通 虫損
14-19-4 〔断簡〕 未詳 1枚 虫損　ＳＩＬティッシュで包む
14-19-5 証券　壱通　白神染吉　（朱書）「守屋入」 明治20年1月20日 1袋 敷地図あり　虫損
14-19-6 小作証書　二通　笹沖村生水貞蔵　生水礼蔵 明治19年3月15日 1袋 虫損
14-19-7 証券　壱通　高尾四之吉　（朱書）「守屋入」 未詳 1袋 虫損　展開不能
14-20 〔土地売買関係書類〕 （明治20年） 1括り 中原俊輔→守屋甚三郎
14-21 己卯ノ年　酒御通　木綿屋徳一郎　酒津元守谷様 己卯年 1冊
14-22 〔通断簡〕 未詳 1纏め 纏めてＳＩＬティッシュで括る
14-23 〔守屋母上宛つる書状〕 未詳 1通 帯の値段について
14-24 〔のし袋〕 未詳 1袋 虫損
14-25 〔山陽鉄道株式会社第25回通常株式総会開催通知〕 明治33年4月5日 1枚 虫損　ＳＩＬティッシュで包む
14-26 〔守屋房太郎宛東京市山下正樹書状〕 9月26日 1通 水害のお見舞 ＳＩＬティッシュで包む

14-27 〔山陽鉄道株式会社明治34年度下半季純益金配当案〕 明治35年4月33日 1通
封筒破損　封筒上書あり　ＳＩＬティッシュで
包む

14-28 〔株式会社岡山県農工銀行注意事項一覧〕 明治34年7月 1袋
14-29 〔下書（証）〕 未詳 1枚

14-30 岡山県殖産商社株券譲受渡名前書換願 未詳 1通
宛名なし→岡山県殖産商社東
社担当人十河保三郎 下書

14-31 〔守屋甚三郎宛仁科浪三郎書状〕 1月14日 1通
約定証書（窪屋郡酒津村都志保
太郎→窪屋郡同村守屋甚三郎

（封筒上書）「窪屋郡酒津村　守屋甚三郎殿
貴殿」　（封筒裏書）「玉島湊　仁科浪三郎
一月十四日」

14-32 〔山陽鉄道株式会社明治32年度下半期純益金分配案〕 明治33年4月23日 1枚
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14-33 〔守屋甚三郎宛仁科浪三郎書状〕 7月4日 1通 借用金についてヵ

14-34 〔守屋甚三郎宛倉敷銀行書状〕 明治30年4月30日 1通
当座預金勘定差引決算につい
て

（封筒上書）「中洲村大字酒津　守屋甚三郎
様」　（封筒裏書）「備中国倉敷町　倉敷銀
行」

14-35 土地所有権保存ニ付登記申請 明治37年10月10日 1通
窪屋郡中洲村守屋文治→玉島
区裁判所倉敷出張所

14-36 当日代言願証 明治19年3月10日 1通 山田安正
14-37 〔守屋甚三郎宛倉敷銀行大橋貞次郎ハガキ〕 12月20日 1通 取調結果について
14-38 〔守屋甚三郎宛大橋良平ハガキ〕 明治31年6月11日 1通 山陽株買入について
14-39 〔守屋甚三郎宛大橋良平ハガキ〕 明治31年6月 1通 山陽株買入について
14-40 〔守屋甚三郎宛仁科郁太郎ハガキ〕 6月20日 1通

14-41 〔守屋甚三郎宛倉敷銀行書状〕 明治30年10月31日 1通
当座預金勘定差引決算につい
て

（封筒上書）「中洲村大字酒津　守屋甚三郎
様」　（封筒裏書）「備中国倉敷町　倉敷銀
行」　封筒破損　ＳＩＬティッシュで包む

14-42 〔守屋虎太郎書状〕 未詳 1纏め 借用金・流行病について 3通あり

14-43 〔守屋宛原田広四郎ヵ書状〕 10月18日 1通
貸付金・反別地価書抜を渡してく
ださい

14-44 〔守屋虎太郎書状〕 3月15日 1通 親甚三郎が帰宅次第、出頭する 虫損　挟み込み文書あり

14-45 〔瀬崎卯左衛門借用金関係書類〕 明治31年10月3日 1通

（封筒上書）「卅一年十月三日　壱千円　妹
尾卯三郎　石田〇四郎　瀬崎卯左衛門」
封筒破損　ＳＩＬティッシュで包む

14-46 〔守屋甚三郎宛瀬崎卯左衛門書状〕 6月27日 1通
証券書換を差出したので受取っ
てください 破損　ＳＩＬティッシュで包む

14-47 〔守屋甚三郎宛仁科浪三郎書状〕 （明治21年ヵ） 1纏め
都志保太郎事件の取調書類を
送付のこと ＳＩＬティッシュで包む

14-48 〔包紙〕 未詳 1通

14-49 〔帯封〕 未詳 1枚
「第二十三回　南満鉄道社債額
面　金五万円也」とあり

14-50 〔諸書類〕 　 1括り 14-50-1～7紐一括り　ＳＩＬティッシュで包む

14-50-1 地所登記済証御下附願 明治22年3月8日 1通
備中国窪屋郡佐守屋甚三郎→
玉島治安裁判所登記掛り

14-50-2 地所登記済証御下附願 明治22年3月12日 1通
備中国窪屋郡酒津村守屋甚三
郎→玉島治安裁判所登記掛り

14-50-3 証券 明治2　年12月 1通
備中国下道郡有井村三海伊平
→窪屋郡酒津村守屋甚三郎 虫損

14-50-4 地所登記済証御下付願 明治22年1月8日 1通

備中国窪屋郡酒津村守屋甚三
郎→玉島治安裁判所岡田出張
所

14-50-5 証券 明治21年3月 1通

備中国窪屋郡中島村若林寿
次ヵ→同国同郡酒津村守屋甚
三郎

14-50-6 〔記〕 未詳 3通

14-50-7 記 明治21年3月11日 1通
窪屋郡酒津村守屋甚三郎→同
郡中島村若林寿次ヵ 虫損

14-51 〔断簡・空封筒ほか〕 未詳 1纏め 纏めてＳＩＬティッシュで括る
14-52 〔短冊の書き方ほか〕 未詳 1纏め
14-53 電報来信紙 未詳 1纏め ＳＩＬティッシュで括る
14-54 〔日記帳〕 大正11年1月21日～13年10月31日 1冊 挟み込み文書あり

54



　　　　倉敷市所蔵守屋家文書

14-55 〔日記帳〕 大正15年8月5日～昭和3年11月9日 1冊 挟み込み文書あり　ＳＩＬティッシュで括る
14-56 〔日記帳〕 大正8年1月1日～9年12月31日 1冊 挟み込み文書あり
14-57 〔日記帳〕 大正13年11月1日～15年8月4日 1冊
14-58 自大正九年十二月二十三日　日記 大正9年12月23日～11年1月19日 1冊 挟み込み文書あり
14-59 NOTE　BOOK 大正8年ヵ 1冊 破損　ＳＩＬティッシュで包む
14-60 〔書状類〕 　 1括り 14-60-1～9紐一括り
14-60-1 〔書状〕 未詳 1通 所有地名前書替の請求につき 宛名・差出人なし

14-60-2 〔守屋甚三郎宛守屋虎太郎書状〕 3月18日 1通 法律相談

（封筒上書）「備中国窪屋郡中洲村大字東
酒津　守屋甚三郎様　親展」　（封筒裏書）
「岡山市小橋町　守屋虎太郎　三月十八日
投ス」

14-60-3 〔守屋甚三郎宛三宅□三郎書状〕 5月31日 1通

（封筒上書）「酒津村　守屋甚三郎様　貴
〇」　（封筒裏書）「岡田村　三宅□三郎　五
月卅一日」

14-60-4 記 明治30年正月11日 1通 分家への譲渡財産
（封筒上書）「明治参拾年正月十一日認メ」
（封筒裏書）「守屋甚三郎」

14-60-5 〔湯浅善水宛守屋甚三郎書状〕 2月17日 1通 財産分配の件

（封筒上書）「美作津山町字南新屋　湯浅善
水様　新展要用書」　（封筒裏書）「備中窪
屋郡中洲村字酒津　守屋甚三郎」

14-60-6 〔守屋甚三郎宛湯浅善水書状〕 明治33年3月9日 1通 所有地につき

（封筒上書）「備中窪屋郡中洲村字酒津　守
屋甚三郎様　親展」　（封筒裏書）「美作津
山町　湯浅善水」

14-60-7 〔湯浅善水宛守屋甚三郎書状〕 旧2月28日 1通 70才の祝賀会招待状

14-60-8 〔守屋甚三郎宛大橋千之甫書状〕 明治33年3月4日 1通 快気祝いにつき

（封筒上書）「備中窪屋郡中洲村大字酒津
守屋甚三郎様」　（封筒裏書）「作州津山田
町　大橋千之甫」

14-60-9 〔守屋甚三郎宛湯浅善水書状〕 明治33年2月28日 1通 古稀祝いつき

（封筒上書）「備中窪屋郡中洲村持酒津　守
屋甚三郎様　親展御清書」　（封筒裏書）
「美作津山町　湯浅善水」

14-61 〔守屋甚三郎宛仁科虎三郎書状〕 7月3日 1通 依頼の件
14-62 〔守屋甚三郎宛神崎就吾書状〕 4月21日 1通 抵当不足の件
14-63 〔大橋孝四郎ほか10名宛守屋甚三郎書状〕 10月25日 1通 氏神祭礼案内
14-64 〔守屋甚三郎宛木村光太郎書状〕 6月1日 1通 祭礼招待欠礼

14-65 〔守屋宛別府覚太書状〕 6月6日 1通
山内惟一国会議員に立候補に
つき

14-66 〔書状断簡等〕 未詳 1纏め

14-67 〔明治六年租税受取通〕 明治6年 1包み

川入村・八王寺村・子位庄村・笹
沖村・渋江村ほか各村戸長→守
屋甚三郎

14-68 稲毛見取帳 明治16年 1冊 箭田村検見につき
14-69 〔岡野屋宛元酒屋書状〕 未詳 1通 酒造蔵・道具書き入れにつき
14-70 〔旦那様宛照書状〕 4月30日 1通 留守中用向きにつき
14-71 〔守屋甚三郎宛斎藤達次郎・平一書状〕 9月12日 1通 未納借用の件
14-72 〔守屋甚三郎宛松井有造書状〕 4月5日 1通 家代金につき

14-73 覚 未詳 1通 繁木屋→元岡野屋、糸柳代など
14-74 〔番号札〕 未詳 1枚 永春社記、二子役場

14-75 覚 壬申（明治5）8月25日 1通
備中玉村中島屋→酒津村岡野
屋、雑木代
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14-76 御通 辰年 1冊
岡野屋甚兵衛→帯江本蔵、炭
代

14-77 渡舟之証 未詳 1枚 第十三大区小十五区酒津村
14-78 〔領収書類〕 戌年 1括り
14-79 〔白紙・断簡等〕 未詳 1纏め
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